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『案 践 題事 倒 編 』

第1章 社会教 育計 画 と学 習 プロ グ ラムの立案



第1節

○○市の
現
状
と
課
題
の
分
析

1

2

社会教育計画及び学習プログラムの立案の手順と具体的視点

段
階

市町村の概要
【分析シー ト】

社会教育の現状
と課題
【分析シー ト2】

手順・具体的視点

モデル となる市町村の地勢、地域

条件、住民の生活状況、教育 ・文
化的環境等を把握 し、学習者にと
ってより有益な施策 ・事業を立案

するための客観的条件 ・情報を得
る。

(１)地勢 ・地域条件(人口・ 人口構
成)等 について箇条書きにする。
(2)住民の生活状況の特徴 につい
て箇条書きにする。
(3)教 育 ・文化的環境について、

学校等数 ・生涯学習関連施設数
を記入する。 また、教育 ・文化

的環境 の特徴について箇条書き
にする。
モデルとなる市町村のこれ までの

取組状況を分析 ・整理 し、今後取
り組むべき諸施策 ・事業の方向性

を体系的 ・構造的に押さえる。

■幅広い分野からの情報収集に努める。
■表記は箇条書きとし、ポイン トを押さえた もの
とする。

【資料 ・参考文献等】
・自治体史、自治体総覧
・自治体振興計画(生 涯学習振興計 画

、マスター
プラン等)
・中 ・長期教育計画
・生涯学習推進計画、社会教育計画
・教育要覧、社会教育要覧
・学習意識調査等の調査報告書
・各種の会議、審議会や委員会の答申、建議、調査報告等

・施設要覧(公 民館、図書館 、博物館等の要覧、
年報、事業報告書等)

例

例

例)

地勢/人 口の増減/少 子化/高齢化/産 業構造等

就労状況/余 暇の過 ごし方/昼 夜の人 口比率/
交通状況等
学習関心/学 習活動/NPO・ ボランテ ィア活動
等

区分の設定

施策の整理

区分 を設 定 し、記入す る。

現行の施策について記入する。

■区分は計画立案に適 したものを設定する。
■区分例
「施策の体系による区分」

推進体制(組 織)の 整備、学習機会の提供、指導
者の養成 、学習情報提供 と学習相談体制の整
備、社会教育施設の整備 と充実、社会参加活動
の支援等
「発達段階別による区分」

乳幼児、青少年、成人、高齢者等
「生活関連領域別による区分」

個人(余 暇)生 活に関すること、家庭生活に関
すること、職業生活に関す ること、地域 ・社会
生活に関すること

■社会教育行政 として取 り組んでいる施策を記入
する。

現行の事業

現状の問題点 ・
課題

上記の施策に対応する当該市町村
の現行に事業を記入する。

各事業の実施主体を()内 に

記入する。

施策に照 らし合わせ、現行の事業
において解決すべき問題点や達成

すべき課題を記入する。

■次のように整理す る。
・社会教育行政:教 育委員会及び社会教育行政施

設(公 民館、図書館、博物館、体育館等)が 実
施 している事業
・学校 ・関連行政 ・民間 ・団体等:学 校、関連行
政部局(福 祉、農林水産、観光、建設、産業、

環境等)の 事業や 、民間事業者(農 協、漁協、
カルチャーセ ンター等)、 関連団体等(社 会教育
関係団 体等)が実施している事業

■現行の施策 ・事業の反省 ・評価 とい う観点か ら、

学習者の意識や学習活動の状況を分析する。
・各施策に基づいて問題 を洗い出す場合

、多面的
に考察する。

■事業の重複や不足 している点を整理す る。
■ブレーンス トー ミングやKJ法 などを用いて分

析、整理 してもよい。
問題解決 ・課題
達成のための方
向性

間題点を解決 し、課題を達成する
ための方向性を記入する。

単なる問題点の裏返 しではな く、問題を解決す
るために必要な方策について幅広 く展望する。
長期的展望に立って解決す る問題点 ・課題 とあ
る年度の計画に基づいて解決する短期的なもの
とに分けて整理する。

複 数の問題点 ・課題 に対応する方策は、番号や
矢印を使って対応がわかるようにする。

留意点及び参考事項



中

長
期
計
画
の
作
成

１

互

嚢
段

総論の作成
【様式１】

計画策定の趣旨

計画の性格計画の期間

計画の構成

基本方針の作成
【様式2】

基本方針

上位計画との関

連

施策の方向性 と
体系

手順・具体的視点

計画策定の基本的な考え方を明ら
かにする。

①市町村の現状を把握 し、その現
状に適 した計画であること。

②社会教育行政は、生涯学習社会

構築の中核 として、首長部局、
民間の諸活動との幅広い連携の

下に、人々の生涯にわたる自主
的な学習活動を支援する。

③自 治体の特性 と住民の学習状況
や公共施設におけるサービスの

現状把握をもとに、生涯学習推

進計画等との整合性を図る。

計画策 定の経緯や 意義 を記入す

る。

計画の特徴や他計画 との関速を記
入する。

計画の期間として始めの年度 と終
わりの年度を明記する。

概の章各
、
囲範や点

。
.

視

る
の
す

定

入

策

記
画
を

現状分析を踏 まえ、自治体の社会

教育行政を推進す るための指針で
あることを示す。

基本的な考え方を記入する。

計画の 目標を記入する。

社会教育推進の基本方針を記入す
る。

上位計画 との関連図を記入する。

目標、基本方針、基本方策を記入
する。

施策の方向性を記入する。

具体的な事業を設 定 し、記入す

る。

数値目標を設定し、記入する。

留意点及び参考事項

■社会教育計画は、社会教育行政の総合計画であ
る。

■社会教育は教育委員会の範疇であるが、社会教

育行政は生涯学習社会構築の中核である。
■地域の実情により計画が異な り、地域の実情 に
あった計爾であることが求められる。

■策定にかかわる委員会等の組織を編成すること
も一つの方法である。

■学社連携 ・融合の理念を視野に入れる。

参考文献
自治体史、自治体総覧、教育総覧
自治体振興計画(生 涯学習振興計画、マスター
プラン等)

各種の会議、審議会や委員会の答 申、建議、調
査報告等

施設要覧(公 民館、図書館、博物館等の要覧、

年報、事業報告書等)

総合振興計画(マ スタープ ラン)な ど、他の計
画との関係、現行の計画の進捗状況も含めて記

述する。

社会教育 を取 り巻 く現在の状況を記述 した上
で、計画策定の意義を記述する。

簡潔に記述する。

期間の途中で見直しを行 うことも考えられる場

合は、その旨を明記する。

章立てを明記 し、必要に応 じて概要を記述す

る。
生涯学習推進計画を踏まえ、整合性を図 り基本

方針を策定する。

計画が求め られる背景や、この計画によって達

成されるべき、住民や地域の理想的な姿に言及
するなど、目 指すべ き方向性 について記述す

る。

中期計画であれば、今後5年 間の社会教育の進
むべき方向性を端的に表す
計画の目標を具体的にわか りやす く、具体化、

焦点化 して掲げる

上位計画(市民 憲章、総合計画、教育目標など)
や他の計画(学 校教育計画など)と の関連を関

連図 としてまとめる。

課題 となる施策を整理 し、基本 となる施策の柱

を設定するとともに、事業の方向性や体系を組
み立てる。

わか りやすい体系図としてまとめる。

施策の方向性の各項目 には①、②のように通し

番号を付 ける。(次 の年次計画につなげるた
め。)

各事業の数値目標を設定する。

(次の年次計画 の中で設定し転記する。)

階



中

・
長

期

計

の
作
成

Ⅲ

段

階

施策の展開
(年次計画)【様式３】

施 策

担当部局名

事業内容

評価指標

年次別 目標値

手順 ・具体的視点

施策の体系にあげられた施策の方

向性 を、施策 ・事業として具体的
に年次を明らかに して計画を立案

する。
立案にあたっては、発達段階 もし

くは教育分野の中から、一つの段

階(領 域)を 選んで作成す る。

体系図の施策の方向性の番号を記
入する。

予算書に記載する事業名を記入する。

連携 して事業を実施する部課名を

記入する。

具体的に何をどのよ うに実施する
のかを簡潔に記入する。

事業の結果や成果を測るための指

標を記入する。
計画を立案す る段階から、評価を

どのよ うに行っていくかを考える
必要がある。

事業の達成状況を的確に測る指標

を設定する。

設定 した評価指標について、各年

定 し記人する。

留意点及び参考事項

発還段階、教育分野の例

【発逮段 階】
・乳幼児

・青少年

・成人

・高齢者

【教育分野】
・家庭教育
・青少年教育

・成人教育
・女性教育

・高齢者教育

施策の体系図の中での位置づけを確認する。

他部局との連携を模索する。

■事業の結果(ア ウ トプッ ト)だ けでなく、成果

(アウ トカム)も 指標 として設定す るようにす
る。

例)【 アウ トプ ット指標】

参加者数、養成者数、利用率 等
【アウ トカム指標】

学習率、満足度、居住意識の変化 等

事業で達成すべ き目標値を政策面(人 的 ・財的 ・

物的条件、上位計画 との関連等)や 地域条件(人
口変動、高齢化の進展等)を 考慮に入れなが ら

設定する。



△
△
教
育
年
間
事
業
計
画
の
作
成

段 階

Ⅳ年間事業計画
教育目標及び教
育行政目標の設
定
様式4

社会教育目標の
設定

△△教育目標の
設定

社会教育行政目
標の設定

△△教育行政 目

標の設定

年間事業計画表
の作成

区分の設定

事業名の設定

事業 の目的の検

討

事業内容の検討

対象 者 ・定員の

決定

実施期間 ・回数
の決定

予算の設定

備考の検討

手順 ・具体的視点

社会教育目標、個別教育目標 、社
会教育行政目標、個別教育行政目

標をそれぞれ設定する。

具体的な施策や事業を選定する前

に、学習者が達成すべき目標を包

括的に設定する。(全 体的 ・総合
的目標)

上記 目標を受けて、それぞれ具体

的あるいは個別 の 目標を設 定す

る。

社会教育 目標を受 けて、社会教育

行政としての施策 ・事業の目標を
包括的に設定する。

(全体的 ・総合的 目標)
上記 目標を受けて、それぞれ具体

的あるいは個別 の 目標を設 定す
る。

上記教育目標 ・教育行政目標 を受

けて、当該年度の施策 ・事業の一
覧を作成する。

事業設定の際の区分を設定する。

事業を選定し、事業の名称を決定

する。

各事業の目的やね らいを定める。

各事業の内容を定める。

各事業の対象者 と定員を設定す
る。

各事業の実施期間 ・実施回数 を設
定する。

各事業の経費を設定する。

備考 として、上記以外について必
要 と思われる事項や実施にあたっ
ての留意事項を記入する。

留意点及び参考事項

教育 目標 と教育行政目 標はそれぞれ対応 させ
る。

教育目標は、学習者に とっての理想、望ま しい
人間像あるいは地域像であり、表記としては 「～

しよう」「～に努めよう」「～となろう」等とな

る。

教育行政 目標は、行政担当者が教育 目標 を達成
するために具体的に行 うべき施策、条件整備で

あり、表記 としては 「～を整備する」「～を行 う」

等となる。

教育委員会、公民館、図書館、博物館、体育館

等における社会教育事業のすべてを視野に入れ
て事業を組む。

事業区分の例
区分については、分析シー トの区分のまま設定
してもよい。また、新たな区分の設定を しても

よい。

事業選定の留意点

緊急性/重 要性/公 共性 ・公益性/先 導性 ・波及効果
性/地 域性/実現可能性

いわゆる施策名的な事業名は避けるとともに、

内容や対象がわかるような事業名 とする。

事業の実施主体 として 「何のために事業を開設

するのか」を簡潔に表記する。 ときには、事業
を実施する背景、理由を前提 として述べ ること

も必要である。

それぞれの事業で 「何を学習するのか」を具体

的に列挙する。

事業の目的 ・内容から、「誰を対象 とす るのか」

もっとも適切な対象 ・規模を設定する。

事業の目的 ・内容から、適切な期間 ・回数を設
定する。

その他、予算や地域特性等も考慮する。

千円単位で総額を記入する。

例)実 施主体、実施場所、連携協力先、評価の方
法等



△
△
教
育
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム

(個
別
事
業
計
画
)

の
作
成

V

段 階

△△教育学習プ
ログラム(個 別

事業計画)

【様式5】

事業名の表記

事業の目的の表
記

実施主体の表記

対象者 ・定員の表記

学習期間 ・学習
時間(回 数)の 設
定

学習場所の設定

学習目標の設定

プログラムの展

開の作成

手順 ・具体的視点

年間事業計画の中から一つの事業
を選択 し、その事業について個別

事業計画を作成する。

事業名を記入する。

事業の目的を記入する。

事業の実施主体を記入する。

事業の対象者 ・定員を記入す る。

学習期間 ・学習時間(回 数)を 「○
月～○月」「１回の学習時間 ×○

回」の形で記入する。

学習場所を記入す る。

学習目標を記入する。

プログラムの展開について、具体

的な内容を作成する。

回(コ マ)の 設 定

学習テーマの設
定

学習の内容 と方

法の設定

学習支援者の設
定

学習回数を記入する。

学習 テーマ(主 題)を 記 入す る。

学習 内容及 び学習 方法を記入す

る。

学習支援者を記入する。

留意点及び参考事項

原則 として、「学級 ・講座型」の事業を選択する。
実際に学習プログラムを作成する場合には、住

民参加の観点か ら、参加者の 代表を含むプログ

ラム検討委員会やプログラム作成委員会等を組

織すると有効である。

年間事業計画より転記する。

年間事業計画より転記する。

主催だけではな く、共催、後援、主管等をも考

慮 し、連携 ・ネ ッ トワークによる効果的な事業
の展開を考える。

年間事業計画より転記する。

学習内容 との関連を考慮するとともに、地域特

性あるいは学習者の生活実態を尊重する。

学習内容、学習方法等を考慮する。

原則 として主要学習会場を表記 し、回によって

会場が変わる場合は 「備考」欄にその旨記入す
る。

上記 「事業の目的」が、事業実施主体 としての

目的、ねらい、趣 旨であるのに対 し、「学習 目

標」は、学習者の最終達成目 票として学習によ
って達成 されるべき目標(成 果 ・状態)を示す。

あくまでも学習者を主体 とした表記とし、学習

者にとってわかりやすい表現をする。
例)× 「～を理解 させる」
→ ○ 「～を理解する」

学習者の要求課題や必要課題 を踏 まえた目標 と
する。

■「学習テーマ」及び「学習の内容 と方法」を配
列 した上で、学習の連続性、継続性 を考慮 し、

もっとも学習の効果を高める回数を設定する。

※事業内容にもよるが、概ね5～10回 が望ま し
い。
「学習の内容 と方法」に合わせ、親 しみのもて

るような表現 とす る。
「何について」(学習内容)、 「どんな方法で」(学

習方法)学 習す るのかがわかるよ うな表記 とす
る。

例)講 義
「 の現状 と今後の課題について考える」

ロールプレイ

場面設定 「 川の環境を考える住民の集会」
学習目標、学習内容に応 じて、 「参加型学習」
の手法(参 考1p.123参 照)を 取 り入れると有効

である。

学習者のレベルに対応 させるとともに、学習方
法 ・形態 との関連性を考慮する。

学習成果の活用 とい う観点から、過去の学級 ・

講座の修了者に依頼 した り、地域の人材の発掘
を図った りすることも必要である。

ここで 「学習支援者」 とは、学習の場において、いわゆる"講 師"(知 識 ・技術 を教える人)、 ファ

シリテーター(学 びを促進する人)、 企画立案者(学 習プログラムを企画 ・立案する人)、 学習者(学 び
の場に参加する人)等 の役割を果たす人を指す。すなわち、従来の「教える」一 「教えられる」(「指導者」
一 「学習者」)という関係ではとらえきれない

、様々なスタイルで学習を支援する人たちのことである。
具体的には、社会教育主事、司書、学芸員等の社会教育指導者、教員、団体のスタッフ、企画運営
委員会のメンバー、ボランティアが挙げられる。

備考の検討 上記以外について必要と思われる

事項や実施にあたっての留意事項
を記入する。

■プログラムの企画者、運営主体者の立場か ら表

記する。

例)学 習場所(回 によって変わる場合)/期 日/時間

数/教 材 ・教具/評 価の観点 等



△
△
教
育
学
習
展
開
計
画

(展
開
プ

ロ
グ
ラ
ム
〉

の
作
成

段 階

学習展開計画(展

開プログラム)

【様式6】

事業名 ・学習テ
ーマの記入

学習目標の設定

準備す るものの

検討

会場図の作成

導入 →展開→ま

とめの検討

手順 ・具体的視点

学習プ ログラム(個 別事業計画)

の中か ら一つのコマを選択 し、そ

のコマについて具体的な学習展開

計画を作成する。

学習プログラム(個 別事業計画)

か ら転記する。

当該時間の学習目標を記入する。

学習の展開 に必要 な物 品を挙 げ

る。

使用す る会場の机 ・椅子、使用機

器の配置等を作成する。

具体的な学習活動を時系列に沿っ

て配置する。

留意点及び参考事項

学習テーマに沿ったものとし、学習者主体の表

現 とする。

学習プログラムの学習 目標 との整合性に留意す

る。

物 品の数 ・量についても記入する。

携備のためのチェックリス トとして活用する。

グルー プ ・ワー クの場合、

つ いて考慮 す る。

1グ ループの人数に

■「導入」部分では、アイスブ レークによって学

習の場の雰囲気を和 らげ、参加者相互の出会い

の場 とするとともに、学習への意欲を喚起す る

ような学習活動を盛 り込む。

■「展開」部分では、各学習活動の配列 と時間 に

留意 しながら組み立てる。休憩時間については、

全体の時間を考慮 して設定する。

■「まとめ」部分では、アクティビティ全体の学

習をふ りかえるとともに、学習成果を共有する

時間とする。

■時間は、0を 起点 とし、学習活動の内容 ごとに

分単位 で記入する。



第2節 社会教育計画と学習プログラムの様式



〈分析シー ト1〉

1

(1)

○○市の概要

地勢 ・地域条件等

(2) 地域住民の生活状況の特徴

(3) 教育 ・文化的環境

教育 ・文化的環境 の特徴



2 社会教育の現状と課題

<分 析シー ト2>



<様 式1>

○○市社会教育計画

1 総

論



<様 式2>

Ⅱ

基本方針

１

基本方針

2 上位計画との関連



3 施策の方向性と体系



Ⅲ施策の展開(△ △教育年次計画) <様 式3>



<様 式4>

Ⅳ

年間事業計画 (平成○○年度△△教育事業計画)

(5) △△教育年間事業計画表



V △△教育学習プログラム(個 別事業計画)

<様 式5>



Ⅵ

学習展開計画 (展開プログラム)

<様 式6>



第２ 章 社会教育 計画の事例

(分 析 シ ー ト1,２,様 式1～3)





第 1

節

A市 社会教育計画

〈分析シー ト１〉
1

（１)

A市 の概要

地勢 ・地域条件等

①F県 の最南部に位置 し、豊かな自然と海産物の宝庫である有明海に面している。明治以降、石炭 と石油化学関

連 コンビナー トの興隆とともに中部有明地方における主都市として発展 し、わが国産業 ・経済の発展に大きく貢

献 してきた。 しか し、昭和30年 代以降、石炭から石油へのエネルギー革命をは じめとした産業構造の激 しい変化

や平成9年 のM炭 鉱の閉山等によ り、地域社会経済は厳 しい状況下にある。

② 産業構 造は 、第1次 産業1,807人(3.0%)、 第2次 産業18,080人(29.9%)、 第3次 産業40,522人(67.1%)

で あ る。

③A市 の人 口は、昭和62年 を ピー クに、それ以後年 々減 少傾 向にあ り、平成15年3月 現在 で140,628人 となった。

そ の要因 と して、厳 しい経 済状況 の中、就業の場 が減 少 し、若 年層 の人 口流 出が急速 に進ん でい るこ とが挙げ ら

れ る。平成18年 のA市 人 口が125,000人 とな るこ とが予想 され るな ど、今後 、 さらに少子 高齢化 が進 む と考 え ら

れ る。

人 口140,628人(平 成15年3月 現在)高 齢化 率24.5%(平 成15年10月 現 在)

(2)

(3)

①

②

③

地域住民の生活状況の特徴

自治会活動が盛んである。

多
い
。

がとこく向出
へ
外市は動活ので位単族家■人個たし

と
心中を一ヤジレ

公共交通機関は鉄道 と路線バスがあるが十分ではなく、自家用車を利用 しないと移動は困難である。

教育 ・文化的環境

◇ 学校等数 ◇ 生涯学習関連施設(民 間を含む)

◇

①

②

教育 ・文化的環境の特徴

公民館等で行われる社会教育事業に積極的に参加する住民が多い。

年少青るす加参に業事催主の設施育教会社や動活ブラク
く
なくし激りまあは争競験受るけおに育教校学

も多 い。

③ 学習 した成果 を生か し、ボランティア活動などに取 り組む市民が増えた。

市立全小学校の施設を開放するなど、地域の学習拠点 として学校施設の開放が進んでいる。

郷土博物館が建設され、市民向け学習講座なども開講 されている。



<分 析シー ト2>

2

区

分

推

進

体

制

社会教育の現状と課題

施 策

住民のニーズを行政

施策に反映 させる

現 行 の 事 業

社会教育行政

・社会教育委員の会

議
・公民館運営審議会

・図書館協議会

学校 ・関連行政 ・

民 間 ・団体等

現状の問題点 ・課題

・社会教育全体に対

する意見が出てこ

ない。
・定例的な開催で報

告中心に進められ

ている。

問題解決 ・課題達成のため

の方向性

・審議機能の強化

・計画性を持った会議の開

催
・社会教育の課題に関する

諮問を行 うとともに、専

門委員会等を設けて審議

を行 う。

学

習

機

会

の

提

供

現代的課題 を中心に

市民一人ひとりが 自

ら学んで学習できる

場の提供に努める

・市民講座

・高齢者学級

・家庭教育学級

・企業内研修

(企業)
・趣味教養講座

(民間事業者)
・各種講演会

(健康増進課 、環

境政策課、生活環

境課)

・参加者の固定化

・学習の成果を生か

す 場 が十 分 でな

い。
・学習の成果が地域

活動につながって

いない。

・住民に密着 した講座の開

催
・人材バンク等のシステム

を整備 し、市民講師の活

躍の場を広げる。
・地域の課題に即 した講座

を行 うとともに、地域活

動につなげ る支援 を行

う。

指

導

者

の
養

成

住民の学習活動や社

会参加活動を支援 し

活性化するために、

指導者の発掘 ・養成

を行 う

・ジュニアリーダー

の養成
・青少年育成指導者

の養成
・体育指導員の養成

・指導者が固定され

ていて広がりがな

い。

・指導者に必要な研

修 の機 会 が少 な

い。

・新たな人材を発掘 ・養成

する。

・定期的に指導者講習 を実

施 し、資質の向上を図る
・活躍の場を提供する。

学

習

情

報

提

供

学

習

相

談

市民の学習活動の充

実のために、円滑な

学習情報の提供 と、

相談体制の充実強化

を図る

・生涯学習情報誌の

発行(年2回 全世

帯配布)
・公民館情報誌の発

行(年4回 全世帯

配布)
・公民館職員による

学習相談

・インターネ ットに

よる講座情報提供

(民間事業者)

・タイムリーな情報

提供が十分にでき

ていない。
・インターネ ットに

よる情報提供が行

われていない。
・学習機会に関す る

相談が少ない。

・学習活動に関する情報収

集体制を再構築する。

・ITを 活用 したタイムリ

ーな学習情報提供 を行

う。
・公民館に学習相談窓 口を

開設 し、地域住民に周知

する。

社

会

教

育

施

設
の

整

備

と

充

実

住民が主体的に地域

活動や学習活動 を展

開できるよう、社会

教育施設の整備 ・充

実を図る

・社会教育施設(公

民館、図書館、博

物館の整備 と活用

の推進
・施設 情報 の提 供

(市広報により年

12回全世帯配布)

・老朽箇所の整備が

十分に進んでいな

い。

・インターネットに

よる利用予約を行

っているが、十分

に活用 されていな

い。
・施設間 の連携 がと

れていない。

・現存施設の有効活用に努

力する。

・住民の自主的な活動の場

となるよう、積極的に施

設利用に関する広報を行

う。

・施設間 の事業のネ ッ トワ

ー ク化 を図る
。



区

分

社

会

参

加

活

動

の
支

援

施 策

住民の主体的な社会

参加活動を支援する

現 行 の 事 業

社会教育行政

・学校 ・生涯学習支

援ボランティアの

設置

学校 ・関連行政 ・

民間 ・団体等

現状の問題点 ・課題

・登録人 数 に比べ

て、活動できる人

数が少ない。
・住民のニーズに合

うボランティア登

録が少ない。
・地域を場とした活

動が少なくなって

いる。

問題解決 ・課題 達成のため

の方向性

・活動の活性化を図るボラ

ンティアコーディネータ
ーを配置する。
・ボランティアに関する学

習の機会を提供する。

・公民館を核 として、地域

活動の活性化を図る。



<様 式1>

○○市社会教育計画

A市 社会教育中期計画(平 成14年 度～平成18年 度)
一 自立 ・共生 ・創造 す るまちづ く りA市 一

Ⅰ

総 論

(1)

(2)

(3}

(4)

計画策定の趣旨

A市 の社会教育は、これ までの 「第4期A市 総合計画」の 「未来を開く心豊かな教育 と文化のまちA市 づ くり

をめざして」 という目標 を踏まえ、「第2期 社会教育振興中期計画」の具現化を図りながら、市民のニーズ と社

会の趨勢を見据え、施策を推進 してきた。 しかし、近年、国際化、情報化、少子高齢化、余暇時間の増大など、

私たちを取 り巻 く状況の変化は著 しく、価値観の多様化、生活意識の変化等がめまぐるしく進化 ・細分化 してき

ている。

こうした状況の中で、これ らの変化に対応するためには、より一層、生涯学習を振興 していくことが求められ

るとともに、魅力 と活力のある地域づくりを進めるためには、市民の学習活動の活発化が重要であり社会教育の

果たす役割は大きい。 こうしたことから21世紀を展望 した、今後の社会教育行政の在 り方を考え、社会教育の現

状を踏まえるとともに、A市 の特色を生か しながら、進めるべき施策の体系化 を図 り、社会教育事業推進の指針

となる社会教育計画を策定するものである。

計画の性格

この計画はA市 総合計画に基づき、他の計画 と整合性を図 りなが ら、A市 民憲章並びにA市 教育基本 目標の理

念を具現化 し、生涯学習推進の観点に立った社会教育の推進に係 る計画である。

計画の期間

この計画の期間は、A市 第4期 総合計画と整合性を図 り、平成14年 度か ら平成18年 度までの5年 間とする。

計画の構成
この計画は、次の4章 で構成する。

第1章 第3期 社会教育中期振興計画の基本的な考え方

第2章 市民憲章と社会教育目標と施策体系

第3章 生涯各期における社会教育施策

第4章 第3期 社会教育中期振興計画の事業項目・指数

参考 市民の社会教育意識調査結果

社会教育施設及び利用状況 ・社会教育関係団体の状況



<様 式2>

Ⅱ

基本方針

1 基本方針

(1)基 本的な考え方

A市 民は急激な社会環境の変化の中で、心の豊か さや生きがい、あるいは自らの生活や職業上の能力向上を願

い、幅広い分野の学習を求めている。また、自分たちのライフスタイルに合った学習活動や、地域での学習交流

など、様々な形の学習を求めている。 このように、社会情勢の変化に対応 して市民の学習に対する要望はますま

す多様化 し、学習の必要性を強く認識 してお り、生涯学習社会の確立が急務になっている。こうした状況の中で、

本市は、市民の生涯学習を支援するため、社会教育を重点的に推進することを目指す。

(2) 計画の目標

基本的な考え方を土台 として、計画を実施する目標 を次のように定める。

「自立 ・共生 ・創造するまちづ くりA市 」

この目標を実現するためには、以下のような基本的視点にしたがって、社会教育を進 めていくこととする。

(3) 社会教育推進の基本方針

上記の計画の 目標を達成するため、社会教育行政が推進すべき基本方針は以下の とお りである。

ア 共に学びあう学習環境づ くり

イ 自ら学ぶ学習活動の基盤づ くり

ウ 対話 と参加を重視 した学習システムづくり

2 上位計画との関連



3 施策の方向性と体系



<様 式3>

Ⅲ

施

策

①

施策の展開 (成人教育年次計画)

事 業 名

地域活動指導者

養成事業

担当部局名

社会教育課

事 業 内 容

地域活動を指導す る大

人を養成する。

評価指標

,指導者の養成延

べ人数

養成者のうち地

域活動を指導 し

ている人数

17年 度

60

年 次 別 目 標 値

18年 度

120

30

19年 度

180

60

20年 度

90

21年 度

１oo

人材バンク整備

事業

社会教育課 講師 として活躍できる

大人を人材バンクへ登録

する。

人材バンク登録

者数

１００

150 2oo 250 300

②

・登録者のうち講

師として活躍 し

ている人数

30 45 80 125

180

地域人材活用教

養講座

社会教育課 地域の大人が講師 とし

て活動す る機会 をつ く

る。

講座等で活躍す

る地域の大人の

人数

20 6C

100

家庭教育学級事

業

社会教育課 子 どもを持つ親に対し

て、家庭教育に関す る学

習の機会を提供する。

家庭教育学級受

講率%

80 85 9C 95 100

③

家庭教育 リーダ
ー研修

社会教育課 団体やグループで家庭

教育を指導するリーダー

を養成する。

リーダー研修へ

の参加者数

2C 40 60

80100

リーダーが実施

する家庭教育に

関する取組への

参加者数

800 2,000 3,600 5,600

8000

④

地域課題対応実

践講座

社会教育課

住民課

地域課題 に関する講座

を実施 し、地域住民の学

習機会の提供を図る。

地域課題に関す

る講座数への参

加者数

地域の課題に関

心のある大人の

割合%

1,000

25

1,500 2,000 2,500

60

3,000

⑥

地域活動活性化

事業

社会教育課 地域活動の機会をつく

り、大人の自主的な活動
への参加 を促進する。

地域活動の取組

数

地域活動に関わ

る大人の人数

20

160

40

360

70

700

110

1,210

16C

2,000



第2節 Y市 社会教育計画

<分 析 シー ト1>

1

(1)

Y市 の概要

地勢 ・地域条件等

①A県 南部Y盆 地に位置 し、自然豊かなまちである。稲作中心の農業が主幹産業で、果樹 ・野菜作 りもさかんで

ある。近年は高速交通体系の充実により、Yイ ンターチヱンジ周辺の開発が進み、交通の拠点 となっている。

② 産業構1造 は、第1次 産 業11.0%、 第2次 産業30.9%、 第3次産 業58.1%で あ る。

③Y市 の人 口は109,004人 で あ る(平 成17年10月1日 現在)。 平成17年１0月１ 日の合併 によ り、県下第2位 の人

口を有す る市 とな った。今 後、少子 高齢 化が進み 、人 口は減少する傾 向 にある。

(2)

(3)

①

②

③

地域住民の生活状況の特徴

古くか ら米作 りが盛んな地域ではあるが、最近は兼業農家や離農する住民が増えてきている。

買い物等は旧Y地 区に出向くことが多 く、レジャーは市外に行 くことが多い。

公共交通機関は、鉄道と路線バスがあるが十分ではなく、自家用車を利用 しない と移動は困難である。

教育 ・文化的環境

学校等数 生涯学習関連施設(民 間を含む)

教育 ・文化的環境の特徴

① 公民館等の社会教育施設が多 く、サークル による創作活動及び発表、芸術 ・文化の鑑賞、文化財の保存な

ど、地域に根 ざした多様な活動が年々活発になっている。

②

③

スポーツ少年団活動や学校の部活動に取 り組む青少年が多い。

公民館事業をきっかけとして、住民による地域活動や自主サークル活動が増えてきている。

④ 自然を活か した施設や 、屋外の体育関連施設が充実 してお り、体験活動を行 うための基盤が整備 されてい

る。



<分 析シー ト2>

2

区

分

社
会
教
育
推
進
体
制
の
整
備

社
会
教
育
関
連
施
設
の
整
備

学

習

資

源

の
整

備

学
習
情
報

・
相
談
の
充
実

社会教育の現状と課題

学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
提
供

学
習
成
果
の
評
価
と
活
用

施 策

生涯学習推進体制の

充実に努める

生涯学習関連施設の

有効活用 と整備 ・充

実を図る

学習資源を再編成し

既存の組織や新たな

人材の有効活用を図

る

円滑な学習情報の提

供と、相談体制の充

実強化を図る

今 日的課題 や地域の

特徴を活か したプロ

グラムを提供すると

ともに個人学習の推

進を支援する

学習者の学習成果を

活かす場づくりに努

め、主体的な社会参

画活動を支援する

現行の事 業

社会教育行政

社会教育委員の会

議

社会教育指導員の

会議

社
議

公

会教育奨励員会

民館連合会

生涯学習関連施設

の整備 と活用

地区生涯学習セン

ターの設置

生涯学習ボランテ

ィアバンクの整備

地域資源(文 化 ・

伝統 ・自然等)の

整備

情報センターの設

置

広報誌の発行 とホ
ームページの開設

市役所出前講座

公民館主催講座

膏少年育成講座

地域子ども教室

・地区公民館フェス

テイバル

学校 ・関連行政 ・

民 間 ・団体等

市政策調整課との

連携

青少年育成市民会

議(女性青少年課)

・NPOセ ン タ ー との

連携

社会福祉協議会の

ボランティア団体

との連携

市民活動団体(NP

Oな ど)と の連携

観光協会 との連携

インターネ ッ トに

よる学習情報提供

(A県 立生涯学習

センター)

趣味教養講座(民

間事業者)

企業内研修(企 業)

各種講演会(各 課)

総合型地域スポー

ツクラブ

市文化祭

市美術展

現状の問題点 ・課題

生涯学習推進に関

係する人の交流 ・

研修の場がない

定期的に住民の意

見 ・ニーズを拾い

上げていない

施設が老朽化 し、

整備が進んでいな

い

施設間 の連携 がと

れていない

インターネット に

よる利用予約や 申

請用紙等の統一が

できていない

ボランティアバン

クの人材を有効に

活用できていない

地域資源の整備が

進んでいない

学習機会に関する

相談が少ない

タイムリーな情報

提供が十分にでき

ていない

PRが 浸透 してい

ない

参加者の固定化 ・

高齢化

住民のニーズに合

ったプログラムが

提供できていない

学習者の活動を評

価する機会がない

学習成果を活かす

機会が十分でない

学習成果を活かす

ためのシステム作

りができていない

問題解決 ・課題達成のため

の方向性

計画性を持った交流会

研修会を開催す る

地区生涯学習センターに

窓 口を設置する

現存施設の有効活用に努

める

施設間 のネ ットワーク化

を図る

システムの構築を進める

コーデ ィネー ター を配置

す る

学習資源を活用 しやすい

ように、バランス良く再

編成す る

地区生涯学習セ ンターに

学習相談窓 口を、開設す

る

情報収集 ・発信の一元化

を図る

効果的なPR方 法を構築

する

各年齢層のニーズに応 じ

た講座を開設する

各地域の特徴を活かした

魅力的なプログラムを再

検討する

学習成果を賞賛するよう

な手だてを工夫する

学校支援ボランティアや

観光ボランティアガイ ド

などの活動機会を広げる

ボランティアセンターの

設置 とコーディネーター

の配置



<様 式1>

Y市 社会教育計画

Y市 社会教育中期計画(平 成19年 度～平成23年 度)

学びあい 高めあう いきいきY市

Ⅰ

総

論

(1) 計画策定の趣旨

Y市 の社会教育は、これまでの 「第4期Y市 総合計画」の 「未来を開く心豊かな教育 と文化のまちY市 づ くり

をめざして」 とい う目標を踏まえ、「Y市社会教育中期計画 一 学びあい 高めあう いきいきY市 一 」の

具現化 を図 りなが ら、市民 のニーズと社会の趨勢を見据え、施策を推進 してきた。 しか し、近年、国際化、情報

化、少子高齢化、余暇時間の増大など、私たちを取 り巻 く状況の変化は著 しく、価値観の多様化、生活意識の変

化等がめまぐるしく進化 ・細分化してきている。

こうした状況の中で、これ らの変化に対応するためには、より一層、生涯学習を振興 していくことが求められ

るとともに、魅力 と活力のある地域づくりを進めるためには、市民の学習活動の活発化が重要であり社会教育の

果たす役割は大きい。 こうしたことか ら21世紀を展望 した、今後の社会教育行政の在 り方を考え、生涯学習の現

状を踏 まえるとともに、Y市 の特色を生かしなが ら、進めるべき施策の体系化を図り、社会教育事業推進の指針

となる社会教育計画を策定す るものである。

(2) 計画の性格

この計画はY市 総合計画に基づき、他の計画 と整合性 を図 りなが ら、Y市 民憲章並びにY市 教育基本 目標の理

念を具現化 し、生涯学習推進の観点に立った社会教育の推進に係る計画である。

（3) 計画の期間

この計画の期間は、Y市 第4期 総合計画 と整合性を図 り、平成19年 度から平成23年 度までの5年 間とする。

(4) 計画の構成

この計画は、次の4章 で構成する。

第1章

第2章

第3章

第4章

参考

Y市 社会教育中期計画の基本的な考え方

市民憲章と社会教育目標と施策体系

生涯各期における社会教育施策

Y市 社会教育中期計画の事業項 目 ・指数

市民の生涯学習意識調査結果

生涯学習施設及び利用状況 ・生涯学習関係団体の状況



<様 式2>

Ⅱ

基本方針

1 基本方針

(1) 基本的な考え方

Y市 民は急激な社会環境の変化の中で、心の豊かさや生きがい、あるいは自らの生活や職業上の能力向上を願

い、幅広い分野の学習を求めている。 また、自分たちのライフスタイル に合った学習活動や、地域での学習交流

など、様々な形の学習を求めている。このように、社会情勢の変化に対応 して市民の学習に対す る要望はますま

す多様化 し、学習の必要性を強 く認識 してお り、生涯学習社会の確立が急務になっている。こうした状況の中で、

本市は、市民の社会教育を重点的に推進 し、市民が社会参画することを目指す。

(2) 計画の 目標

基本的な考え方を土台として、計画を実施す る目標を次のように定める。

「 学びあい 高めあ う いきいきY市 」

この目標を実現するためには、以下のような基本的視点に したがって、社会教育を進 めていくこととする。

(3) 生涯学習推進の基本方針

上記の計画の目標を達成するため、社会教育行政が推進すべき基本方針は以下の とお りである。

ア 共に学びあ う学習環境づ くり

イ 地域活動の基盤づくり

ウ 社会教育施設の整備 ・充実

2 上位計画との関連



3 施策の方向性と体系



<様 式3>

Ⅲ

施

策

施策の展開(成 人教育年次計画)

事 業 名 担当部局名 事 業 内 容 評価指標
19年 度

年 次 別 目 標 イ直

20年 度 21年 度 22年 度 23年 度

①

生涯学習ボラン

ティア整備事業

生涯学習課 学習支援者として活動

できる人材 をボランティ

アバンクに登録する。

ボランティアバ

ンク登録者数

登録者の中でボ

ランティア活動

した人の割合%

300

30

5oo

40

700

50

900

55

1,000

60

②

地域資源データ

ーべ一ス化事業

生涯学習課 人的 ・物的な地域資源

をデータベース化す る。

地域資源の登録

件数

2,000 2,400 2,600 2,800 3000

③
情報センター設

置事業

生涯学習課 地域住民の学習相談と

情報を受発信する。

地域住民の学習

相談件数

200 4oo 6oo 700 8oo

⑤

今 日的 ・地域的

課題 対応講座

生涯学習課 今日 的 ・地域的課題に

関する講座を実施 し、地

域住民の学習機会の提供

を図る。

今 日的 ・地域的

課題に関する講

座への参加者数

今 日的 ・地域的

課題 に関心のあ

る大人の割合%

1,000 1,250

25

1500

1,750 2,000

60

⑥

地区生涯学習セ

ンター活性化事

業

生涯学習課 センターの窓口機能 を

充実 させ活性化を図る。

・センターの年間

利用者数

2,00C 2,750 3,500 4,250 5,000

⑦

生涯学習関係団

体ネ ットワーク

化事業

生涯学習課 生涯学習に関係する団

体の交流 ・研修の機会を

設け、相互の連携を強化

する。

・担当者研修会等

参加率%

60 65 70 75

80

⑧

生涯学習手帳配

布事業

生涯学習課 生涯学習手帳を配布す

ることにより、自主的な

活動 を支援す る ととも

に、学習者の社会参画を

促進する。

生涯学習手帳の

配布数

生涯学習手帳取

得者の社会参画

率%.

5,000 7,000

5

8,000 9,000 10000

10



第3節 K市S区 社会教育計画

<分 析シー ト1>
1

(1)

K市S区 の概要

地勢 ・地域条件等

①S区 はK市 域の南部に位置 し、A川 とU川 に挟まれた平野で、面積は10.09平 方キロメー トルである。

Y線 とN線 が近接する所では、ハイテク企業や高層住宅が集中しているが、旧来の商店街や住居も混在 してい

る。

② 昭和初期は大手企業の工場が集中し、労働者の町 というイメージが強かったが、近年はシンフォニーホールを

中心に音楽のまちをアピール している。また、A川 や動物公園もあるKの 森など緑あふれたエリアもあ り、都市
の利便性 と豊かな自然を兼ね備 えた空間を創造 している。

③S区 の人 口は、144,955人(男74,687人 女70,268人)で 、世帯数 は、63,640世 帯 で ある。 うち、外 国人登録

者数 は2,133(1.5%)と な ってい る。 人 口割合 は、0～14歳 は 、12.4%、15～64歳 は 、70.3%、65歳 以 上は17.3

%で あ り、今 後退職 す る年齢 を迎え る人 口が多 くな っている。 人 口密度 は市 の中で最 も高い。

(2） 地域住民の生活状況の特徴

①S区 住民は、隣接す る東京都に通勤 ・通学 している者が多い。また、K駅 西口地区ではアメニティ豊かな住居

系市街地の改善やT工 場跡地に大規模 な再開発が進められている。

② 複数の企業があ り、産業は盛んである。K新 産業創造センターやK大 研究施設など、起業や研究開発の気運も

高まっている。

(3) 教育 ・文化的環境

学校等数 生涯学習関連施設(民 間を含む)

教育 ・文化的環境 の特徴

① 生涯学習社会の広が りの中で、自らの経験や知識を地域社会に生か したいと思 う人が増えている。S区 も

例外ではなく、市民館等では多くのボランティア団体が市民自主企画事業などに企画段階から参画 し、主体

的に事業 に関わっている。

② 子 ども文化センターにおいては、青少年対象の事業を実施 してお り、多くの子どもたちが利用 している。

③ 数多くのボランテ ィア団体があるものの、人権関係などの特定ボランティアに偏る傾向があり、活動の分

野は決 して広くない。



<分 析シー ト2>

2

区

分

学

び

あ

い

健

康

交

流

社会教育の現状と課題

施 策

の

康

む

す

で

健

営

供

会

、
を

提

社

し

活

を

域

解

生

習

地

理

な

学

や

を

か

の

庭

割

豊

め

。

家

役

で

た

る

相互学習を基に地域

社会に貢献する姿勢

を養 う。

自らの健康 に関心を

持ち、健やかな生活

をするための知識を

身につけさせる。

運動 ・栄養 ・休養の

基本的な生活を再認

識 し、軽運:動を通 じ

て明るく健康な区民

の育成を行 う。

学習活動の過程にお

いて、学習者 ・学習

支援者相互の交流を

図 り、まちづ くりと

豊かな人間関係づ く

りに寄与する。

現 行 の 事 業

社会教育行政

S日 本語学級

(市民館)

家庭教育学級

(市民館)

生涯学習交流集会

(市民館)

S区 文化協会

(市民館)
・S歴 史の会

心と体の健康教室

(市民館)

・S日 本語学級

(市民館)※ 再掲

学校 ・関連行政 ・

民間 ・団体等

Sリ バー ウオッチ

ング事業

(地域振興課)

音楽のまち推進事

業(地 域振興課)

・生活習慣病予防教

室
・血圧の講座

・健康講座(年 数回)

(健康福祉センター)

・社会福祉協議会が

主体 となって、数

々の事業を展開し

ている。

現状の問題点 ・課題

学習者のニーズと

学習支援者の意図

に差がある。

広報が十分に行き

届いていない。

本来想定している

対象者の参加が難

しい。

学 習者 も学習支

援者 も男性の参

加が少ない。

健康についての学

習機会が少ない。

※健康 ・福祉関係

の事業は首長部局

で実施することと

されている。

シニア世代の活力

を地域で活かすた

めの基本的な人間

関係を構築 するた

めの事業がない。

異世代間の交流を

促す事業がない。

問題解決 ・課題達成のため

の方向性

ニーズを具体化するしく

みを構築する。

時代に適 した広報のあ り

方を研究する。

男性 のニーズを的確 に

把握す る。

各種学級 ・講座の中で健

康について学ぶ時間を設

けていく。

個人 と個人の人間関係を

密 にする事業を展開す

る。

他機関との連携 も視野に

入れた事業を展開す る。

社

会

参

加

現代社会における課

題に関する学習機会

を提供することによ

り、共に生きる地域

社会の形成に必要な

力を培 う。

系統的かつ専門的な

学習内容を提供 し、

地域活動の中心的役

割 を果たす人材を育

成する。

平和人権学習

(市民館)

男女共生セ ミナー

日本語ボランティ

ア研修(市 民館)

保育ボランテ ィア

研修(市 民館)

ボランティア研修

(市民館)

まちづくり推進事

業(地 域振興課)

Sテ クノ塾事業

(地域振興課)

花 と緑のS事 業

(地域振興課 ・建

設センター)

子育て支援ネッ ト

ワーク推進事業

(地域保険福祉課)

セ ミナーへの参加

者が少ない。

社会参加を促すた

めの学習機会は数

多くあるが、学習

テーマに偏 りがあ

る。

講座の充実を図るととも

に、必要性 をPRす る。

ニーズの的確な把握に努

める。

前期高齢者が持つ職業能

力を活かせる事業を展開

していく。



<様 式1>

K市S区 社会教育計画

K市S区 社会教育中期計画(平 成18年 度～平成22年 度)
一職住調和の未来 空間を創造するまちづくりS区 一

Ⅰ

総

論

（１) 計画策定の趣旨

S区 の社会教育は、これまでの 「第4期S区 総合計画」の 「活力 とうるおいのある市民都市をめざして」 とい

う目標を踏まえ、「第2期 社会教育振興中期計画」の具現化を図 りながら、市民のニーズと社会の趨勢を見据え、

施策を推進 してきた。 しか し、近年、国際化、情報化、少子高齢化、余暇時間の増大など、私たちを取 り巻 く状

況の変化は著しく、価値観 の多様化、生活意識の変化等がめまぐるしく進化 ・細分化 してきている。

こうした状況の中で、これ らの変化に対応するためには、より一層、生涯学習を振興していくことが求められ

るとともに、魅力 と活力のある地域づくりを進めるためには、市民の学習活動の活発化が重要であ り社会教育の

果たす役割は大きい。 こうしたことか ら21世紀を展望 した、今後の社会教育行政の在 り方を考え、社会教育の現

状を踏まえるとともに、S区 の特色を生か しながら、進めるべき施策の体系化を図り、社会教育事業推進の指針

となる社会教育計画を策定するものである。

(2) 計画の性格

この計画はS区 総合計画に基づき、他の計画 と整合性を図りながら、S区民 憲章並びにS区 教育基本 目標の理

念 を具現化 し、生涯学習推進の観点に立った社会教育の推進に係る計画である。

（ 3) 計画の期間

この計画の期間は、S区 第4期 総合計画 と整合性 を図り、平成18年 度から平成22年 度までの5年 間とする。

(4) 計画の構成

この計画は、次の4章 で構成する。

第1章 第3期 社会教育中期振興計画の基本的な考え方

第2章 区民憲章 と社会教育 目標 と施策体系

第3章 生涯各期における社会教育施策

第4章 第3期 社会教育中期振興計面の事業項 目 ・指数

参考 区民の社会教育意識調査結果

社会教育施設及び利用状況 ・社会教育関係団体の状況



<様 式2>

Ⅱ基本方針

1 基本方針

(1) 基本的な考え方

S区 民は急激な社会環境の変化の中で、心の豊かさや生きがい、あるいは自らの生活や職業上の能力向上を願

い、幅広い分野の学習を求めている。また、自分たちのライフスタイルに合った学習活動や、地域での学習交流

など、様々な形の学習を求めている。このよ うに、社会情勢の変化に対応 して区民の学習に対する要望はますま

す多様化 し、学習の必要性 を強 く認識 してお り、生涯学習社会の確立が急務になっている。こうした状況の中で、

本区は、区民の生涯学習を支援するため、社会教育を重点的に推進することを目指す。

(2)

(3）

計画の 目標

基本的な考え方を土台として、計画を実施する目標を次のように定める。

「職住調和の未来空間を創造す るまちづ くりS区 」

この 目標を実現す るためには、以下のような基本的視点に したがって、社会教育を進めていくこととする。

社会教育推進の基本方針

上記の計画の 目標を達成するため、社会教育行政が推進すべき基本方針は以下のとお りである。

ア 共に学びあ う学習環境づくり

イ 自ら学ぶ学習活動の基盤づ くり

ウ 対話 と参加 を重視 した学習システムづくり

2 上位計画との関連



3 施策の方向性 と体系



<様 式3>

Ⅲ3

施

策

①

施策の展開(前 期高齢者教育年次計画)

事 業 名

生涯学習ボラン

ティア養成事業

担当部局名

市民館

事 業 内 容

区民の生涯学習を支援す

るボランティアを養成す

る

評価指標

支援者の養成延
べ人数

養成者の うち実

際に支援活動を

している人数

18年 度

8C

年 次 別目 標 値

19年 度

160

25

20年 度

240

50

21年 度

320

75

22年 度

4oo

1oo

②

社会教育指導者

養成事業

教育委員会

事務局

社会教育事業の充実を図

る指導者を養成する

社会教育指導者

延べ人数

20 40 60 80 100

学級 ・講座等の

開催

市民館 主体的な学びの場を提供

する

学級、講座への

参加者数

600 1,200 1,8OO 2,400 3,000

④

自主企画者数 70 150 240 340

⑤

スポー ツ ・レク

リエー シ ョン ・

文化芸術活 動推

進事業

教育委員会

事務局

市民館

スポー ツ、 レク リエー シ

ョン、文化 、芸術 活動へ

の参加 を促進す る

スポーツ、レクリ

エーション、文化、

芸術活動への参加

者数

2,000 3,500 6,500 9,500 12,000

⑧

地域活動団体の

委員公募の拡大

教育委員会

事務局

市民館

公募委員の拡大 ・社会教育委員等

の定員にしめる

公募委員の割合

%

30 35 40 45 50

諮問答申数の増

加率%

30 35 40 45 50

⑨

前期高齢者の起

業家推進事業

市民館

K新 産業創

造センター

K大 研究施

設

前期高齢者の起業に関す

る啓発事業

啓発セ ミナーへ

の参加者数

ベンチャー企業

増加率%

30

1

80

2

180

3

28C

4

380

5





第3章 年間事業計画及 び学習 プロ グ ラムの事例

(分 新 シ ー ト1,２,様 式4～6)

※ 様 式6は 、 「第1節 家庭 教 育計 画」 「第7節 環 境教 育計 画」 にの み掲 載 して い る。





第1節 家庭 教 育 計 画

<分 析 シー ト1>

KF市 家庭教育計画

1KF市 の概要

（１)地 勢 ・地域条件等

① 本 市はS県 の南西部 に位置 し北 部はK市 、 西部 はO町 、東部 ・南部はF市 に隣接 してい る。市 の東南 端 をS川

が流れ 、土地の総面積 は6.81k㎡ 、海抜18.7mの 平坦 な土地が広 が ってい る。

② 東京都 心か ら30kmに 位 置 し、産 業別就 業人口 割 合は第１ 次産業 が0.9%、 第2次 産業 が30.6%、 第3次 産業が

67.7%で ほ とん どが第2・3次 産業就 業者 であ る。近 年で は、第2次 産業か ら第3次 産 業へ と就業構造 が移行 し

ている。

③ 人 口は平成16年3月 現在54,545人 と なってい る。 昭和30年 中頃 か ら人 潤が急激 に増加 したが、平成4年 を境に

近年では核家族化 、少子高齢化 のため減少傾 向にある。 平成16年 の1世 帯あた りの人 口は2.3人 で あ る。

(2)地 域住民の生活状況の特徴

①

②

③

ほとんどの就労者が第2・3次 産業に従事 しているため昼間は流出人口は多い。

S川 の河川敷にわずかな自然が残っているのみで、余暇を過 ごすための施設 ・設備が十分 とはいえない。

低年齢児対応の施設は少なく、対象児の多くは母親や祖父母が家庭で養育するか無認可の施設に頼 らざるを得

な い状況 であ る。

(3) 教育 ・文化的環境

学校等数 生涯学習 関連施設(民 間を含む)

教育 ・文化的環境の特徴

① 家庭と地域 ・学校などが協力 し、長期的かつ総合的に子育て環境づくりに取 り組むために、KF市 児童育

成計画(エ ンゼルプラン)を 策定 している。また、家庭教育支援 としてセミナーや講演を実施 したが父親の

参加はほとん ど見 られなかった。

② 放課後の児童センターは開設 しているが、施設の受け入れが希望者数の実態に追いついていない。

③ エンゼルプランの一環 として、平成１5年に開設 された子育て支援センターは利用の仕方などで住民のニー

ズに応えきれていない。



<分 析シー ト2>

2

区

分

社

会

的

な

啓

発

保
育

サ

ー
ビ

ス
の
充
実

家

庭

へ

の

支

援

家庭教育の現状と課題

施 策

子 どもの権利の尊

重

家族 ぐるみの子育
ての推進

多様な保育サー ビ
スの充実

子育てと仕事が両
立できる雇用環境
づくり

子育て相談 ・情報

機能の強化

地域が育む子ども
と子育ての支援

現 行 の 事 業

社会教育行政

パ ンフレットの配

布
ポスターの掲示

(社会教育課)

市氏フェスティバ
ル(体 育課)

はとぽっぽ教室

子育てサロン
日本語教室

(公民館)
子 ども映画会
ブックスター ト

(図書館)
コスモスくらぶ

地域の人 と子 ども
の囲碁教室

お りがみ くらぶ

子ネッ トまつ り

(公民館)
新春・ロー ドレース

大会(体 育課)

学校 ・関連行政 ・

民間 ・団体等

延長保育の推進
一時的保育の推進

(児童福祉課)

雇 用機会の拡大と

職業能力開発の促
進

(産業課)

親子歯 ッピー教室

育児学級
家庭教育手帳

(保健センター)
児童相談 ・教育相

談(児 童福祉課)

子 ども会活動

(産業課)
}子育てひろば

(児童センター)
}子育て支援センタ
ーの集い

仲 間作 りキャンプ
ファミリーサポー

ト(児 童福祉課)

軽 スポーツフェス
ティバル

いろんなあそびア

リーナ

地 域交流ひろば

(保育所)

現状の問題点 ・課題

}い じめ ・虐待 な ど

の問題 が ある。

父親の家事 ・育児
へ の参加 が少 な

い。

父親の役割が弱く

家族の絆が薄 くな
っている。

保育サー ビスを受

けられる対象者が
限られている。

保育サービス(場
所 ・人材など)の

充実が十分ではな
い。

社会的に男女共同
参画社会への認識
が不足 している。

ひとり親家庭に対

する支援が十分で
はない。

障害のある子ども
がいる家庭への支

援が 十分 では な
い。

世代間交流事業が
あまり行われてい

ない。
「地域ぐるみ」の

家庭教育が必要で
ある。

問題解決 ・課題達成のため

の方向性

い じめや虐待の早期発見
・早期対策および予防啓

発活動の推進を行 う。

保 健、福祉、医療、教育、
警察など地域関係機関と
のネ ットワークの充実を

図る。
)家庭児童相談室や子育て

支援センターの機能の充

実に努める。

)父親の参画を啓発する父

親学級を開設す る。

土

・日曜日に親子教室を

開催する。
「家族 ぐるみ」の子育て

推進を行 う。

保育環境の調査のための
アンケー トを実施する。

継続 した子育てサークル
の育成

男女共同参画社会の理解
を企業や地域に働きかけ

る。

ひ とり親家庭の親子が参

加できる事業の企画を行
う。

民 生委員 と児童委員によ
る生活調査を生かした個

別支援を進めていく。

相談体制の充実や学習機
会の提供を行 うためのシ
ステムの充実を行 う。

三世代交流や親子キャン

プ等の事業を実施する。

「地域の声かけ運動」を

行 う。



区

分

環

境

の

整

備

教

育

の

推

進

施 策

)ふれあいのある身

近な自然環境の整

備

子育てに優 しい生

活環境の整備

家庭、地域、学校
の連携を図った教

育の推進

社会連帯感の育成

現 行 の 事 業

社会教育行政

すごやか子育て講
座

(社会教育課)

おはな し会
(図書館)

ふくっ子くらぶ

わんぱく教室

(公民館)

学校 ・関連行政 ・

民間 ・団体等

花 かおるまち育て

事業
(商工会議所)

(ライオンズクラブ)
ｓ川の土手をコス
モスでいっぱいに

しよう(環 境課)

放課後留守家庭児
童対策事業
(児童福祉課)

ビオ トープを活用

した自然体験

読み聞かせ教室
(ボランティア団体)

現状の問題点 ・課題

親子が外で安心 し
て安全に遊べる場

所が少ない。

道幅や歩道などの
道路状況が整って
いない。

施設の老朽化に伴
い事業の効率的な

運営がなされてい
ない。

学校 との連携が十
分ではない。

家庭や地域の教育
力 が低 下 して い
る。

障害のある児童の
放課後の支援が十

分になされていな
い。

個 々のニーズに事
業内容が対応 され
ていない。

中高生へ対応 した
事業が行われてい

ない。

異年齢集団の中で
の遊びや 自然体験

活動が不足 してい
る。

問題解決 ・課題 達成のため

の方向性

社会教育施設の柔軟な開

放や、学校開放を積極的
に推進する。
地域の 中の公園を整備

し、活用 しやすくする。
(遊具の充実と定期的な

安全点検)
ベ ビーカーや車椅子のた

めの環境 の整備(バ リア
フリー化)

児 童館の機能の充実を図
る。

家庭、地域、学校の連携
を啓発す る講演会を開催

する。

児童センターの機能の充
実を図る。

地域ボランティアの発掘
とそのコーディネー トを

行 う。
デイケアセンター との連

携を取 り入れた新 しい事
業を実施する。

中高生がボランティアと
して社会教育事業に参加

できる場を提供する。

地域の人 と中高生がスポ
ーツなどを通 して、共通
体験 をす る場 を提 供す

る。

自然体験活動や異年齢交
流を図るキャンプ等を実

施する。



<様 式4>
IV

(1)

(2)

年間事業計画 (平成17年 度家庭教育事業計画)

社会教育目標

家庭教育目標

(3)社 会教育行政目 標

(4)家 庭教育行政目標

いつで も、どこで も、だれ で も学 べ るまちをつ くろ う。

心豊かでたくましい子 どもを育て、ともに成長する親になろう。
まちぐるみで家庭教育への支援にっとめよう。

市民、企業、関係団体の連携を深め、市民誰もが参加 しやすい学習や文

化活動の機会の拡充を図る。
社 会教育団体の活動支援や グループ ・サークル活動への事業助成及び指

導 ・助言 を行い、自主的な学習 ・文化活動などを奨励 ・援助する。
市民の さまざまなニーズに対応するため、社会教育施設の整備 と機能の
充実を図る。

子育てに関する学習機会の充実を図り、家庭教育の支援に努める。
親の学習機会の拡充と子育てネ ットワークづくりの推進を図る。
地域 ぐるみで子育て相談 ・支援体制を整備する。

(5) 家庭教育年間事業計画表

区 分

学

級

講

座

行

事

事 業 名

「お と うさん」

を楽 しも う

す くす くひろば

わくわ く未来の
パパママ講座

なかよしタイム

「男女共同参画」

講演会

子育て講演会

シングル家庭交
流会

事 業 の 目 的

子 ども理解や家庭
教育の重要性につ
いて学習する。

家族 ぐるみで子育
てを推進すること
の重要性を再確認

する。
親子のふれあいを
深める。
父親同士の交流を
図る。

・継続 した子育てサ
ークルの育成を図

る。

未来の親 となる若
者の自立支援を図
る。

障害児 と健常児の
交流を図る。

企業や地域 と連携
し、男女共同参画
社 会 の推 進 を図
る。

学校、家庭、地域
の教育機能を見直
し、連携を図る。

自然体験活動を通
してひとり親家族
の親睦を深める。

事 業 内 容

講義 ・体験談視聴
妊婦体験
親子で体験活動(農
業 。ニュースポーツ
体験)調 理実習
CAP
陶芸教室
ラッピング教室
グループディスカッシ
ョン
新年会

ワー クショップ

話 し合い
保育環境のアンケ 一
ト

講義
若者育児体験
妊婦体験

共通体験
スポーツ交流

講演 ・シンポジウム

講演
地域での声かけ運動
の啓発

キャンプ ・自然体験
活動 ・交流会

対象者 ・

定員

小学生以下の
子 どもを持つ
父親30名 とそ
の子 ども

サー クル及び
一般

20名

中学生以上
20名

小学生
30名

一般

200名

幼 、保、小 の

教職 員 ・保護

者 ・地域の人

200名

子
組
親

20

実施期間 ・

回数

年8回

随時

年2回

毎月1回
第2水 曜日

年1回

年1回

年1回

予算

(千円)

70

5C

0

60

150

10

150

備 考

講師

:CAP

コー デ ィネ
ー ター

平 日夜 間実

施(体 験活

動実施 日は

土 ・ 日 曜

日)

援

職

デ

一
育

タ

支

一

一
タ

子

一

:
タ

コ

一

:
ポ

師

ン

・
ネ

カ

サ

講

セ

員

イ
協

て

一

講師:保 健
センター職

員(助 産婦)
協力:保 育
園

協力:地 域
ボランティ
ア ・学生ボ
ランティア

講師:学 識
経験者
協力:企 業
・地域

講師:学 識
経験者

ネ

学

学

テ

PO

イ

:
者

大

ン

N

デ

一
験

:
ラ

.

一
タ

経

力

ボ

ァ

体

コ

一
識

協

生

イ
団



区 分

行

事

情

報

提

供

事 業 名

三世代交流会

和菓子食べ食べ
井戸端会議

子ネ ット通信

事 業 の 目 的

スポーツ活動や料

理作 りを通 して、
三世代や親子の交
流を図る。

和菓子作 りの共同
作業を通 して、世
代を越えた交流を
図り、子育てをテ
ーマに話 し合いを

深める。

相談体制の情報提
供を行 う。
学習交流会の情報
提供を行 う。
地域 ぐるみの子育
ての推進を行 う。

事 業 内 容

グラン ドゴルフ
(雨天時体育館にて
ヘルスバ レー)

豚汁、おにぎり作 り

和菓子作 り
テーマに即 した話 し
合い

情報誌で相談体制の
情報提供や子どもや
親子の遊び体験 ・学
び体験などの情報を
掲載

対象者 ・

定員

般

名
一
50

一般

30名

子育てサーク
ノレ

公 民館 ・図書

館 ・保健セ ン

ター ・保 育園
・児 童セ ンタ

ー利用者に配

布

実施期間 ・

回数

年1回

年1回

年1回

人
材
育
成

・
活
用

連
絡

・
調
整

子育てかわ ら版

あなた も私もサ
ポーター

児童センター支
援ボランティア
養成セ ミナー

ふれあい トゥギ
ャザー

子ネッ ト

家庭教育に関する
情報提供を行 う。

い じめや虐待の早
期発見 ・早期対策
活 動 の推 進 を行
う。

・子育 てサポー ター

の養成 ・活用 を図

り、子 育て環境 の

整備 を図 る。

地域の教育力を生
かした子どもの居
場所づくりの充実
を図る。

総合的な学習の時
間において世代間
交流を行い、高齢
者の様子を知 り、
心豊かな児童の育

成を図る。

・子育 て支援ネ ッ ト

ワー クや地域 のネ

ッ トワ一クづ くり

を推進 す る。

家庭教育に関する情
報提供や子育てア ド
バイスなどを掲載

講義 ・実習
子育てに関する相談

講義 ・実習

体験活動

セ ミナーの開催
行事の開催
広報誌の作成

全戸配布

子育て経験者
20名

希望者

小学生(高 学
年)

行政 ・地域な
どの関係者

年6回

年5回
随時

年3回

年2回

随時

予算

(千円)

30

20

30

140

25

60

45

20O

備 考

協力:学 校
関係者 ・体
育指導員
※中学校区
3カ 所に

分けて同
時開催

域

イ

地
テ
:
ン

カ
ラ
協
ボ

ア

協力:子 育
てネットワ
ーク連絡会

協力:子 育
てネ ットワ
ーク連絡会

講師:学 識
経験者 ・保
健センター
職員 ・ベテ
ラン子育て
サポーター

講師:学 識
経験者

協力:高 齢
福祉課 ・小
学校

協力:子 育
てサークル



<様 式5>

V

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

家庭教育学習プログラム

事 業 名

事業の 目的

実施主体

対象者 ・定員

(個別事業計画)

学習期間 ・学習時間(回 数)

学習場所

学習目標

KF市 家庭教育学級

①
②
③
④

「お と うさん 」を楽 しも う

子ども理解や家庭教育の重要性について学習する。

家族ぐるみで子育てを推進することの重要性を再確認する。
親子のふれあいを深める。
父親同士の交流を図る。

社会教育課

小学生以下の子 どもを持つ父親30名 とその子ども

5月 ～1月

KF公 民館他

①
②

1回 の学習時間 原則 として2時 間×8回

父親同士の交流を図 り、父親の役割や家庭の大切さについて理解す る。

学習を通 して子育てへの参加の自覚を高める。

(8)

回

1

5月

2

6月

3

7月

4

10月

5

11月

6

12月

前 半

7

12月

後 半

8

1月

※

※

プログラムの展開

学 習 テ ー マ

「パパの輪を広げよう」

「いい汗かこう!親 子で体

験」

①いもほ り編
② グラウン ドゴルフ編

「うき うき子育て体験」

「わくわくいもほり体験」

「CAP」 っ てな一 に?

「家族への手作 りプレゼン

ト」

『「お と うさん」 を楽 しも

う』 これか らもよろ しく ・

学 習 の 内 容 と 方 法

開講式

オ リエ ンテーシ ョン

ア イ スブ レーキ ング

ワー クシ ョップ:「 私の少年時代」

農業体験活動:親 子で農業体験(さ
つまいもの苗植 え)
ニュースポーツ体験:親 子でグラウ

ン ドゴルフ

実習:妊 婦体験
講義:子 育て体験談を聞く。
・母親の体験談
・父親の体験談

グループディスカ ッション

農業体験活動:さ つまいもの収穫祭
調理実習:さ つまいも料理に挑戦

ワークショップ:暴 力防止プログラ
ムについて学ぶ。

講 演:い じめや虐待の現状を知る。

実習:陶 芸教室

※2時 間扱い

実習:ラ ッピング教室
プ レゼン トカー ドを書 こう
※1時 間扱い

ワー クシ ョップ:「 お とうさん」 を

楽 しも うを終えて ・…

閉講式

新年会

父親のみのプログラムは、参加 しやすいように夜間に行 う。
父親 と子ども対象のプログラムは、土曜 日の午前中に行 う。

学習支援者

社会教育主事
地域在住の育児
経験のある父親

社会教育主事
地域の農家ボラ
ンティア

体育指導員
子育て支援サポ
ーター

社会教育主事
保健センター職
員
子育てサークル
の方

地域在住の父親

社会教育主事
地域の農家ボラ
ンティア
公民館職員
子育て支援サポ
ーター

社会教育主事
CAPなのはな(NP
o)
児童相談所職員

社会教育主事
陶芸サークル

社会教育主事
ラッピング業者

社会教育主事

備 考

対象:父 親
会場:KF公 民館

対象:父 親と子
会場:畑 ・運動公園
時間:午 前中4時 間くらい

対象:父 親
会場:KF公 民館

対象:父 親と子
会場:畑

対象:父 親
会場:KF公 民館
評価:ア ンケー ト

対象:父 親
会場:KF公 民館

対象:父 親
会場:KF公 民館

対象:父 親
会場:KF公 民館
(新年会会場は別)
評価:総 合アンケー ト
自己:負担2000円



(1)

Ⅵ学習展開計画(展 開プログラム)

事 業 名 「お と うさん」 を楽 しも う 第3回(7月6日 水曜二日)

<様 式6>

(2) 学習テーマ 「うきうき子育て体験」

(3) 学習目標 ①

②

母親 ・父親の子育て体験を聞き子育てへの参加の自覚を深める。

グループデ ィスカ ッションを通 して父親同士の交流を深める。

(4) 準備するもの （5） 会 場 図

□妊婦体験用グッズ

□ホワイ トボー ド

□マ イ ク

□演 台

(6)

展開

導

入

展 開

時間

(10)

（30)

1

①

②

学 習 活 動

講義

保健センター職員の話

活動のね らいと体験の方法説

明

妊婦体験

体験の感想を話す。

学習支援者

社会教育主事

保健センター職

員

留 意 点

話す内容を事前に保健セン

ター職員 と打ち合わせてお

く。

希望がでない場合は指名す

る。

備 考

集会室

社会教育主事

展

開

ま

と

め

(40)

(20)

(10)

(1o)

1

2

3

1

2

3

講義

私の子育て体験 母親編 ・父

親編

質疑応答を含む

話 し合 い

グルー・プデ ィスカ ッシ ョン

発表

各グループごとに発表する。

ふりかえ り

父親 としてできること

次回の内容について

ア ンケー ト

保健センター職

員

体験談を話す母

親 ・父親

保健センター職

員

社会教育主事

グループディスカッション

には保健センター職員 と体

験談を話 してくれた母親、

父親にもはいってもらう。

グループデイスカッシ ョン

の最中に社会教育主事は発

表 の内容や活動 の様 子か

ら、このプログラムが適切

であったかどうかを評価す

る。

センターの職員はグループ

発表の内容から感想を交え

ながら育児参加への意欲を

高めた り、闇題提示を した

りする。

机の会場配置を変更

する

1グ ル ー プ4～6人

にす る。



第2節 青少年教育計画
〈分析シー ト1〉

A市 青少年教育計画

1

(1）

A市 の概要

地勢 ・地域条件等

①A市 は、Y湖 に源を発 し、S川 の右側に開けた扇状の地形で、T山 麓に連なる西北部に丘陵地帯とそこから東

南に穏やかに開けた平野部からなっている。

② 市域 の面 積 は 、93.83平 方 キ ロメー トル で東 京か ら46キ ロメー トル 、Y駅 か ら32キ ロメー トル とい う地理 的条

件 に恵 まれ て いて、 しか も県の中央部 に位 置す る内陸都 市である。

③ 人 口221,226人(平 成15年10月1日 現在)平 均年齢38.68歳 、

0～14歳 人 口:32,028人(14.5%)15～29歳 人 口:46,318人(20.9%)

昼 間 人 口が常住人 口を大幅 に上回 り、活気 にあふれ たま ちとして成長 して いる。

(2)

①

②

地域住民の生活状況の特徴

主要幹線道路や民間鉄道網の開設によ り、広域的な整備が進み都市としての利便性が整えられている。

西部丘陵地帯では自然と調和 した開発が進められるなど、都市と田舎の二面性がみ られる。

③ 電気通信関連の研究開発など頭脳的産業および工場の誘致により人口増加をたどってきたが、将来的には高齢

化 ・少子化による人 口増加率の鈍化が予想 される。そのため、一層子 どもの健全育成が重要であり、子 ども会等
の社会教育関係団体においては、文化 ・研修 ・スポーツ ・レクリエーションなどさまざまな活動を行っている。

(3) 教育 ・文化的環境

学校等数 生涯学習関連施設(民 間を含む)

教育 ・文化的環境の特徴

①A市 では、「○○○ハー トプラン」施策展開の柱の一つである 「生涯学習のまちづくり」を具体的に実践

していくために、市内14公 民館では、地域性を活かした多彩な事業を展開している。

② 青少年の体験活動を考えた 「子 ども自然体験教室」などを開催 し、「生きるカ」の育成に力を入れている。

③ 青少年を有害な環境から守 るため、環境実態調査を行って環境マップを作成 している。

④ アジアハーモニカ大会(平 成14年8月)開 催を機に愛好家も増え、ハーモニカのまちづ くりを推進 してい

る。



<分 析シー ト2>

2

区

分

野
外

・
自
然
体
験
活
動

文

化

活

動

青少年教育の現状と課題

施 策

豊かな自然環境を

活用 した自然体験

や宿泊体験などを

とおして人や 自然

とのふれあいを深

め、体験学習を推

進 していく。

地域の伝統文化に

理解 と認 識 を深

め、郷土芸能のさ

らなる発展 と後継

者育成を図り郷土

愛を育む。

各種の教養講座を

開設 し、また、自

主的なサークル学

習を支援 し、多彩

な創造学習の支援

に努める。

現 行 の 事 業

社会教育行政

子ども自然体験教

室

親子ふれあい自然

体験教室

(N沢 自然教室)

カヌー教室

S川 で遊ぼう

(公民館)

○ヤングレクチャー

(語学講座等17教 室)

少年少女文化展

子ども科学館事業

子ども自然体験教

室

手作 りロケッ トづ

くり

(青少年課)

しめ縄づ くり講座

(公民館)

学校 ・関連行 政 ・

民間 ・団体等

○ リバー トレッキ ン

グ

(子 ど も会)

(ボ ーイスカ ウ ト)

(ガ ールスカ ウ ト)

○ S人 形芝居

(郷土芸能保存会)

(文化振興財団)

駅伝大会

月例マラソン大会

(スポーツ課)

スポーツチャンバ

ラ教室

(公民館)

○市民体育祭

(市民体育祭実行委員会)

現状の問題点 ・課題

①野外活動における

指導者不足

②類似 した事業が多

い。

③各部局間、また関

係団体との連携不

足

④学校 と地域社会の

連携 ・交流が少な

い。

⑤中高大(青 少年)

の参加が少ない。

⑥青少年が自主的に

参画する事業が少

ない。

⑦参加者が固定化 し

ている。

問題解決 ・課題達成のため

の方向性

①各地区に市が認定する資

格を有する指導者の配置

をめざす。

(指導者養成講座の充実)

②③④全庁的に生涯学習推

進委員 を置き、学校及び

社会教育団体を交えて、

事業 の見直 し推進 を図

る。

⑤⑥中高大の運営実行委員

会を設置 し、事業 に反映

させる。

ス
ポ

ー
ツ

・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

地

域

活

動

いつで も、 どこで

もスポー ツが楽 し

め るよ うスポーツ

広場の整備や機会

を提供 し、スポー

ツ ・レク リエ ーシ

ョ ン の 普 及 を 図

り、地域 スポーツ

活動 を推進す る。

協調性、公共心、

礼儀 ・言葉づかい

な どの社会性を身

につけるために、

青少年が地域活動

に参加する場をつ

くり、推進する。

地域における青少

年活動のリーダー

育成及びそれを援

助する指導者や相

談 員 の養成 を図

り、安心して暮ら

せるまちづくりを

展開する。

○Jr.リ ー ダ ー養 成

研修

(カ ウンセ ラー)

(青少年課)

○ N沢 名人免許皆伝

(指導者講習会)

(N沢 自然教室)

○少年 ・少女球技大

会

(子ども会)

環境マ ップ作成

街頭パ トロール

(自治会など各種団体)

⑧ボランティア意識

を高揚させるよう

な具体的活動が少

ない。

⑨単発事業に終わっ

ている。

⑩環境問題をあつか

うプログラムが少

ない。

⑦⑧⑩現代的課題を取 り入

れた魅力的なプログラム

を開発する。

(環境 問題含む)

⑨年間を通 して行 う長期プ

ログラムの作成



年間事業計画(平 成17年度青少年教育事業計画)

(1)

(2)

(3)

社会教育目標

青少年教育目標

社会教育行政日標

<様 式4>

いつでも、どこでも自由に楽 しく学ぶ ことのできる心豊かなまちづくりを

すすめよう。

自主的な活動を行 うことができる機会や環境を充実させ、青少年の生きる

力を育もう.

① 多様な学習ニーズに対応 した学習機会の提供をする。

② 市民の自主的 ・自発的な学習活動を支援する。

⑨ 芸術文化の振興と生涯スポーツを推進する.

(4) 音少年教育行政目標 ① 家庭 ・学校 ・地域における関係団体等の連携を強化し、地域ぐるみで

音少年の育成に努める。

② 自然体験型の学習活動を推進する。

③ 地域活動への参加を促進 し、郷土意識 ・社会奉仕の意識を高める。

④ 指導者の育成と活用を促進する。

(5) 青少年教育年間事業計画表

区 分

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

リ

1

ダ

1

養

成

野

外

自

然

体

験

活

動

事 業 名

青少年井戸端
会議

青少年育成懇
談会

Jr.リ ー ダ ー

初 ・中 ・上級

養 成研修 会

Jr.リ ー ダー
国内交流宿泊
研修会

Jr.リ ー ダ ー

カ ウンセ ラー

研 修会

野外活動指導
者研修会

子 ども自然体
験:教室(わ ん
ぱ く キ ャ ン
プ、

サ マー キ ャン

プエnN沢

事 業 の 目 的

学習ニーズを把握
し、魅力あるプロ
グラムの提案を募
る。

わ
の
設
内
議
携
を

関
体
を
動
協
連
実

に
団
場
活
て
に
充

成

・
の

、
い
も

の

育
関
換
針

つ
と
動

年
…機
交
方
に
と
活

^

少
各
報

、等
る
て
る

音
る
情
け
容
す
し
図

地域1の ヲー・ダー と

して成長 し、行動

で きる能 力 を段階

的 ・総合 的に養成
す る。

Jr.リ ー ダー に

指導 ・助 言で きる

カ ウンセ ラー を養

成す る。

子 ども会等の指導
者に野外活動に関
する基本的な技術
を養成する。

四季を通 じて自然
遊びや野山の 自然
に触れるなど、 自
然体験:を通 して、
自然への感性 を育
てるとともに、人
と人 とのふれあい
を深める。

周 辺 の 自然 の 中
で 、 ともに 生活
し、 自然体験を通
じて、自然への理
解 を深めるととも
に、 自立性、協調
性を育む。

事 業 内 容

情報交換会を定期
的に実施する。
上記内容を市HP
に掲載する。
研修会
意見集約運営
青 少年育成に関す
るテーマを設け、
各機 関、団体で情
報交換 ・意見交換
を行い、事業に繋
げる。

野外活動の実践
キャンプファイア
ー、炊飯、ウォー
クラリーなど
救命 救急法
レクリエーション

技術
グループワーク技術
宿泊体験
情報交換
上記の内容十専門
性 を向上 させる知
識

自然観察
キヤンプ
救命救急法

カヌー体験

野外炊事(ピ ザ ・
バ ーム クーヘ ン ・

パ ン作 りな ど)

ハ イ キング

リバー トレッキング
スキー

キャンプファイアー

(キ ヤン ドル フ ア

ィアー)

ク ラフ ト製作

登山
野外炊事
救命救急法
ボランティア研修
クラフ ト製作

対象者 ・
定員

市内在住 ・在

学の中 ・高 ・大

学生

30人

行政、学校 、
PTA、 社 会 教

育団体等
30人

中学1年 ～高
校1年 生

30人

高校2年 ～
20人

全市民

30人

市内在住小学
4～6年 生

50人

市内在住中学
生～高校生

30人

実施期間 ・
回数

年間6回

月

日
刀
月

日
川

6

9

2

3

1

年間6回

年 間1回

(2泊3日)

年間4回

年間5回

夏3泊4日
冬1泊2日
春2泊3日

5泊6日

予算
(千円)
50

200

0

0

3C

(

goo

50

備 考

大
行
・
実
高
る
会

・
よ
員

甲
に
委

音少年指導

員 ・Jr.

リー ダーカ

ウンセ ラー

による支援

青少年 指導

員 ・Jr.

リー ダーカ

ウンセ ラー

による支援

N沢 自然教
室で実施

夏 ・春につ
いては市外
青少年施設
に宿泊(1
泊)

ス

外
・
市
一
は

動

ヌ

一
活

カ

キ

で

は
の

イ
フ
加
え
す

に
室

テ

ッ
参
ら
に

的
教

ン
タ
て
も
う

来
記
ラ
ス
し
て
よ

。

将
上
ボ
ア
と
し
る
る

他 市 のJr.リ ー ダ
一 との交流の中で

情報 ・技術交換 し
資 質 の 向上 を図
る 。



区 分 事 業 名 事 業 の 目 的 事 業 内 容
対象者 ・
定員

実施期間 ・
回数

予算
(千円) 備 考

野 あそび塾inN ○参加者が企画 ・運 ○ プ ログ ラムの企 市内在住小学 通年 200 N沢 自然教
外 沢 営を主体的 ・創造 画 ・立案 4年 生～中学 年11回 室で実施
●

的に行 うプログラ ○野外活動 ・野外炊 生 3泊4日 N沢 フ レン
自 ムを作成 し、た く 事 40人 1回 ズ
然体 ましく生きる力を ○ リーダー研修会 リー ダー とし 2泊3日 (施設ボラ

験 育 てる。 ○ハーモニカ演奏な て高 ・大学生 1回 ン テ イア)

活 ど を募集 1泊2日

動 10人 2回

少 年少 女芸 ○ ミュー ジカル(演 ○ 自作 ミュー ジカル 市内在住 ・在 年1回 300 参 加 は、個

術 ・音楽祭 劇)の 発表や楽器 の発表 学 小 ・中 ・高 ・ 人 、団体 自

の演奏 を通 じて、 ○ ピアノ ・バイオ リ 大学生 由 とす る。

芸術 ・音楽の文化 ン ・ トラ ン ペ ッ ト 150人

的意識の高揚を図 な どの演奏
る 。 ○ハーモ ニカ コンサ i

文 一 ト

創 ろ う ・描 こ ○地域の特徴のある ○粘土細工 市内在住小 ・年2回 1oo 地域老人会
う 「ふ るさと ものを選定 し、作 ○写生大会 中学生 (5月 ・11月) や シル バー

化 発見」 品をつ くることに ○郷土かるた作成 40人 人材バンク
よりふ るさとを見 による支援

活
っ め 直す と と も
に、創造性を育て
る 。

動 学んでガッテ ○ 日常生活に必要な ○語学講座(各 種:) 市内在住 ・在 年12講 座 3oo 一ケ月単位

ン ・や ってガ 知識や技術を習得 ○マナー講座 学高 ・大学生 での講座開
ッテン す る こ とを通 じ ○生活の知恵講座 20人 催

て、仲 間 との コ ミ 地域老人会
ユニ ケー シ ョンづ やシルバー
くりと自主性を育 人材バンク
む 。 による支援

健康マラソン ○スポー ツの 日常化 ○距離別マラソン 市内在住 ・在 年4回

0

市体育協会
大会 と参加者の親睦を 1キ ロの部 学 ・在勤小 ・ (11月 ・12月 ・ の主催

深め、体力の向上 1.5キ ロ の 部 中 ・高 ・大学 2月 ・3月) 企業とタイ
ト

と健康の保持増進 3キ ロの部 生 ・一 般 アップ

ス を図る。 5キ ロの部 300人

ポ スポー ツチ ャ ○礼儀 ・作法の習得 ○用具 ・ル ールの解 市内在住 ・在 年2回 300

1 ンバラ とともに、 自由に 説 学小学生 (7月 ・12月)

ツ 遊びなが ら楽 しむ ○技術 ・技能の練習 200人
i こ とに よ り、チー ○学年別競技
レ ムの連帯感を育成
ク す る。

リ S川 親子鮎つ ○鮎のつかみ どりを ○S川 の鮎やなで、 市内在住 ・在 年1回 0 鮎まつ り実
工 かみ大会 通 し、生 きもの と 放流 した鮎 をつか 学幼児～小学 8月 行委員会主
i ふれあい、親子の み、獲れた鮎を塩 生とその保護 催
シ 絆を深めるととも 焼 き に して食 べ 者
ヨ に、参加 者 どうし る 。 50人
ン の交流 を図る。
活

レッツ

・ ウォ ○身近な地域の史跡 ○地域のコマ図をも 市内在住 ・在 年4回 300 ゴ ール 後、

動 一 クラ リー や名所 を回 り、郷 とに各地域 にまつ 学小学3年 生 参加者に豚
土の良さを発見す わる課題をクリア 以上 汁 を振 舞
る とともに、た く しなが ら、 グルー 60人 う 。

ましい青少年を育 プごとにゴールを 14公 民館で
成す る。 目指す。 実施。

地域 学VIVA ○社会性や郷土愛を ○環境教室 市内在住 ・在 年6回 50 地域の人材
～僕たち私た 育むために街を観 ○礼儀 ・作法教室 学小学生 を活用
ちの街 を良く 察 し、社会性を身○ A市 △△地区目だ 各公民館
し隊険～ につけ、地域力の

0マップ

20人
地 向上 を図 る。

地域遊VIVA ○生きるカを育むた ○梨づ くり 市内在住 ・在 通年 3OO 協力:農 家
～Myツ リー を めに コ ミュニテ ィ ○公民館まつ りで収 学小学5～6 ・自治 会

域
育て よ う～ 一能力や社会奉仕 穫 した梨のチャリ 年生

の心 の 向上 を図 ティ販売 30人

活 る 。

健全 ・安全守 ○住民がより安全で ○学校 ・住民アンケ 一般 年12回 3,000

り隊 住みよい街にす る 一 ト 50人

動 ために、地域 ぐる ○環境マップ
みで危険個所等を ○イ ンター ネ ッ ト ・
改善 し、青少年に 携帯電話研修会
とってよい環境 を ○地域環境委員養成
充実させる。 講座

一53一



<様 式5>

V 青少年教育学習プログラム(個 別事業計画)

(1) 事 業 名

(2) 事業 の 目的

あそび塾inN沢

参加者が企画 ・運営を主体的 ・創造的に行 うプログラムを作成 し、たくま

しく生き るカ を育 てる。

３

(4)

(5)

実施主体

対象者

学習期間

定員

学習時間 (回数)

N沢 自然教室

市内在住小学4年 生～中学生40人

リーダーとして高 ・大学生を5人 以上募集

4月 ～3月

計11回 日 帰 り4時 間 ×5回

3泊4日1回 2泊3日1回

1泊2日2回

(6)

(7)

学習場所

学習目標

N沢 自然教 室 、Y川 、M湖 、S川 、県立青年の家、K病 院な ど

① 異年齢集団での生活 ・交流を通 じて、自立ある生活を身に付け、仲間
づ くりをす る。

②

③

④

青少年が野外生活を体験 し、郷土の豊かな自然に親しむ。

企画 ・運営に子どもが参画 し、主体性 ・創造性 を養 う。

指導者 としての知識を学び、活動す ることによ り地域社会に貢献す

る 。

（８)

回

第1回

準備

4月

第2回

準備

5月

第3回

6月

1泊2日

プログラムの展開

学 習 テ ー マ

第1回

スタ ッフ ミーテ ィン グ

第2回

スタ ッフ ミーテ ィン グ

その1

友達になろ う!

学 習 の 内 容 と 方 法

スタッフの役割分担 ・打ち合わせ

おおまかなプログラム骨子の立案

救急救命講習会 ・リーダー研修会

参加者募集 ・活動メニューの用意

活動プログラム作成、打ち合わせ

参加者募集

入塾式

1日 目(午 前)オ リエ ンテー シ ョン ・

ア イスブ レイ ク

(午後)プ ログラム作成7月 ～9月

2日目(午 前)ハ イキ ング

学習支援者

消防署職員

Jr.リ ー ダ ー カ

ウンセ ラー

N沢 フ レンズ

(施設ボランティア)

Jr.リ ー ダ ー カ

ウンセ ラー

N沢 フ レンズ

遊び塾 り一ダー

N沢 フレンズ

公民館サ ークル

(ハーモ ニカ)

備 考

事前にリーダー募集

2月 末～3月 中

N沢 自然教室

N沢 自然教室

N沢 自然教室で宿泊

N沢 自然教室周辺

(午後)野 外炊事

各グループ でハーモニカの練習

4回

月

第
7

第5回

8月

3泊４日

６
回

月

第

9

第7回

11月

第8回

12月1泊2日

その2

めざせ!環 境博士

その3

めざせ!遊 びの達人

(夏)

そ の4

めざせ!遊 びのプログラマー

そ の5

プ ロに学ぼ うハーモニカ

その6

めざせ!遊 びの達人

(冬)

8月 宿泊体験オ リエンテーシ ョン

講義:環 境教育講座

(川は誰がよごしたか)

盆踊 り講習会、終了後、地域の祭 りに
参加

〈プログラムの 展開 〉

○ 野外 炊事(1日 目夜 、2日 目朝)

○ ハ イキン グ

1日 目

2日 目

3日目

4日目

リバー トレッキ ング

カヌー体験(夜)ナ イ トハイ

キ ング ・肝試 し

鮎まつ りS川 の清掃 ・ハーモ

ニカの練習

(夜)キ ャンプフ ァイアー

ふ りか え り

話 し合い:い ままでの活動のふ りかえ

り

プ ログラム作成10月 ～12月

○ハーモニカコンサー ト鑑賞

(N沢 自然教室)

1日目

2日 目

リース作 り・クリスマスパーティー

野外炊 事(そ ばづ く り)・ プ ロ

グラム作成1月 ～3月

ハーモニ カのグループ練習

環境カウンセラー

地域婦人会

遊び塾 リーダー

N沢 フレンズ

県立青年の家職
員
カヌー講師

遊び塾 リーダー

N沢 フレンズ

遊び塾 リーダー

N沢 フレンズ

N沢 自然教室主

催

遊び塾 リーダー

N沢 フレンズ

N沢 自然教室

N沢 地区盆踊 り大会

N沢 自然教室で宿泊

Y川(リ バー トレッキング)

M湖(カ ヌー体験)

S川(川 の清掃)

1泊 目県立青年 の家2・3

泊N沢 自然教室

N沢 自然教室

10月 ・11月 は ハーモ ニカ 自

主練習

N沢 自然教室で宿泊



周

回 学 習 テ ー マ 学 習 の 内 容 と 方 法 学習支援者 備 考

第9回

1月

その7

感謝×2

○実習:親 子もちつき大会(異 年齢交流)

○郷土かるた大会 ・ハーモニカ発表

○観察;星 空観察

遊び塾リーダー

N沢 フレンズ

市学芸員

N沢 自然教室

祖父母の参加も可能

一
第10回その8 ○ハーモ ニカ コンサー ト 遊び塾 リー ダー K病 院に出向き発表

2月 エ ンジ ョイハーモニー N沢 フレンズ

その9 1日 目 フ ィ ー ル ドワ ー ク: 遊び塾 リーダー N沢 自然教室で宿泊

誕生!遊 びの達人 春を満喫フォ トラ リー N沢 フレンズ ※N沢 自主事業への参画
第11回 2日 目 ※ わくわくキャンプ支援(成 果発表)

3月 ハ ーモニ カ発表

2泊3日 3日 目 話 し合い：

年間ふりかえり、退塾式、達人証書授与

(午後)ス タッフ反省会
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第3節 成 人 教 育 計 画

<分 析シー ト1>
K市 成人教育計画

１

(1)

K市 の概要

地勢 ・地域条件等

①K市 は、K県 の本土最南端へ と伸びるO半 島のほぼ中央に位置 し南東部にはシラス台地が広が り、O地 域の交
通 ・産業 ・経済 ・文化の拠点となっている。

② 市域 は東 西14km、 南 北27k憩 に及 び234.37k㎡ の面 積 を有 し、年 間平均 気温は17度 、年 間 日照時間は1,980時 間 で、

温 暖な気候 と豊か な 自然 に恵 まれ てい る。

③ 地域全体の人 口は微増だが、年齢別人口の推移を見ると、生産年齢人 口 ・幼年人 口の減少、老年人 口の増加が

顕著 となっている。(81,996人 世帯数34,703戸 平成16年8月1日 現在)

(2) 地域住民の生活状況の特徴

① 温暖な気候 と豊かな資源を生か した甘 しょ、茶などの栽培をはじめ、K湾 を活用 したカンパチ養殖が 日本一の

漁獲高を誇っている。 しか し、産業別純生産では、第3次 産業が8割 以上を占めている。

② 市役所の移転やバイパスの開通、郊外の大型店舗進出により中心市街地の空洞化が生 じている。

(3) 教育 ・文化的環境

学校等数 生涯学習関連施設(民 間を含む)

教育 ・文化的環境の特徴

①K市 では、「健康 ・スポーツ都市」を宣言 してお り、K体 育大学や県民健康プラザ、少年 自然の家な どと
連携を取 り合いながら、誰でも気軽に参加できる市民総ぐるみのスポーツ環境づくりを推進 している。

② 中学校区ごとに地 区の学習センターを設置 してお り、生涯学習の拠点 としての役割を果たすことで、幅広
く多 くの市民に学習の機会を提供 している。また、小学校ごとの家庭教育学級の運営にっいての支援を行っ

ているが、まちづ くりに対す る意識はまだ不十分である。



<分 析シー ト2>

2

区

分

学

級

・
講

座

集

会

●

行

事

学
習
情
報
提
供

学
習
相
談

講
習

・
研
修

関
係
機
関
と

の
連
携

・
協
力

成人教育の現状と課題

施 策

市民のニーズに対
応 した学習機会を
提供 し、知識 ・技
能を身につける場
とする。

学習の成果発表の
場を設け自主的 自
発的学習の支援を
す る。

スポーツに関する

大会を通 して世代
を越えた交流を深
める。

人権問題や家庭教

育の重要性への理
解 や認 識 を深 め
る。

市民に成人教育に
関する情報提供を
する。

・市民の自主的 ・自

発的な学習意欲に
応えるため指導者
の情 報 を提 供す

る。

あらゆる相談に対
応できるように場
所や学習情報の提
供を行 う。

実践力を身につけ
た熱意ある指導者
を養成確保、指導
力の向上を図る。

成人教育をより幅
広 く展開す るため
に、他の関係機 関
との連携 ・協力を
目指す。

現 行 の 事 業

社会教育行政

パ ソコン講座

写真入門講座
16㍉映写機技術講
座
ビデオ撮影基礎講
座
アナウンス教室

国際交流ふれあい
教室
(生涯学習課)

市文化祭
美術展
生涯学習大会
(生涯学習課)

ふれあいグラウン
ドゴルフ大会

(生涯学習課)

人権問題講演会
(生涯学習課)
家庭教育講演会
(生涯学習課)

広報誌
市のホームページ
講座案内
(生涯学習課)
公民館 ・学習セン
タ ー だ よ り

(公民館 ・学習センター)

出前講座
(生涯学習課)
各地区の学習セン
ター窓 口
(学習センター)

子ども会 リーダー
育成者研修会
地区女性団体連絡
協議会研修会
市P連 研究大会
(生涯学習課)

青年団 ・青少年連
絡協議会
(生涯学習課)
青年会議所との連
携
(共催事業など)

学校 ・関連行政 ・

民間 ・団体等

ヘルスアップ講座

(県民健康プラザ)
わ らべ うた講座
(婦人センター)

ア ウトドアー講座
トールペイン ト
(勤労青少年ホーム)
腰痛教室
(K体 育大学)

県民文化祭
(県の社会教育課)

スポー ツフェス タ

駅伝 大会

ク ロスカン トリー

大会

(市 民スポー ツ課)

民間 ・K体 育大学
での新聞折 り込み
広報

(民間、K体育大学)

絵本読み聞かせ グ
ループ

(図書館ボランティア)

現状の問題点 ・課題

①参加者の固定化 と
講座 内容のマンネ
リ化

①参加者だけの楽 し
みに終わり、市民
全体への広が りが
見られない。

②行事において世代
間の交流の場面が
少ない。

③イベン ト支援のボ
ランティアが少な
い。

④知識だけの理解て
実践に結びつかな
い。

①学習情報が効果的
に提供されていな
い。

②学習相談の利用者
が少ない。

①指導者の人材発掘
と育成が不十分で
ある。

①加入者の減少 ・組
織力の低下

問題解決 ・課題達成のため

の方向性

①参加者の学習評価を活用
し、講座内容に反映させ
る。

①参加意欲が高まる内容の
充実を図る。

②既存の事業を見直 し、学
校教育 と社会教育 との話
し合いの場 をつ くる。

③イベン トボランティアの
育成を図る。

④シンポジウムやロールプ
レイングなど多様な学習

形態を取 り入れた研修会
を実施する。

①わか りやす く魅力ある広
報誌 を作成する。

①年間計画を各家庭に配布
する。

②各センターの相談窓口に
専門コーディネーターを
置 く。

登録情報を入力 し近隣市
町村 とのネ ットワーク化
を図る。
②広報誌等で学習相談が実
施 されていることを住民
に知 らせる。

①関係団体と連携して指導
者養成講座を開設する。

①加入者の増加
①関係団体との事業の共催



(1）

2

(3)

(4)

Ⅳ年間事業計画(平 成17年度成人教育事業計画)

社会教育目標

成人教育目標

社会教育行政目標

成人教育行政目標

心の豊かさと生きがいを育むまちづ くりをめざそ う。

<様 式4>

心身 とともに、健康的な生き方を尊重し、新 しい知識や技術習得のための

継続的な学習に取 り組 もう。

生涯学習の推進の基盤整備を図るとともに、社会教育の推進体制の充実に

努める。

いつでも、 どこでも、だれでもが自由に学習ができるように学習の場の設

定に努めるとともに、指導者 の養成に努める。

(5) 成人教育年間事業計画表

区 分

学
級

・
講
座

事 業 名

市民講座
(継続)

事 業 の 目 的

心豊かな生活をめ
ざすため、知識や

技能を習得する。
教養の学習機会 を
提供する。

事 業 内 容

健康づ くり講座

教養的講座

職業能力向上講座

趣味的講座

対象者 ・

定員

成人

合計

120人

800人

180人

1,900人

実施期間 ・

回数

月2回

(5月 ～9月)

月1回

(5月 ～2月)

月2回

(5月 ～9月)

月1回

(5月 ～2月)

予算

(千円)

400

1,500

300

4,000

備 考

市保健セン
ター

3,000人

集

会

・
行

事

学
習
相
談

学
習
情
報

提
供

・

調

査

講

習

・
研

修

連
携

・
協
力

関
係
機
関
と

の

市の文化祭
生涯学習大会
ふれあいグラ
ウン ドゴルフ
大会
人権問題 フェ
スタ

家庭教育フェ
スタ

(継続)

社
会
教
育
情
報
提
供
（
継
続
・
新
規
）

学習相談事業
(継続)

生涯学習市民
アンケー ト

(新規)

リー ダー のた

めのステ ップ
・ア ップ事 業

(指導者養成講座)

(新規)

社会教育関係
団体活動促進
対策事業
(新規)

学習の成果を発表
す る場の提供 と市
民 の交 流 を深 め
る。

市民の人権意識を
高める。
より豊かな家庭教
育を築 くための意
識を高める。

学習情報の周知を
図る。

市民の学習支援体
制を整える。

市民の学習要求 ・
地域課題 ・教育資
源等をアンケー ト
により調査 し、講
座開設及び人材発

掘に資する。

各種団体の リーダ
ー養成 と活動意欲

を高める研修を実
施する。

各種団体のパー ト
ナーシップの強化
を図る。

展示 と舞台発表
市民講座 と自主サ
ークルの発表

シンポジウムとワ
ークショップ

・ふ るさとカ レンダ

広報誌
市のホームページ
専 門 コーデ ィネー

ターの配置

・各年齢層から各行

政区ごとに抽出し
アンケー トを実施

講義

ワー クシ ョップ

宿泊研修
演習

各種団体の意見交
換会

成人
成人
市民
成人
各1,000人

成人1,000人

全戸
全戸

民
民
市
市

各年齢層
(行政区ごと)
3,000人

子ども会や市
P連 などの各

種団体の代表
者

30人

各種団体の代
表者

年1回(11月)

年1回(2月)

年1回(11月)

年1回(9月)

年1回(10月)

年1回(3月)
各月1回
随時

8月1回

年6回

(6月 ～10月)

年2回

(6月 2月)

30

0

50

300

300

9,400

0
0

100100

40

市の広報誌

5年 ごとに

実施
調査後の事
業に反映

講習修了者
は、希望に
より、人材
バンクに登

録 してもら
う。



<様 式5>

V

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

成人教育学習プログラム(個 別事業計画)

事 業 名

事業の目的

実施主体

対象者 ・定員

学習期間 ・学習時間(回 数)

学習場所

学習目標

リ一 ダー のための ステ ップ ・ア ップ事業

K市 のまちづくりのために各種団体の リーダー養成の研修 と活動意欲を高

める。

K市 教育委員会 協力機関 ○○大学

各種団体の代表者30名(次 の世代の リーダーにな りうる人を対象 とする)

6月 ～10月 1回 の学習時間

中央公民館 ・国立○少年 自然の家

3時 間×5回 十6時 間

(宿泊研修1泊2日)

まちづくりの担い手 となるため、指導者 としての知識 ・技能を学ぶ。

各種団体が情報交換を行 うとともにそれぞれの団体のパー トナーシップの

強化を図る。
各種団体活動の活性化を図る。

(8)

回

1

2

プログラムの展開

学 習 テ ー マ

K市 について

知ろう

学習 リー ダー って、

なに?

学 習 の 内 容 と 方 法

オ リエ ンテー シ ョン

講義 ・ワークシ ョップ:

ま ちづ く りの現 状 と課 題 を理 解 す

る。

宿泊研修 の事 前オ リエ ンテー シ ョン

○プログラムの展開
1日 目(午 後)施 設見学:○ 少年 自然

の家、施設の利用の仕

方を知る。
ワー クシ ョップの練習

各種団体の情報交換

学習支援者

市長、企画部
長

社会教育主事

施設職員

○○大学講師
社会教育主事

評価の観点

備 考

3時 間

K市 の現状 と課題 が把

握 できたか。

国立O少 年 自然の家宿泊

(1泊2日)
リーダーとしての役割

を理解できたか。

2日 目(午 前)講 義 ・ワー ク シ ョップ

:リ ーダー 、ボ ランテ

ィア と しての役割 を知

る。

3

4

5

6

自分たちの課題 を
見つめなおそう

まちづ くりについて
学ぼう

ステップ・アップ・

プ ラン1

悩もう

ステ ップ ・ア ップ ・

プラ ンⅡ

生かそう

)発表

)演習

各種団体の課題を発表する。
それぞれの事例を分析 し合い
リーダーとしての意識を高め

る。

講義 ・ワークショップ
生涯学習によるまちづくりの事例に
ついて学び、K市 にどう生かせ るか

を話 し合 う。

演習:各 種団体のモデル計画づくり

自分の団体の年間活動を振 り返 り、
課題解決のための計画づ く りをす

る。

)発表:各 種団体の計画発表

それぞれの発表を聞き、たがいに計

画を評価 し合 う。
)研修の反省

研修の振 り返 りをする。

新たなネ ットワークづ くりにつなげ
る。

社会教育課長
団体の代表

外部講師
(Z町)
公民館主事
社会教育主事

・社会教育主事

・市民講師
(各種団体リー
ダー経験者)

社会教育主事

市民講師

(各種団体リー
ダー経験者)

3時 間

K市 以外の近隣市町村
課題分析能力の向上が

図られたか。

3時 間
まちづ くりの必要性に
ついて学習できたか。

3時間

今までの学習をふまえ

自分の所属する団体の

計画を立案することが
できたか。

3時 間

アンケー トをまとめる

リーダーとしての意欲
がもてたか。



第4節 女性教育計画
<分 析シー ト1>

A市 女性教育計画

1

(1)

A市 の概要

地勢 ・地域条件等

①S川 の右側に開けた扇状の地形であり、T山 麓に連なる西北部の丘陵地帯 と東南に緩やかに開けた平野部から

なる。

② 面積 は約94平 方kmで 、東 京か ら46km、Y駅 か ら32ｋmの 位置 にあ り、K県 の中央部の 内陸都市で ある。

③ 人 口は約22万 人、人 口に 占め る女性 の比率は約48%で あ る。1世 帯 あた りの人 口2.6人 。(平 成11年9月)

(2) 地域住民の生活状況の特徴

① 平成9年 度の1日 平均で 、出産5.99人 、 死 亡2.72人 結 婚3.72組 離 婚1.09組 。 昼間人 口が多 く、人 口移動 が

好不況に左右 されやすい。

② 産業 ・交通の中核都市(生 産性の高い農業、飛躍的に集積の進んだ商業、製造か ら頭脳型に転換 しようとする

工業)

③ 女性の社会参加状況(地 方自治法第180条 の5に 基づく委員会)

(3) 教育 ・文化的環境

学校等数 生涯学習関連施設(民 間を含む)

教育 ・文化的環境の特徴

① 社会教育関係女性団体は、趣味的活動にとどまっていて、女性間題に踏み込んだものがない。

② 各地区の公民館単位に自主女性学級や、家庭教育学級 を実施しているが、参加者が固定化 している。

③ 年齢階級別労働力率では、女性は20～24歳 の段階にピーク

そ して、45～50歳 代に第二の ピークがある。(国 勢調査より)

(70%)が あ り、30歳 代 で40%台 に低下す る。

④ 男女平等についての意識調べで 「政治の場や政策決定の場で」「社会通念 ・観念 しきたりなどで」非常に

男性優位 と答 えた割合が40%以 上 となっている。(A市 男女共同参画社会に関するアンケー トより)



<分 析シー ト2>

2

区

分

男

女

共

同

参

画

生

活

■

職

業

趣

味

・
教

養

・
健

康

女性教育の現状と課題

施 策

男女が固定的な役

割分業意識にとら

われることなく、

共に自立 ・共生を

目指す。

男女平等を基本と

して、男女それぞ

れが豊かな生き方

ができるような学

習を推進する。

女性の自己実現へ

向けた自発的な学

習を推進する。

市民、主婦、母親、

働 く女性として豊

かな人間性を培 う

学習を目指す。

女性 の健 康 の保

持 ・増進 と母子保

健の学習を推進す

る。

スポーツ ・レク リ

エ ーシ ョンを通 じ

た仲間づ く りを図

る。

現代社会の諸問題

に対しての学習を

推進する。

高齢 化社会 を迎

え、これか らの人

生をゆとりを持っ

て豊かに生きるた

めの学 習 を 目指

す。

現 行 の 事 業

社会教育行政

市民大学教養講座

板前教室

リカ レン ト学習推

進事業

生涯学習シンポジ

ウム

(生涯学習課)

資格取得講座

ワーキ ングセ ミナー

テ レビセ ミナー

市民企画講座

女性団体委託講座
地域婦人団体への

支援

(女性 セ ン ター)

女性の広場

家庭教育学級

生きがい教室

(公民館)

・各種 スポー ツ教 室

(ス ポー ツ課)

学校 ・関連行政 ・

民間 ・団体等

福祉ボランティア

講座

(社会福祉協議会)

在宅介護講座

(福祉課)

ホー ムヘ ルパー 講

座

(福祉課)

子育て支援セ ミナー

(児童家庭課)

現状の問題点 ・課題

① 参加 したくても

できない状況の人

がいる。

② 男女が意見を交

換 した り男性の意

識の向上を図る場

が少ない。

③ リーダー的人材

の不足

④ 社会参加を望む
人たちのための事

業の不足

⑤ 男女共同参画社

会に向けた事業の

不足

⑥ 女性問題講座が

ない。

⑦ 社会教育と首長

部局との連携が図

られていない。

⑧ 参加者の固定化

問題解決 ・課題達成のため

の方向性

⇒誰で も参加可能な時間帯

での開設

⇒男女で参加できる講座の

開設

⇒ リーダーの養成 と経験を

積んだ女性たちの中から

リーダー的人材を掘 り起

こす。

⇒社会参加を促進するため

の学習機会の提供

⇒男女共同参画の実現を目

指す講座の充実

⇒ ジェンダー講座等の開設

⇒他機関等 との連携による

事業の推進

⇒インターネ ットメデ ィア

を使い、参加者の拡大を

図る。



<様 式4>

Ⅳ

年間事業計画(平 成17年 度女性教育事業計画)

(1）

(2）

(3)

(4)

社会教育目標

女性教育目標

社会教育行政目標

女性教育行政目標

自分を表現 する効果的で的確な知識や技術を学ぼう。

地域を取 り巻く現状を見つめ直 してみよう。

自己を高め、自分自身の生き方をより豊かなものにしよう。

女性問題への理解と認識を広めよう。

女性の知識教養 を高め、ゆとりある充実 した生活を送ろう。

女性が働きやすい環境を創造 しよう。

未来を支える人材づくりに向けて、生涯学習、生涯スポーツの推進、青

少年の健全育成に努める。

誰もが誇れる文化の薫るまちづくりに向けて、市民文化の創造や育成、

国際化に対応 し、また男女が其につく る地域社会を目指す。

男女の自立 ・共生と社会参画を推進する。

男女平等を基本 とした教育、学習を推進する。

健康の増進 と福祉の向上、並びにあらゆる暴力を根絶する。

(5） 女性教育年間事業計画表

事業区分

※

講

座

■

教

室

イ

ベ

ン
ト

相

談

事 業 名

おんな塾

お とこ塾

ジェンダー講

座

スポ ー ツ ・レ

ク リエー シ ョ

ン教室

女性のための
実務講座

女性フォーラ
ム

「男 と女共に

輝け21世 紀」

女性相談事業

事 業 の 目 的

家庭内の男女の役

割 を 見庫 しな が

ら、生活技術を身

につける。

地域の仲間づくり

を推進する。

男女共同参画に関

する認識を深め、
ジェンダーに敏感

な視点を身につけ

る。

スポー ツ ・レク リ

エー シ ョンを通 し

て、健康 な心 と身

体 をつ くり同時 に

仲 間づ くりを 目指

す。

働 く女性および就

労を希望する女性
のために、教養 を

高め社会参加を促

進する。

男女共同参画社会
の実現に向けて男

女が共に素敵に生
きるための社会を
目指す。
・家庭、地域、職場

等において女性の

あらゆる相談に対

応できるよう場所

や学習情報の提供

を行 う。

事 業 内 容

DIY教 室

①
②
③
④

ガーデニング

電化製品簡単修理

車の構造を知ろう
木工教室

料理教室

ソーイング教室

介護体験

女性史を学ぶ

男女のコミュニケ
ーションのあ り方

を考える。

リプロダクティヴ
ヘルス/ラ イツに

関する認識を深め

る。

ダンベル体操

チューブ体操
ヨガ

社交ダンス

パ ソコン教室

宅建主任資格取得講座

ホームヘルパー2級

養成講座

基調講演

パネルディスカッション

アトラクション(発表の場)

井戸端会議(意 見交換)

相談窓口の設置
学習情報提供

対象者 ・

定員

成人女性
30名

成人男性
30名

民

回
名

市

各

20

成人女性
30名

人

名

成

40

成人女性
30名

成人女性

30名

市民

1,000名

実 施期 間 ・

回数:

5～1月

(月1回)

全9回

5～1月

(月1回)

全9回

9～11月

(月 曜 日)

全10回

5～9月

(月1回)

全5回

10～12月

(月4回)

全12回

5～6回

(10回)

4～ 翌3月

月2回 全24回

月

回

12

1

..

女性相談 月～土(祝 日 ・休 日を除く)午 前10時 ～午後5時(土 曜日は正午)

法律相談 毎月第3月 曜日(祝 日 ・休 日の場合は第2月 曜日)午 前10時 から午後3時

予算

(千円)

消耗品費

5×13

講師謝金

5×13

消耗品費

5×13

講師謝金

5×13

講師謝金

20×7

講師謝金

5×5

×13

講師謝金

5×12

×13

講
師
謝
金
4
×
2
×
1
0

24回 で

200

講師謝金

400諸経費600

法律相

談員

10×2

備 考

公民館

13ケ所

女性政策課

との合同開

催

K公 民館

公民館

13ケ所

福祉課との
合同開催

保育室
設置
文化会館

女性センタ

生 涯 学 習

課、及び女
性行政担当
課で対応



<様 式5>

v 女性教育学習プログラム(個 別事業計画)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

事 業 名

事業の 目的

実施主体

対象者 ・定員

学習期間 ・学習時間(回 数)

(6) 学習場所

(7） 学習目標

おとこ塾

家庭内の男女の役割を見直 しなが ら、生活技術を身につける。

地域の仲間づくりを推進する。

A市 教育委員会 生涯学習課

成人男性30名

5月 ～1月 1回 の学習時間

公 民館 、学校 、特 別養講老 人ホーム

120分 ×9回

家庭内の男女の役割を見直 し、生活技術を身につける。

地域に仲間をつくる。

(8)

回

1

5/14

(日)

2

6
/
1
1
（
日
）

3

7
/
9
（
金
）

4

/5
土
）

8

(

5

9/10

(日)

6

9/24(日)

7

1
1
/
1
2
（
日
）

8

12/10

(日)

9

1
/
1
4
（
日
）

プログラムの展開

学 習 テ ー マ

仲間づくり

クッキングから

(おんな塾 と合同)

縫い物体験

風呂敷の七不思議

文明の力のありがたさ

映画フォーラム

(おんな塾 と合同)

食事鑑定団

家庭の健康

俺についてこい

介護にチャレンジ

発表の場

新たな自分の発見

(おんな塾と合同)

学 習 の 内 容 と 方 法

開講式(ワ ー クシー ト)

オ リエ ンテー シ ョン

自己紹介(レ ク)

グルー プ編成(5名 ×6グ ループ)

実 習:チ ャーハ ン、 スープ作 り

試食 、講評

片づ け、解散

実習:雑 巾(手 縫い)

講義:風 呂敷(使 い方、手品、救急法)

エ コバ ッグの製作

(ミ シ ン 、 布 、 糸)

映画視聴(ジ ェンダーに関する映画)30

分

デ ィスカ ッシ ョン45分

懇親 会

講義(献 立作 りについて)

グループ毎に実際に献立を作る

食材の調達 はグループ毎で行 う。

調理(前 回の献立をべ一スに)

講義：介護の基礎知識

簡単な実技

発表:学 習内容の発表を 「女性フォーラ

ム」の場で行 う。

(2公 民館)

想い起こしと感想(ワ ークシー ト)

今後の学習について

閉講式

新年会

学習支援者

公民館職員

館長

食改善グループ

(3人)

女性会員
公民館職員

女性会員

教員(家 庭科)

公民館職員

福祉課職員

栄養士

保健婦

同上

特別養護老人ホ
ーム職員

介護福祉士

公民館職員

館長

備 考

午前10時 ～

[持参品]

米1人1合
エプロン三角巾

グループ等にネー ミング

当番 日直、塾長を決める

午前10時 ～

持参品

使い古 しタオル

風 呂敷

午前10時 ～

[教材費]

実費1千 円

学校施設利用

午後7時 ～

懇親会費

自己負担2千 円

午前10時 ～

午 前10時 ～

午前10時 ～

〔会場〕

特別養護 老人ホーム

午後1時 ～

[会場]

文化会館

午前10時 ～

新年会費

自己負担2千 円



第5節 高齢者教育計画

○町高齢者教育計画

1

(1)

○町の概要

地勢 ・地域条件等

<分 析シー ト1>

①O町 は、M県 の0半 島頸部にあり、太平洋に面 したO湾 を囲むように位置 している。

② 近海には、世界三大漁場の一つであるK山 沖漁場が控えてお り、沖合漁業、養殖などが盛んである。

③ 明治22年O村 とな り、大 正15年 ○町 とな る。

④ 面積 は、6,578km2で 、 人 口11,506人(平 成14年3月 現在)

(2)地 域住民の生活状況の特徴

①65歳 以上の 高齢者3,067人

(高齢化 率 平成2年14.99%、 平成14年26.66%、 平成19年31.90%)

② 第1次 産業(特 に漁業)が 主産業である。漁業就業者の内、65歳 以上の高齢者が約25%を 占めている。

③ 全世帯の内、約半数が高齢者がいる世帯である。高齢者の内、約10%が 一人暮 らしである。

④ 漁港を中心に、地域住民の共同作業をする機会が多 く、地域的なつなが りが保たれている。

(3)教 育 ・文化的環境

学校等数 生涯学習関連施設(民 間を含む)

教育 ・文化的環境 の特徴

① 生涯学習関連施設は、町の中心地に集中してお り、地域によって差はあるが、社会教育事業 ・サークル活

動等で比較的利用率は高い。

② 柔軟性に富んだ創造力 ・行動力を持った人づくりを目指 し各種事業を展開している。

③ 地域の歴史に対する関心は高く、特に高齢者の講座等への参加者は多く、学習意欲が高い。



<分 析シー ト2>

2

区

分

学

び

あ

い

健

康

交

流

社

会

参

加

高齢者教育の現状と課題

施 策

高齢者が、家庭や
地域社会での役割

を理解 し、健康で

豊かな生活を営む

ための学習を提供

する。

)互いに助け合 う意

識 を高め、外向的

で積極的な生き方

を学び、地域社会

に貢献する姿勢を

養 う。

自らの健康 に関心

を持ち、健やかで

心豊かな生活をす

るための知識を身

に付けさせる。

運動 ・栄養 ・休養
の基本的な生活 を

再認識 し、スポー
ツや体力づくりを

通 じ、明るく健康

な町民の育成を行

う。

高齢者の持つ、豊

かな人生経験や優

れた知識 ・技能を

地 域 の 中に生 か

し、声のかけ合え

るまちづくりを推

進する。

世代間交流や学社

融合を推進す る中
で、豊かな人間関

係づ くりを行 う。

町民に系統的かつ

専門的な学習内容

を提供 し、地域活

動の中心的役割を

果たす人材を育成

する。

郷土に伝わる歴史

や文化に誇 りを持

ち、伝承者として
の役割 を学び、地

域社会の活性化に
っなげる。

※区分は事業の目的内容別

現 行 の 事 業

社会教育行政

老 壮大学(公 民
館)
離島老壮大学(公

民館)

すえひろ学級
講話
清掃奉仕活動
研修旅行
学芸会(公 民館)
○町民パ ソコン教室

(生涯教育センター)

町 民文化祭(生 涯
学習課)

文化講演会(生 涯

学習課)

氣 功 ・太極拳教室

健康 体力づ くり町

民の集い

町 民大運動会(体

育振興課)

ウィークエン ドサ
ークルまなびっ子

学校週5日 制の対

応事業。地域のボ

ランテ ィアが講師

を務める。

うしお活動

中学校の総合的な

学習の時間の一環
として、地域のボ

ランティアが講師

を務 める。(生 涯

学習課)
シニアセ ミナー

地域の歴史を学び

歴史ボランティア
ガイ ドをめざす。

(公民館)

生涯学習指導者名
簿(生 涯学習課)
町民神楽講座(公
民館)

学校 ・関連行政 ・

民間 ・団体等

高齢者生きがい講
座(社 会福祉協議
会)

高齢者及び障害者
の趣味の作品展

(社会福祉協議
会)

○あそび リテーシ ョ
ン(健 康福祉課)

○老人スポーツ大会

(健康福祉課)

○健康相談(健 康福

祉課)

ふれ あい高齢 者

(一人暮 らし)の

集い(社 会福祉協

議会)

現状の問題点 ・課題

参加者 が 固定化

し、排他的な状況

もみられる。

講義形式で参加型

学習が少ない。

学習者のニーズを
把握していたい。

ステップア ップ講

座が必要である。

講座修了生の自主
グループ化が され

ていない。

今後、事業の予算

措置が困難になっ
てくる。

運営面への参画が

ない。

内容が固定化 して

お り、マンネ リ化
がみられる。

町民の健康に関す

る情報がまだ少な
い。

他の課 との連携が
ないまま事業が行

われている。

事業プログラムの

固定化がある。

継続的な活動につ

なが らない状況が
ある。

児童生徒 と高齢者

との取組への温度

差がある。

その場だけの取組

とな り、事業の効

果が薄い。

・生涯学習指導者名

簿(人 材バンク)

登録者の活躍の場

が無く、積極的 な

活用が成されてい
かい。

伝統芸能の継承者
の不 足 がみ られ

る。

問題解決 ・課題達成のため

の方向性

老壮大学院の設置を検討

する。
ニーズを把握するため、
プログラム作成段階から

学習者が参画する。
プ ログラムの工夫 を行

う。

募集を老人クラブに依頼

するだけでなく、他課、と
の連携を深め、幅広 く広

報できるよう工夫する。

移動研修の在 り方を見な
おす。

実行委員を組織化する。

他課 との情報交換 ・連携

を行 う中で、継続的な健

康教育事業を計画する。

健康に関する情報紙を配

布する。

既存の事業を見直し、三

世 代交流事業 を実施す

る。

イベ ン トとなりがちな取

組を 日常化できるように

学校 と社会教育関係課 と
の話 し合いを定期的に実

施する。
児童生徒が高齢者に教え

たり、高校生が参画す る

事業を実施する。
コーディネイ トを公民館

が中心に行っていく。

生涯学習指導者名簿への

登録 と啓発を行 う。

学校 に人材バンクコーデ

ィネーターを設置する。
コーディネーターに対す

る研修会を実施する。

伝統芸能の発表の機会を

増や し、参加体験できる

場(三 世代交流等)を 設
定する。

人材バンク等のアピール

の工夫 とうしお活動での

活用を検討する。



<様 式4>

Ⅳ

年間事業計画(平 成17年度高齢者教育事業計画)

(1) 社会教育目標 1生 涯にわたり、共に学び合い、心豊かな町民になろう。

2豊 か な 自然 を愛 し、 「やす らぎと うるお いのある町」に しよ う。

3健 康 な心 と体をっ く り、 「声か けあえる町」 に しよ う。

(2) 高齢者教育目標 1い つ まで も、イキイキ と、仲間 と共に、楽 しく学び合お う。

2愛 する郷土、歴史と文化、豊かな自然を、次の世代に伝えよう。

3楽 しく、汗 を流 し、心身 ともに、明る く健 康で充実 した毎 日を送 ろ う。

(3) 社会教育行政目標 1生 涯学習推進体制の整備 ・促進 と、学習活動の支援に努める。

2社 会教育関連施設の整備 ・充実に努める。

3柔 軟性に富んだ、創造力 ・行動力を持った人材の育成に努める。

(4) 高齢者教育行政閣標 1多 様な学習機会を提供 し、自主的な活動を推進する。

2世 代間交流を推進するとともに、郷土の歴史 ・文化を継承する人材の

育成を図る。

3健 康教育事業の充実を図るとともに、スポーツ活動の拡充を図る。

(5) 高齢者教育年間事業計画表

区 分

学

び

あ

い

健

康

事 業 名

さくら大学

さくら博士

院

潮 彩 フェス
ティバル

お らほも元

気 ・おめほ

も元気塾

ンナ

ス

ペ

一

寿

レ

暖

ト

事 業 の 目 的

健 康で生きがいの

ある豊かな生活を

営むための学習や

体験を提供する。

また、地域の歴史

や文化に対する理

解 を深め、地域社

会に貢献する姿勢

を養 う機会を提供

する。

さくら大学卒業後
のステ ップア ップ

として、地域の特

色ある分野の学習

を深め、地域の リ
ーダー的な人材 を

育成する。

文化講演会や作品

展をとお して地域
の芸術 ・文化活動

の活性化 ・サーク

ル 間 の 交流 を図

る。

自らの健康につい

て関心を持ち、栄

養生活習慣を改善

し、健やかな生活

を送るための、知

識や態度を育成す

る。

運 動 や遊 び を通

じ、地域間の交流

を深め、楽 しみな
がら健康増進を図

る。

事 業 内 容

企画への参画を募

集 し、高齢者 自身
による課題の発掘

に努 める。

地域 の課 題 、健

康、文化等につい

て、講義、実習、

グループ討議等、

多用な形態で学習

す る。

さくら大学卒業生
の企画運営の参加

により、自主的な

運営で進める。

お らほの町歴史ガ

イ ド科

郷土料理おらほの味科

町の環境を守ろう科

町の語り部になろう科

おらほの土で焼物科
パ ソコンの達人に

なろ う科

企画への参画を募

集 し、実行委員会

形式で実施する。

作品展

伝統芸能発表会
O町 文化フォーラ

ム

食生活と健康に関
する懇談会(健 康
相談)

介護に関する知識
の習得と実技の体

験
レク リエー シ ョン

と トレーニ ング

ニュースポーツチ
ーム対抗定期競技

会

対象者 ・

定員

60歳 以 上

150人

63歳 以 上

20人 ×6ク ラ

ス

町民

60歳 以 上

50人

60歳 以上

60人

実施期間 ・

回数

年10回

各科

年10回

11月 上 旬

年9回

年5回

予算

(千円)

1,000

1,200

1,500

200

250

備 考

原則として
3年 で卒業

健康福祉課
町民課、社
会福祉協議

会O町 学校
等と連携

健康福祉課
町民課、社

会福祉協議
会O町 高校

等と連携

健康福祉課
と連携

保健福祉課、

と連携

社会福祉協
議会と連携
体育振興課
と連携

体育振興課
と連携

多目的運動
場、体育館
の備品整備



区 分

健

康

交

流

社

会

参

加

事 業 名

さくら通信

ウイークエ

ン ドわ らし

っ子

めんこいタ

イム

わいわい市

場

うしおネッ

ト

プラチナ工

房

えびす倶楽

部

O町 舞スタ
ーズ

事 業 の 目 的

高齢者に係わる学

習機会や健康 ・行

事等の情報を提供

する。

学社融合の一環 と

して、地域の中の

豊かな人生経験や

優れた知識を有す

る者を講師に活用

するとともに、高

齢者の活躍の場を

創る。

学社融合の一環 と

して、高校生を対

象に地域の中の豊
かな人生経験や優

れた知識を有す る

者を講師に活用す

るとともに、高校

生、高齢者が互い

に学 び あ うこ と

で、交流を図る。

地域における豊か

な人間関係づ くり

を目指 し、異世代

交流 の推 進 を図

る。

高齢者のスムーズ

な社会参加を支援

し、円滑な事業推

進を図る。

高 齢者のボランテ

ィア活動等をとお

して社会参加を推

進する。

高齢者の語 り部を

育成 し、 そ の知

識、技能を発揮す

ることで:豊かな地

域社会の向上を図

る。
}地域の伝統技術の

素晴 らしさを再発

見 しその普及と伝

承を推進する。

事 業 内 容

)行政各課の主催す

る健康に関す る講

座や行事等の情報

を掲載 した情報紙

を作 成 、配 布 す

る.

栄養や運動に関す
る啓発活動

学校、高齢者 との

協議によ りプログ

ラムを作成 し、広

く子 どもたちに学

習 の場 を提 供す

る.

小学生、中学生 ご

とに実施(書 道教

室、手芸教室)

高校 の授業 の 中

で、学校 と高齢者

との協議により、
プログラムを作成

し、互いに教えあ

う場 とする。

漬け物講習
魚の捌き方講習
新しい歌の合唱

三世代が一同に会

し、各世代が持つ

経験 ・知識等を生
かして、異世代 と

の交 流事 業 を行

う。

昔の遊びコーナー

孫が先生、パ ソコ
ン体験コーナー

ふれあい高齢者 コ
ーナー等

社会参加の情報提

供、人材の発掘、

人材バンクの整備

を行 う。
コーディネーター

の育成のための組

織づくり

さくら博士院卒業

者等により、学校

や地域で環境美化

を行い、地域に環

境の大切 さを伝え

る。

さくら博士院卒業

者等により、幼児

から高齢者まで語

りを行 う。

法印神楽、獅子舞

等の伝承を行 う。

各地での公演

小中高校への訪問

指導、道具の整備

対象者 ・

定員

全戸数配布

小中学生
40人

高齢者

40人

高齢者
40人

高校生
40人

高齢者

50人

子 ども
50人

町民

高齢者
学校
町民

さくら博士院

卒業者を中心

とした高齢者

40人

さくら博士院

卒業者 を中心

とした高齢者

40人

高齢者
40人

町民

実施期 間 ・

回数:

.月1回

年9回

年3回

年2回

定例会

年12回

随時

年24回

随時

年24回

随時

年24回

随時

予算

(千円)

100

300

100

500500

100

100100

備 考

印刷配布ボ
ランティア

小中学校学
校教育課と
連携

高校学校教
育課と連携

健康福祉課
と連携

学校教育課
と連携

健康福祉課
と連携

幼稚園、各

学校、健康

福祉課 と連

携

文化振興課
と連携



<様 式5>

V 高齢者教育学習プログラム(個 別事業計画)

(1)

(2)

事業 名

事業の目的

さくら大学(高 齢者学級)

1

健康で、生きがいのある豊かな生活を営むための学習や体験を提供す

る 。

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

実施主体

対象者 ・定員

学習期間 ・学習時闇(回 数)

学習場所

学習目標

2 地域の歴史や文化に対する理解を深め、地域社会に貢献する態度を養

う機会を提供する。

さくら大学運営委員会、生涯単習課

60歳以上の高齢者150入

5月 ～2月

生涯教育セ ンター 他

1

2

1回 の学習時間 2時 間 ×10回

仲間と共に、学び合 う喜びを知 り、心身ともに、明るく健康で豊かな

閏常生活を営むための学習 を行 う。

郷土の歴史と文化に対する理解を深め、豊かな自然を守 り育てる態度

を身に付ける。

(8)

回

1

(5月

2

(6月

3

)

)

(7月)

4

(8月)

5

(9月

6

(10月

7

(11月

8

ー

)

(12月)

プログラムの展開

学 習 テ ー マ

出会い講座

「わ くわく入学式」

趣味講座1

「なっか しっ ちゃ 唄 う

っちや」

健康講座

「散 るまで満開、健康講

座」

ボランティア講座1

「お らが まちを 自慢 しよ

う!?」

ボランティア講座2

「き らき らイ キイ キ

O町 ちょボラ隊」

若者講座

「知 って得 す る若 者 く

ん」

交流 ・スポーツ講座

「孫 になんか負 けない

そ!」

趣味講座2

「腕 自慢集まれ」

学 習 の 内 容 と 方 法

オ リエンテーシ ョン

実行委員紹介

プログラム内容の説明(運 営委員代表)

講義(交 通安全 と防犯)

ア トラクション(O町 舞スターズ)

鑑賞(昔 のO町 の風景スライ ドを見な

が ら朗読を闘く)

実技(童 謡合唱)

構 義(栄 養、生理学、生活習慣等)

実技(座 ってできる軽体操、 自分でで

きる健康チェック)

講義(「 自慢できるまちとボランティ

ア活動」)

グループ討議(「 まちづ くりをとお し

てO町 を見なおそ う」)

実技(グ ループごとのボランティア体

験)

海岸、鳴 り砂清掃

花いっぱい運動

老人ホーム、学:校清掃

パ ネルデ ィス カ ッシ ョン(「 うま くい

くの!?三 世代 」高校生VSお や じ世代VS

さ く ら大学生)

講 義(「 三世 代 、

う!」)

(I大 学 教授)

実技

うまくいくんですへ

ニ ュースポー ツ(ペ タンク、 グラン

ドゴル フ等)

昔遊び(独 楽回 し、竹馬、お手玉等)

フォークダンス

実技

手芸、陶芸、パ ソコン、料理 、書道 、

絵画 、彫刻 等

学習支援者

さくら大学運

営委員

○町交番

○町舞スター

ズ

地元コーラス

グループ

えびす倶楽部

アコーディオ

ン奏者

町立病院 医

者 ・看護師

体育振興課

体育指導員
保健師

プラチナ工房

町民課

地元NPO

プラチナ工房

町民課

地元NPO

老人ホーム、

各学校

高校

実業 団(40～

50代)

I大 学

体育指導員

小学校

保健師

さくら大学博

士院

サークル活動者

食生活改善員
一般企業

備 考

生涯教育センター

生涯教育センター

スライ ド

懐かしい曲

生涯教育センター

玄米ダンベル

手ぬぐい

生涯教育センター

10グループ

現地集合、一部バス送迎

10グループ

プラチナ工房との事前打

ち合わせ

生涯教育センター
コーディネーター、パネ

リス ト等との打ち合わせ

一ナ一コク

プ

ツ

一

工

校

ル

チ

学

グ

康

小

10

健

生涯教育センター

グループ(自 由選択)



回

9

(1月

10

(2月

)

)

学 習 テ ー マ

趣味講座3

「腕自慢集まれ」

ふりかえり講座

「キャ リアア ップ 終業

式」

学 習 の 内 容 と 方 法

実技
・手芸
、陶芸 、パ ソコン、料理 、書道 、

絵 画、彫刻等

グル ー プ討 議(「 さく ら大学 を振 り返

って」)

自己評価

学んだことを今後にどう生かすか。

修了証 ・皆勤賞授与

オリエンテーション

学習支援者

さくら大学博

土院

サークル活動

者

食生活改善員
一般企業

さくら大学運

営委員

保健師

備 考

生涯教育センター

グループ(自 由選択)

生涯教育センター

作品 ・活動風景展示 「見

て 見 て お らほ の 力 作

を!」

健康 チェ ックコーナー

さくら大学博士院入学説明

実行委員応募について

講話 さくら大学学長

※ 前年度に、企画への参画を募集 して運営委員会を組織 し、高齢者 自身による課題の発掘に努める。

※ 人間関係が偏らないように、第4回 講座よりグループ編成を配慮する。

※ さくら大学博士院への入学は、さくら大学修了生を原則とする。



第6節 生涯スポーツ振興計画

<分 析 シー ト1>

S市 生涯スポーツ振興計画

1

(1)

S市 の概要

地勢 ・地域条件等

①C県 の北東部に位置 し、T川 を挟んで1県 と接する伝統的な町並みが残 る商業都市である。

② 人 口は平成17年2月 現在、47,695人(男23,577人 、 女24,118人)、 世帯数 は15,840世 帯 で ある。

③T都 か ら70km圏 、N空 港か ら15㎞ 圏 に位 置 してい る。

(2)

(3)

①

②

地域住民の生活状況の特徴

産業 構造 は 、平 成12年 度 国 勢調査 時 、第3次 産 業(65.1%)の 占 める割合 が最 も高 く、続 いて第2次 産 業

(24.7%)、 第1産 業(9.7%)と な って いる。

10年 間は人 口、世帯数 ともほぼ横ばい状態 で、一世 帯平均3.13人 で あ る。(平 成15年 度)

教育 ・文化的環境

学校等数 生涯学習関連施設(民 間を含む)

教育 ・文化的環境の特徴

① 市民のスポーツ活動の拠点 となる中核スポーツ施設の整備 ・拡充を図 りながら、生涯スポーツ振興を進め

ている。

② 平成17年 度インターハイ(ハ ン ドボール男子)の 会場 となり、施設整備、選手強化を進めている。

③ 高齢化社会の到来 とともに、各年齢層に応 じてのスポーツを楽 しむ生涯スポーツの意識が高まっている。

④ 市民の多様 なニーズに応 えるため、市教育委員会主催のスポーツ教室等は、民間スポーツクラブと連携 し

て開催 している。



<分 析シー ト2>

2

区

分

競

技

ス

ポ

ー

ツ

健

康

ス

ポ

1

ツ

生涯スポーツ振興の現状と課題

施 策

各種スポーツ大会
の開催やスポーツ

施設 の 充実 を図
る。

全国大会に出場す
る こと を 目的 と
し、競技力の維持
・向上を図る。

いつでも、どこで

も、だれもがスポ
ーツ活動に参加で

きる、各種スポー
ツ大会の開催やス
ポーツ施設の充実

を図る。

高度化 し多様化す
る市民のスポーツ
ニーズに対応する

ため、スポーツ団

体との連携はもと
より、積極的な振
興策を推進する。

現 行 の 事 業

社会教育行政

指導者養成講座の
開催
(社会教育課)

・スポーツ優秀選手

表彰
(社会教育課)
・学校施設開放

(社会教育課)

各種健康スポーツ
講座の開催
(社会教育課)

指導者養成講座の
開催
(社会教育課)

学校 ・関連行政 ・

民間 ・団体等

各種競技大会
(体育協会活動)

地域交流大会

母集団研修会
(スポーツ少年団活
動)

市民スポーツレクリ
エーシ ョン大会

(体育協会活動)

新春歩け歩け会
(スポーツ普及委員
会)

現状の問題点 ・課題

向
施
な

・
の
い

持
め

て

維
た
し

を
る
実

力
せ
充

技
さ
が

。

競

上
設

い

①

② どのような指導者
がいるか、どのよ

うなサークル活動
がされているか、

把握 され て いな
い。

③指導者や団体の十
分な情報提供がさ
れていない。

④組織的な指導者の
養成が十分にされ
ていない。

⑤一貫 した指導体制
が確立されていな
い。

①事業がマンネ リ化
している。

②どのような指導者
がいるか、どのよ

うなサークル活動
がされているか把

握されていない。

③指導者や団体の十
分な情報提供がさ
れていない。

④組織的な指導者の
養成が十分にされ
ていない。

問題解決 ・課題達成のため

の方向性

に化強砥定を技

。

競

る

点
め
重
努

①

②指導者や団体の情報の収

集 と整備を行 う。

③指導者や団体の情報収集
と整備 をした上での情報
提供 を行 う。

④著名な選手指導者を招へ
いし、講習会を開催する。

④⑤ 日本体育協会の資格制
度、指導者養成、講習等
を紹介 し、啓発を図る。

②③④⑤体育協会の活用、
委託の仕方の見直しを図
る。

①明確な方向性か ら事業の
計画の見直 しを図る。

①②③④体育協会の活用、
委託の仕方の見直 しを図
る。

②③指導者や団体の情報の
収集 と整備を行 う。

④指導者や団体の情報収集
と整備をした上での情報
提供をする。

スポーツ教室

(公民館)
学校施設開放
(社会教育課)

世
代
間
交
流

総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

スポー ツ ・レク リ

エー シ ョンを通 じ

た、世代 間等様 々

な人々 との交流事

業 を開催す る。

総合型地域スポー
ツクラブ設立のた
めの基盤整備を行

う。

・世代間交流事業の

開催
(祉会教育課)

クラブマネージャ
ー養成講習会の案

内

(社会教育課)

市民スポーツレクリ
エーシ ョン大会

(体育協会活動)

①参加者が少ない。

①総合型地域スポー
ツクラブに対す る

認識や理解が不足
している。

①市民意識の啓発を図る。
①魅力あるプログラムの展
開を図る。

①総合型地域スポーツクラ
ブに対する認識 と理解を
深める方法 として研修会

等を開催する。



(1)

(2)

(3)

(4)

Ⅳ年間事業計画(平 成17年 度生涯スポーツ振興事業計画)

社会教育目標

生涯スポーツ振興目 標

社会教育行政目標

生涯スポーツ振興行政 目標

個性を生か し地域文化を創造 しよう。

一人ひ と りが輝 け るスポー ツライ フを実現 しよ う
。

<様 式4>

いつでも、どこでも、だれでも自由に学習できるまちづ くりを推進する。

郷土理解 を深め、歴史と文化を大切に したまちづくりを推進する。

生涯にわたり豊かなスポーツライフの実現を目指す。

各 々が好 きなスポーツに親 しみなが ら、健康 づ く り、体力づ く り、生 き

が いづ く りを 目指す。

S市 の顔 となるスポーツを育成する。

スポーツを通 して世代間の交流を深める。

総合型地域スポーツクラブの育成を 目指す。

(5） 生涯スポーツ振興年間事業計画表

区 分

競

技

ス

ポ

ー

ツ

健

康

ス

ポ

ー

ツ

教

室

講

座

教

室

講

座

事 業 名

ジュニアスポー
ツ教室

(新規)

ン
ツ
ヤ

一

チ
ボ
ア

ス
ニ
ン
ブ

ユ
オ

ラ

ジ
ピ

ク

(新規)

指導者養成講座
(継続)

選秀優ツ

)

一
彰

続

ポ
表

継

ス
手
ー

学校施設開放
(継続)

スポーツ教室

(継続)

はつ らつ元気塾
(新規)

学校施設開放
(継続)

事 業 の 目 的

①競技種 目の基礎練
習 と競技選手にな
れる基礎体力の増
強を図る。

①全国大会等での入
賞を目標に、重点
種 目を定め強化を
行 う。

① 中央 講師 を招 い
て、指導者の資質
向上を図る。

①表彰を通 して選手
のスポーツ活動へ
の意欲を高める。

①学校体育施設を開
放することで市民
にスポーツをする

揚を提供する。

①様々なスポーツを

体験 し、スポーツ
の楽 しさを体験す

る機 会 を提供 す
る。

①高齢者を対象に年
間を通 じて運動に
親 しみ、健康づく
り ・体力づくり・
生きがいづくりを

目指す。

①学校体育施設を開
放することで市民
にスポーツをする

場 を提供する。

事 業 内 容

①ハ ン ドボール、柔

道(2種 目)を 実

施 す る。

①ハ ン ドボール、柔
道(2種 目)を 実
施する。

②優秀指導者 ・チー
ムを招へいす る。

① トレーニングと栄

養についての講習
会を開催する。

①全国大会等で優秀
な成績をおさめた
者を表彰する。

①市内全小中学校の
体育施設を無料開
放する。

①親子ボー リング、
フッ トサル、乗馬、

小学生水泳教室、

軽 運 動 を実 施す
る。

①身体体力測定、健
康診 断 を実施 す
る。

②転倒予防体操、軽
運動を実施する。

①市内全小中学校の
体育施設を無料開
放する。

対象者 ・

定員

小学 生

(4～6年)

25名

小学生
(5～6年)

中学生
30名

スポーツ関係

団体指導者
30名

在勤在学在住
者

市民

在勤在学在住
者
25名

高齢者
30名

市民

実施期間 ・

回数

6ケ 月

週1回

全24回

通年

年2回

(10月 、2月)

年1回

(1月)

通年

年6講 座
全24回

5ケ 月

月2回

全:10回

通年

予算

(千円)

150

300

120

120

0

120

60

0

備 考

①体育協会
と各競技

団体との
連携 を図
る。

①体育協会
と各競技
団体 との
連携を図
る。

①体育協会
と各競技

団体 との
連携を図
る。

①体育協会、
小中高等
学校との

連携を図
る.

①学校 との
連携を区
る。

①民間スポ
ーツクラ

ブとの連

携を図る。

①保健セン
ターと連

携を図る。

①学校 との
連携を図
る。



区 分

健
康

ス
ポ

ー

ツ

世

代

間

交

流

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

大

会

イ

ベ

ン

ト

大

会

イ

ベ

ン
ト

研

修

会

事 業 名

S町 並み健康ウ

オーク

(新規)

新春歩け歩け会
(継続)

市民スポー ツ レ

ク リエーシ ョン

フェステ ィバル

(継続一部 新規)

総合型地域スポ
ーツクラブ育成

研修会
(新規)

事 業 の 目 的

① ウォ一キングを通
してS市 の自然や
文化を再発見する

機会を提供する。

①ウォーキングを通
して、地元の伝統

文化に触れる機会
を提供す る。

①スポーツを通 じて
住民相互の親睦を

図 り、あわせて市
民のスポーツ レク
リエーションの祭
典とする。

②各スポーツ関係団
体活動の発表の場
所を提供 し、もっ
て各団体の活動の

活性化を図る。

①総合型地域スポー
ツクラブの必要性

について理解を深
めるとともに課題
を明確にする。

事 業 内 容

① ウオーキングを実
施する。

①伝統行事の見学を
兼ねたウォーキン
グを実施する。

①種 目別 大会でヘル

スバ レーボール 、

綱 引き、長縄跳 び、

グラン ドゴル フ、

輪投 げ、ユニカー

ル を実施す る.

②交流大会でペタン
グ、グラン ドゴル
フ、キンボールを

実施する。

③スポーツ活動発表
をする。

①市内スポーツ関係
団体に対す る研修
会を開催する。

対象者 ・

定員

全市民
100名

全市民
100名

小学生～高齢
轡

「100名

市内スポーツ

団体関係者
50名

実施期間 ・

回数

年1回

(5月)

年1回

(1月)

年1回

(10月)

年3回

(6月 、11,月 、

2月)

予算

(千円)

50

0

0

50

備 考

①体育協会
体育指導
員との連
携する。
②救急体制
には十分

配慮する,

①スポーツ
普及委員

会との連
携を図る。

①体育協会
と連携す
る。
②救急体制
には十分
配慮する。

①体育協会
と体育指

導員 との
連携を図
る。



<様 式5>
V

（1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

生涯スポー ツ振興学習プログラム(個 別事業計画)

事 業 名

事業の 目的

実施主体

対象者 ・定員

学習期聞 ・学習時間(回 数)

学習場所

学習目標

はつらつ元気塾

高齢者を対象 に年間を通 じて運動に親 しみ健康づくり ・体力づ くり ・生きが
いづくりを目指す。

S市 教育委員会社会教育課スポーツ振興班

おおむね65歳 以上でこれからスポーツを してみたい方 ・30名

5月 ～6月 9月 ～11月

S市 市民体育館ほか

1回 の学習時間 2時 間 ×10回

① 自分の体力の現状を知 り、運動に親 しみ健康で生き生きとしたスポーツ
ライフを送れるよ うにする。

② 運動を通 して、何事に対 しても積極的に取 り組む気持ちを身につける。

③ 様々な活動を通 して、仲間との交流を深める。

(8)

回

回

月

１
第

5

２
回

月

第

5

第
３
回6
月

４
回

月

第

6

プ ログラムの展開

学 習 テ ー マ

みんなで仲 良 く活動 しよ
う!

楽 しく体カテス ト

タオルで体操 してみ よう

水中をゆかいに歩 こう

学 習 の 内 容 と 方 法

① 開講式
・オ リエンテ ーシ ョン

②講義 「健康とスポーツ」

③健康診断
・問診、身体測定、血圧、血液検査、

尿検査、視力、聴力の検査をする。
④アイスブレイキング

①実習:体 力テス ト

(文部科学省新体力テス ト)
握力、上体起こし、長座体前屈、

閉眼片足立ち、10m障 害物歩行、
6分 聞歩行の体カテス トを実施す

る。

②実習:転 倒予防体操

脚カアップ、バランス保持を 目的
とした体操を行 う。

①実習:タ オルを使 った体操
・関節可動域をひろげる体操をタオ

ルを使 って行 う。

②実習転倒予防体操
・脚カアップ、バランス保持を目的
とした体操を行 う。

①実習:水 中ウォーク
・水中を様々な動作で歩く。

②実習:転 倒予防体操
・脚カアップ、バランス保持を目的
とした体操 を行 う。

学習支援者

②大学教授
③医師、看護師

④体育指導員
・教育委員会

・保健師

①②スポーツ指

導員

教育委員会
保健師

①②スポーツ指

導員

教育委員会
保健師

①Lス ポーツク
ラブ指導員

②スポーツ指導

員

備 考

事業全体のねらいと展開
についての周知を行 う。

学習者の健康管理体制に
つ いて配慮す る ととも

に、 自己管理に努めるよ

う指導する。

【教材 ・教 則

音響機器

音楽を流すなど、楽 しん
で体力テス トが出来るよ

う配慮する。

転倒予 防体操 は毎 回行

う。

【教材 ・教具】
テス トに必要な用具

音響機器

【教材 ・教則

タオル
音響機器

○会場:Lス ポー ツクラブ

【教材 ・教具】

水着

教育委員会
保健師

回
月

５
第

9

簡単 リズムで脂肪 とさよな

ら
①実習:リ ズム体操
・脂肪燃焼を目的に、音楽に合わせ
て体操を行 う。

②実習:転 倒予防体操
・脚力アップ 、バ ランス保持を目的
とした体操を行 う。

①②スポーツ指

導員

教育委員会
保健師

)学習者の健康状態に留意

する。

【教材 ・教具】

音響機器



回 学 習 テ ー マ 学 習 の 内 容 と 方 法 学習支援者

①Lス ポーツク
ラブ指導員

備 考

第
6
回
９
月

リズムに合わせて水中で踊

ろう

① 実習:水 中エア ロ ビクス

②話 し合い:参 加者 による運 動会 のプ

ログラム寸零 ・・企i断

3グ ルー プに分かれ て大運動会 に

む けて、1グ ルー プで1種:目 内容

を企画 ・立案 す る。

教育委員会
保健師

)会場:Lス ポーツクラブ

)学習者が事業に参画する

のを支援する。

匿教材 ・教具】
水着

音響機器

第
７
回
１
０
月

回

月

8

0

第
1

秋を満喫!さ わやかウォー
キング!

ステップ運動で足腰元気!

① ウオー キング
・史跡 を巡 り、文化 に触れ なが らウ

ォー キングを実施す る。

②実習:転 倒予防体操
・脚カアップ、バランス保持 を目的
とした体操を行 う。

③話 し合い:参 加者による運動会のプ
ログラム立案 ・企画
・3グ ループに分かれて大運動会に

むけて1グ ループで1種 目内容を
企画 ・立案する。

①実習:ス テ ツプ運動
・誰にでも簡単にできるスキップや

ステップ運動を行 う。

②実習:転 倒予防体操
・脚力アップ、バランス保持を 目的
とした体操を行 う。

①文化財主事
②スポーツ指導

員

教育委員会
保健師

①②スポーツ指
導員

教育委員会
保健師

会 場:S市 内ウォーキン

グコース

安 全:確保、救急体制にっ
いて留意する。

学 習者が事業に参画する
のを支援する。

【教材 ・教則
筆記用具
昼食

学習者が事業に参画する
のを支援する。

【教材 ・教則
音響機器

③話 し合い:参 加者による運動会のプ
ログラム立案 ・企画の確認
・大運動会にむけての企画 ・立案内

容 を確認 し、準備 を行 う。

回

月

9

1

第
1

第
１
０
回
１
１
月

秋だ!は つらつ大運動会

輪になって話そ う

①学習者企画の運動会
・各 グループで企画 した種 目を含め

てグループ対抗で実施する。

①実習:体 力テス ト
(文部科学省新体力テス ト)

握力、上体起 こし、長座体前屈、

閉眼片足立ち、10m障 害物歩行、
6分 間歩行の体力テス トを実施す

る。

② ワー クシ ョップ:ふ りか え り
・5人 く らいのグループ で話 し合 い

を行 う。

①スポーツ指導
員

教育委員会
保健師

①スポーツ指導
員

教育委員会
保健師

学習者の健康状態に留意

する。

【教材 ・教具】

種 目に応 じた用具

学習者の健康状態に留意

する。

参加者の意見や感想を聞

くことにより適切な事業
評価を行 う。

【教材 ・教具】
テス トに必要な用具

筆記用具
・グループ ご とに発表会 をす る。

③閉講式



第7節 環境教育計画
<分 析シー ト1>

MD市 環境教育計画

１

(1)

MD市 の概要

地勢 ・地域条件等

①C県 の北西部、都心より20ｋm圏に位置 し、首都圏の典型的な住宅都市として発展 してきた。

②JR線 が市の市街西部をほぼ南北に走 り、これ を境にE川 に至る低地 とS台 地の一部に属する起伏の多い台地

とに分割 されている。

③ 人 口は現在約47万 人である。近年は、地域の大規模開発もなく、人 口流入 も抑制 されつつある。

(2) 地域住民の生活状況の特徴

①MD市 は市域の約72%が 市街化され、多 くが住宅地 として利用 されている。そのため、緑地 とオープンスペー

スが少ない。

② 家庭内のゴミ分別や節電に対する住民の意識が高い反面、ゴミのポイ捨てなどモラルの低下が見 られる。

③ 市民生活に直接係 わりのあるごみ処理施設の整備 を中心 とした生活環境整備 と清掃事業が推進されてきた。

(3) 教育 ・文化的環 境

学校等数 生涯学習関連施設(氏 間を含む)

教育 ・文化的環境の特徴

① 市内に20の 公民館 と3の 市民会館等を整備 し、地域のコミュニティー活動の拠点 として生涯学習を振興 し

ている。

② 環境教育については、主に環境計画課及び学校教育課を中心に推進 している。

③ 市民がゆ とりや生きがいを実感 できるよ うに、市民の文化活動への参加を積極的にすすめるとともに、優

れた文化 ・芸術に気軽に親 しめる機会を提供するな ど、文化ホールや市民会館を活用した文化活動のための

環境を整えている。

④ 人権尊重都市宣言を行い、一人一人の人権が尊重 される社会を目指 して、積極的に取 り組んでいる。



<分 析 シー ト2>

2

区

分

家

庭

地

域

学

校

企

業

団

体

環境教育の現状と課題

施 策

エコロジーに対す

る消費者の意識の
向上を図る。

生活排水や ゴミの
減量化 ・資源化を
推進する中で、環
境意識の向上を図
る。
住民に緑を育てる
心を養 う。

散乱ゴミを出さな
い住民の意識づく
りを行 う。

地域ゾーンの特色
にあわせた緑化を
推進する。

豊かな 自然が残る

魅力ある河川の保
全の大切 さを啓発
する。

トンボや蛙などが
生息する水辺環境
を創造する。

安全で快適な地域
づくりを目指す住

民の意識を高めさ
せる。

自然に対 して豊か
な感性や周囲の環
境 を保全 しようと
す る態 度 を育 て
る.
環境問題や環境に
対する人間の責任
や使命 について理
解 を深める。
環境問題 を解決す
るための技能を身
につけ、自分でで
きることを実行 し
た り、情報を発信
した りする。

・既存エネルギーの

見直 しを行い、環
境意識の向上を図
る。

エコエネルギーや

リサイクルの利用
を促進する。
地域環境づくりへ
の積極的参画を促
す。

現 行 の 事 業

社会教育行政

身近なことか ら始め
て み ませ ん か(講
座)(社 会教育課)

エコロジー講座

身近な地球温暖化防
止 対策 講座(公 民
館)

緑のまちづくりに向
けて(講 座)(公 民
館)

貝塚を考える(教室)
(社会教育課)
環境情報の提供(広
報 ・冊子 ・ネ ッ ト)
講演会 ・観察会の開
催(社 会教育課)
地域生態学入門(講
座)(社 会教育課)
市内巨樹古木ツアー
(教室)(社 会教育
課)

竹炭づくり(教 室)
(社会教育課)
リー ダー キ ャン プ
(公民館)

水生生物による河川

調査(調 査)

自然環境講座(公 民
館)

学校 ・関連行政 ・

民間 ・団体等
ゴミ減量啓発 ・促進

事業(環 境計画課)

花いっぱい運動
(みどりと花の課)

E川 ク リー ン作 戦
(環境計画課)
水辺環境整備(環 境
計画課)

環境ボランテ ィア活
動への参加(環 境保
全課)

林間学校(学校教育)
環境チェックノー ト
(環境計画課)
小中学校合同S川 調
査(学 校教育課)
「わた したちの環境」
・「身近な 自然」冊

子配布(学 校教育
課)
・子 どもエコクラブ

育 成 事業(環 境
省)

エコオフィス行動プ

ラン(環 境計画課)

現状の問題点 ・課題

一般に周知 されて

お らず、一部 の参
加者にとどまって
いる。

家庭か ら出るゴミ
の分別化はできて
いるが、地域にお

ける実践に繋がっ
ていない。
参加者だけの楽 し
みに終わ り、市全
体への広がりが見
られない。

学習者に必要な情
報が手に入 りにく
い。

単発的事業である
ので、一過性であ

ることが多い。
参加者の目的意識
がそれぞれ違 うこ

とが多く、参加者
が限られている。

調査活動に終わる
ことが多く、次の
活動に発展するこ
とが少ない。
首長部局との連携
体制がない。

学習スター ト時で
のつまずきから継

続が難 しい。
子 ども達の主体的
活動のため、時間
がかかる。
現状 と内容の食い
違いがある。

エ コクラブサポー

ター の不 足

学社連携 ・融合に
よる取 り組みが不
十分である。
企業毎の取 り組み
が把握 されていな
い。

企業が地域 と結び
ついた学習機会が
ない。
企業 との連絡協議
会等の連絡機関が
設置 され てい な
い.

問題解決 ・課題達成のため

の方向性

事業所等からの協力を得
る。
インターネット等を使っ
て情報 を発信する。
NPOや 関係機 関との連携
の中で、市全体 として取
り組む。

花作 り講座の開設
住民参加コンクールの創
設

HPの コンテンツの内容

充実を図る。
学習者のニーズに合った
情報提供をする。

・博物館等 と連携 した総合

的講座の企画
・広報の充実
ボランティアリーダーの
養成

・調査結果の2次 、3次 的
利用の促進
例)ホ ームページの作成
データを生か した講座
の開設等

チェックノー トの柔軟な

活用方法を周知する。
継続調査を行 う。また、
調査対象河 川 を拡 大す
る。
現状に合わせた内容に改
訂する。

サポーター養成講座の開
設
ビオ トープづ くりを通 し
て、水辺環境の保全のた
めの実践力を身にっけさ
せ る。
NPOや 民間等関係 団体 と
の連携を図る。

企 業の取 り組み を調査
し、把握す る。
企業等のリーダーのエコ
マイン ド養成講座 を充実

させる。
公民館等 と共催 して学習

機会を提供する。
PR館 を活用した事業を

行 う。



<様 式4>

Ⅳ

年間事業計画

(1)

(2)

(3)

(4)

(平成17年 度環境教育事業計画)

社会教育目標

環境教育目標

社会教育行政目標

環境教育行政目標

学ぶ習慣を身につけた市民を目指そ う。

自ら問題を見つけ、解決する力を身につけた市民を目指そ う。

自然を理解 し、自らの役割のなかで環境 と調和 した生活を築こう。

自然を大切にし、その出会いを喜びと感 じる豊かな心を育てよう。

身の回 りの環境を振 り返 り、よりよい環境づくりに努めよ う。
「地球市民」 として、環境問題に積極的に取 り組もう。

生涯にわたる学習活動を推進する。

家庭 ・地域の教育力回復の施策を推進する。

学習機会 ・場、情報提供の充実を図る。

地域文化の保護 ・継承 ・創造に向けた支援を行 う。

人権意識の高揚を図る。

環境政策への住民参画体制を整備する。

環境を配慮 した生活や事業活動の実践 を促進する。

環境ボランティア育成に努める。

独自の取組 を実践するための地域活力 を増進する。

庁内各部門の環境政策への参画 と環境実績を確保する。

環境推進体制の整備 と評価システムづ くりに努める。

(5) 環境教育年間事業計画表

区 分 事 業 名

3つ のRで ゴ

ミを減 らそ う

事 業 の 目 的

ゴミ減量、資源化 に

関する広報活動を推

進する。

事 業 内 容

ポス ター、パ ンフ

レッ トの作成 、配

布

対象者 ・

定員

市艮一般

実施期間 ・

回数

年間

予算

(千円)

1,000

備 考

環境計画課

社会教育課

共催
マスコミ等を使っ

た広報活動

総

A
口

成

人

環境 ・リサ イ

クル フ ェステ

イバ ル

花いっぱい運

動

市民大散歩会

「これがわた

しのおすすめ

びゆ～」をつ

くろ う!

地球環境保護 の視点

に立ち、循環型社会

の構築を目指 して、

その啓発 ・推進を行

う。

花いっぱい運動を通

して、環境美化への

意識の高揚を図る。

MD市 の環 境 に触

れ、自然に親 しむ心

を養 う。

環境学習やマ ップづ

くりを通 して、環境

保全や改善への関心

を高め、実践力の向

上を図る。

エコ商品づくり体験

環境エコカーの試

乗会

お もちゃの病院

記念講演会

環境エネルギー展

MD市 の自然写真

展

苗、土づ くり講座

ガーデニング教室

花いっぱいコンク
ール

市民大散歩会

現地調査

マップ作成

ウォークラリー

ワークショップ

※事業 終了後市民大

散歩会に向けての

準備(環 境マ ツプ

を使って)

市民一般

市民一般

市民一般

人

人

成

50

年1回

2月

年間

9月

5～8月

全10回

2～3h

5,000

2,000

500300

首長部局

各関連部局

社会教育課

みどりと花

の課共催

コンクール

6月 開催

環境計画課
健康福祉課共催

環境計画課

河川清流課

社会教育課

共催

各環境施設



区 分 事 業 名

エ コエ コ ・マ

マ&パ パ

(地域 のママ

とパパ です)

事 業 の目 的

エコロジーに係わる

講座 を通 して、環境

保全への意識の高揚

と実践力を養 う。

事 業 内 容

エコ商品の紹介

エコクッキング教

室

リサイクル商品の

開発

対象者 ・

定員

成人

40人

男女性各20人

実施期 間 ・回数

2ケ 月

5回

2h

予算

(千円)

50

備 考

社会教育課

消費者友の

会共催

成

あなたの姿が

手本です

環境問題解決のため
の リーダーを養成す

る。

環境全般に関する

講話

ワークショップ

ボランティア活動

の実践

人

人

成

20

2ケ 月

5回

2h

50 社会教育課

子育てNPO

大人のための

ビオ トープづ

くり

自然 と共生した生活

を目指 し、地域の環

境に配慮 した態度を

養 う。

ビオ トープづ くり

観察(動 植物の環

境変化)

手入れ

成人 年間

500

環境計画課

社会教育課
共催

人
ゴ ミ は ど こ

へ?

ゴミ処理の方法の実

体を知 り、環境問題
への関心を高 くさせ

る。

ゴミ処理について

学ぶ(昔 と今)

焼却場、処分場見

学

人

人

成

50

2ケ 月

4回

50 環境計画課

社会教育課

共催

青

少

年

企

業

O

団

体

MDク リー ン

アップキャン ペー ン

チ ャ レン ジ

・マ イ ・リ

ヴ ァーinM

D市

か ん き ょ う

をチ ェ ック

する ノー ト

企業環境奨

励制度

エ コ ・マ イ

ン ド講座

新 しく施行 され た

「安全で快適なまち

づ くり条例」の普及

を図る。

野 外 活 動 を 通 し

て 、 自然 に親 し

み、河川の浄化 と

愛護に努 める心 を

育てる。

よ りよレ、環境づ く

りをしよ うとす る

態度を育てる。

企業 ・団体の環境
への取 り組みに対

す る奨励制度の整

備を行 う。

環境について幅広

い視野を持ち、環

境学習についての

リーダー を養成す

る。

ボランティア募集

ノーポイ運動

街頭キャンペー ン

動植物についての

学習

河川流域環境調査

探検 ツアー

チェックノー ト配布

生活環境の自己評価

奨励制度の創設

・地球環境 ・環境保

全活動についての

学習

自然観察 ・水質調

査等の体験活動

プログラム作成 ・

体験

成人50人

(ボ ランテ ィ

ア)

小中学生

40人

市 内小学5

年生

企業 ・団体

地域、企業 ・

団 体 の リー

ダー・

30人

4月1日 ～

4月7日

3ケ 月

7回

2h

年1回 配布

年間

年8回

5～2月

2h

130

100

60

500

100

環境計画課

社会教育課

共催

各関連部局

河川清流課

社会教育課

学校共催

学校教育課

環境計画課
共催

環境計画課

商工観光課

社会教育課
共催

民間事業者

環境計画課

社会教育課

共催



<様 式5>

V 環境教育学習プログラム(個 別事業計画)

(1)

(2)

(3)

(4）

（ 5)

(6)

(7)

事 業 名

事業の目的

実施主体

対象者 ・定員

学習期間 ・学習時間(回 数)

学習場所

学習 日標

「これがわた しのおすす めび ゅ～1をつく ろ う!

環境学習やマ ソプづくりを通 して、環境保全や改善への関心を高め、実践

力の向上を図る。

環境計画課、河川清流課、社会教育課共催

成人 ・50人

5月 ～8月 1回 の単習 時間2～3時 闇 ×10回

博物館 、図書館、MD市 内各所(公 民館 ・分館含む)

環境学習やマップづくりを通 して、環境保全や改善への関心を持 とう。

環境改善の実践を身につけよう。

（８）

回

1

プログラムの展開

学 習 テ ー マ

MDの 自然Ⅰ いまとむ

か し

学 習 の 内 容 と 方 法

開講式(オ リエ ンテー シ ョン)

ア イ スブ レーキ ング(グ ル ープ分 けを

行 う)

講座(MD市 の50年 前 と今の自然環境

全般)

学習支援者

環境計画課職員

社会教育主事

博物館職員

備 考

博物館

視聴覚機器等

環境チェックカー ド

(1～5回 使用)

2h

ふ りかえり(感 想発表、環境チェック)

2

3

4

5

6

7

8

9

10

MDの 自然Ⅱ

ッチング

野鳥 ウォ

MDの自然Ⅲ 身近な草

木を見に行 こうよ

MDの 自然Ⅳ だれがわ

た しをくるしめるの?

22世 紀の森 と広場で ミニ

ミニマ ップをつ くろう!

おすすめマ ップづ くりⅠ

環境びゅ～ポイン トを決

めよ う!

おすすめマ ップづ くりⅡ

びゅ～ポイン トの蟻ん子

隊調査

おすすめマ ップづ くりⅢ

バー ドびゆ～

おすすめマ ップづ くりⅣ

ビス トロび ゆ～

これがわたしのおすすめ

び ゆ～

講座(MD市 の野鳥を中心に)

ふ りかえり(感 想発表、環境チェック)

講座(MD市 の植物を中心に)

ふ りかえり(感 想発表、環境チェック)

講座&参 加体験型学習(MD市 の生活

公害について:水 質、騒音、大気汚染

etc)

(参加体験型学習は水質について行 う)
・ふ りかえ り(感想発表、環境チェック)

フィール ドワーク(現 地にて)

模擬 マップ作成(現 地にて)

ふ りかえり(感 想発表、環境チェック)

グループ協議

(希望により3～6の エ リアに分かれ

調査を行 う場所、内容、手順、方法等

を決定する)

フ ィール ドワー ク(グ ルー プ毎 に現 地

にて)

現地調査

フ ィール ドワー ク(グ ルー プ毎 に現 地

にて)

調査のまとめ

マップ作成

(地図、コメン ト、写真を工夫 しなが

ら作成する)

発 表会(マップ)

ワー クショップ

(環境チェックカー ドをもとにして～

環境に対する気づき～)

閉 講 式

MD野 鳥の会会

長

社会教育主事

C大 学園芸学部

教授

社会教育主事

C県 環境研究セ

ンター職員、

環境ボランティ

ア

社会教育主事

環境計画課職員、

河川清流課職員、

森と広場ボランテ

ィア、生き物調査

調査員

環境計画課職

員、社会教育主

事

環 境 計 画 課 職

員、河川清流課

職員、環境ボラ

ンティア、町内

会長

環 境 計 画 課 職

員、河川清流課

職員、環境ボラ

ンティア、町内

会長

環 境 計 画 課 職

員、環境ボラン

ティア

環境計画課職

員、社会教育主
事他講座等学習

支援者

博物館

視聴覚機器等
2h

博物館

視聴覚機器等
2h

博物館

視聴覚機器等

水槽等実験セ ット

2h

22世 紀の森と広場

デジカメ、

3h

博物館

参考資料 「生きもの調査報

告書」

3h

MD市 内各所

デジカメ、MD市 マツプ

3h

MD市 内各所

デジカメ、MD市 マツプ

3h

図書館

3h

博物館

環境チェックカー ド

視聴覚機器

3h

※ 事業終了後市民大散歩会に向けての準備(環 境 マップを使って)



Ⅵ学習展開計画(展 開プログラム)

<様 式6>

(1)事 業 名

(2)学 習 テーマ

(3)学 習 目標

「これがわた しのおすす めび ゅ～」 をつ くろ う!

MDの 自然Ⅳ ～だれがわたしをくるしめるの?～

第4回(6月4日 金曜 日)

身近な環境問題について関心を持っとともに、自分の生活が環境に どうかかわっているかを理解

する。

(4)準 備 す るもの(チ ェ ック リス ト) (5) 会 場 図

(6)展 開

展開

導

入

展

開

時間

10

50

25

1

1

2

学 習 活 動

アイスブ レー ク

① 「同 じ色 に集 まれ!!」
・コミュニケー シ ョン とグル

ー プ分 け

② 「旗揚げアンケー ト」
・身近な環境についての質問

し、学習の下地を作る。

講義 演習

①講義 「C県の環境問題

②演習 「O川の水質検査」

学習支援者の説明にしたがっ

て、各グループごとに水槽実

験を行 う。

最後に、学習支援者からのま

とめの話 を行 う。

話 し合い
「身近な生活公害について考える」
～日常生活の中で環境を汚染

しているものは何でしょう～

① グループ内自己紹介、役割分

担

②KJ法 による問題点の抽出

学習支援者

社会教育主事

C県 環境研究セ

ンター職員

環境ボランテ ィ

ア

社会教育主事

留 意 点

コミュニケーションが うま

く取れない人はいないか注

意する。

身近な質問か らはじめて、

環境に関する質問を行い講

義につなげる。

レジュメの配布 と機器の動

作確認を行ってお く。

グループ内で演習に参加で

きない人がいないか注意す

る。

演習中に薬品等の取 り扱い

に注意を促す。

話し合いのポイン トを板書

して明示する。

巡回 して必要に応 じて助言

する。

備 考

[会議室]

色つきシール

旗(グ ループ数分)

レジ ュメ、 プロジェ

クター 、パ ソコン

水槽等実験セ ツト

模 造紙、マ ジ ツク、

付 箋紙、は さみ 、新

聞紙

ま

と

め

15

10

5

5

3

1

2

3

発 表

各グループごとに発表する。

ふ りかえ り

①この時間で考えたこと

②環境を守る日常生活とは

次回の内容について

ア ンケー ト

社会教育主事

学習 リーダー

社会教育主事

社会教育主事

環境ボランティ

ア

発表の視点を確認す る。

発表する順番を参加者に決

めてもらう。

学習 目標 に関わ る質 問を

し、気づきを促す。

次回の学習に対 して興味を

持つ ようにする。

アンケー ト用紙



第8節 人権 教 育 計 画

〈分析シー ト１〉

K市T区 人権教育計画

1 K市T区 の概要

(1)地 勢 ・地域条件等

①T区 はK市 域の西北端に位置 し、その地形はT丘 陵の一部 とT川 中流 の右岸の沖積平野の部分からなって

お り、面積 は20.39平 方キロメー トルである。

N用 水沿いの平坦な地域を中心にした梨畑などの農地とN線 やO線 沿線を中心に した住居系の市街地が形成 さ

れている。

② かつては広い田園地帯を形成 していたが、現在は、T都 に通勤する人たちの住宅地 となっている。ただ、現在

でも緑 を多 く残 し、T川 等の自然 とともに、「水 と緑を生か し育てる出会い と学びのまち」を 目標 としている。

③ 人 口

T区 の 人 口 は 、197,200人(男103,265人 女93,935人)で 、 世 帯 数 は 、91,916世 帯 で あ る 。 う ち 外 国 人 登 録 者

数 は 、3,280人(1.7%)、 障 害 者 は 、5,907人(3.0%)と な っ て い る 。 人 口 割 合 は 、0～14歳 は 、13.1%、15～

64歳 は 、74.8%、65歳:以 上 は12,1%で あ る 。

(平 成16年4月1日 現在)

(2)地 域住民の生活状況の特徴

①T区 住民は、隣接す るT都 に勤務 している者が多く、また、T区 はK市 の農業の中心地区となっていながらも、

都市化の進展が著 しく、住宅地とい うこともあり、営農活動がしだいに困難になってきている。

② 複数の大学があるので、昼は学生の存在によって、町に活気が与えられている。

③ 平成12年 「K市人権施策推進指針」が策定 され、市民 と行政が協働 し実現に向けて各事業が展開されてお り、

住民の人権意識 も向上 している。

(3)教 育 ・文化的環境

学校等数(私 立を含む) 生涯学習関連施設(民 間を含む)

教育 ・文化的環;境の特徴

①T区 住民の生涯学習への関心は高く、人権意識 も決 して低 くはないが、個々の具体的な取 り組み とい う点

ではまだ弱い。そこで 「K市子 どもの権利に関する条例」を全国に先がけて施行 し、「人権オンブズパーソ

ン」を設置 している。

また、在住外国人が多いこともあ り、識字教育に力を入れるなど市民の人権感覚を高める努力を続けてい

る。

② 課題としては、上記のような活動への住艮の参加率が低 く、参加者 も固定化 していることである。

③T区 には、N民 家園、青少年科学館、O美 術館、M城 など各種施設 を含む豊かな緑のM緑 地や、Fパ ー

ク、Yラ ン ド、さらにはM大 学、S大 学、N女 子大学などの文化 ・余暇 ・教育施設が存在 してお り、文教地

区としての環境は整っている。



<分 析シー ト2>

2

区

分

啓

発

・
広

報

学

級

■

講

座

研

修

相

談

・
連

携

人権教育の現状と課題

施 策

人権問題に関す る

多様な情報を提供

し、人権問題に関

する学習意欲向上

に努める。

高 齢者、女性、子

ども、障害者、外

国人、同和地区出

身者をはじめとし

た社会的弱者を人

権問題 の重要な柱

として位置づけ、

市民一人ひとりが

その解決を目指す

ための学習機会と

共生の場の提供に

努める。

人権教育を推進す

るため、人権教育

に関 す る深 い認

識、実践力を身に

つけた熱意ある指

導者 を養成 ・確保
・指導力の向上を

図る。

関係機 関と連携 し

た人権学習相談活

動の確立 ・推進を

図る。

大学 との連携 をめ

ざす。

現 行 の 事 業

社会教育行政

・ビデオ貸 し出し

(市民館)

識字学級

(生涯学習課)

障害者青年教室

(生涯学習課)

平和 ・人権学級

(市民館)

男女平等推進学級

(生涯学習課)
共学セ ミナー

(生涯学習課)

市 民 自主企画 事業

(たまあそぼう会・世界

のひろば)

●識字ボランティア

研修

(生涯学習課)

障害者ボランティ

ア研修

(生涯学習課)

人権教育ファシリ

テーター養成研修

(生涯学習課)

・学習相談

(市民館)

学校 ・関連行政 ・

民 間 ・団体等

冊子 ・広報 誌

標 語 ・ポス ター

ガイ ドブ ック

(市民局 人権・男女共

同参画室)

(男女共同参画センター)

(健康福祉 局)

人 権 フオー ラム

(市民局 人権・男女共

同参画室)

日本語教室

外国語講座

(国際交流センター)

起業家セ ミナー

アサー シ ョン トレ

・一ニ ング

(男女共同参画センター)

生活能力訓練

(健康福祉局)

T区 ふれあい祭 り

(社会福祉協議会)

研修事業

(K市人権擁護委員協議会)

K市 人権 オ ンブズ

パ ー ソン制度

(K市人権オンブズパーソン)

チ ャイル ドライン

(民間ボランティア団体)

ハ ロー ・ウィメン

ズ110番

現状の問題点 ・課題

①広報が伝わってい

るの か わか らな

い。

②啓発活動が固定化

している。

①国際理解を進めて
いく必要がある。

②ボランティア問の

意思統一が不十分

③参加者の固定

④参加者の開拓

⑤家庭教育の充実

⑥子 ども向けの講座

が少ない。

⑦大学との連携強化

①ボランティアとし

ての 心構 えや 意

識、態度に温度差

がある。

②研修のねらいに学

習者のレベルが到

達 しない。

①学校 との連携が弱
い。

②大学の資源活用が

できていない。

問題解決 ・課題達成のため

の方向性

①対象者(子 ども ・高齢者
・在住外国人)を 明確に

した広報誌の作成

②事業に関連 させた啓発活

動 を実施する。

①在住外国人と市民 との交

流 の場 を増やす ととも

に、在 日外国人同士の交

流を促進するような場 も

増やす。 さらに識宇学級

の指導者 と学習者が相互

に教え合えるようなシス

テムを構築す る。

②ボランティア研修の充実

を図る。

③参加しやすい身近な課題
の設定

④出前講座の実施

⑤親子で参加できる講座の

開設など特化 したプログ

ラムを実施する。

⑥子 どもたちが参加できる

体験型の人権講座 を実施

する。

⑦大学と連携 したプログラ
ムを設 ける。

①ボランティア自身の資質
の向上を図るための学習

機会を設ける。

②専門的知識の習得のみな

らず人間性豊かな対応が

できるよ うな資質の向上

を目指 した研修プログラ
ム作 りを実施する。

①学社連携事業の開発を進

める。

②大学の施設活用や講座開

催及び講師 ・学生ボラン

ティア派遣の働きかけを

行 う。

(男女共同参画センター)



<様 式4>

Ⅳ

年間事業計画(平 成17年 度人権教育事業計画)

(1)社 会教育 目標

(2)人 権教育 目標

(3)社 会教育行政 目標

(4)人 権教育行政目標

すべての人々が、互いの個性や人格を尊重 しあい、「差別」や 「偏見」
のない平和な 「人権 ・共生のまちづくり」をすすめよう。

基本的な人権を尊重する精神を持ち、あらゆる差別の解消に努力する豊
かな人間性あふれる市民となるための学習活動をすすめよう。

(1)人 権尊重と共生社会創造の精神に基づいて事業を行 う。

(2)ま ちづくり ・市民活動を支援 し、あらゆる場面での市民参画と協働
による市民自治の実現をめざす。

(3)市 民の自主的学習支援システムを構築するとともに、市民ネッ トワ
ークづ くりを推進する。

(1)人 権思想の高揚 とその普及啓発を行 う。
(2)相 談機能の充実 と自立支援体制の整備を図る。
(3)市 民の参画による人権関運施策の推進を図る。

(4)市 民 ・企業 ・自治体が ともに取 り組む人権尊重社会を構築する。

(5) 人権教育年間事業計画表

区 分

啓

発

・
広
報

学

級

講

座

事 業 名

人権啓発広報活
動

たまたまウォー
ク

識字学級
識字学級
国際理解講座

平和 ・人権教育
人権カンガルー
講座

平和 ・人権教育
ニューシネマ
パラダイス講座

障害者青年教室

事 業 の 目 的

人権問題を身近な問
題として捉えてもら
うとともに、人権意
識の高揚を図る。

人権に関する事業や

それを行っている関
連施設を訪れ、幅広
い年齢層への様々な
人権問題の意識啓発
を図る。

外国人市民等が 日常
生活に必要な日本話
を身に着けるための
学習 を行 うと とも
に、多様な文化をも
つ市民がともに生き

る地域社会の実現を
めざす。

親子で参加できる体
験型の人権講座 を実
施 し、人権尊重の精
神を養 う。

市民 と大学生が共同
で「人権啓発 ビデオ」

を制作することで、
その主体的な制作 ・
広報活動を通 して、
「人権啓発 ・意識高

揚」をめざす。特に
大学生 と市民に呼び
かけることで、双方
の生涯学 習推進への

連携強化 もめざす。

グループ行動を通 じ
て、仲間との結びつ
きを深め活動範囲を
広げる。

事 業 内 容

冊子 ・広報誌 ・リー

フレ ッ ト ・ポ スター

※内容 に応 じて、子

ども ・家 庭 ・外 国

人等配布 対象別 に

作成す る。

人権 ウォークラリー
(住民参加型学習)
※人権フォーラムと
の関連 事業

日本語学習を通して

学習者 と学習支援者
(ボランティア)が
学びあ うとともに、
互いの文化への理解

を深める。

平和について考える
朗読劇、ロールプ レ
イ等の疑似体験型学

習などを通 して、人
権 感 覚 を豊 かにす
る。

「人権啓発 ビデオ」
の制作スタッフ(監

督 ・脚 本 ・出演 者
等)を 募集 し、参加
者が共同で ビデオの
企画、脚本づ くり、

撮影等の作品制作を
行 う。

メンバーとボランテ
ィアの交流を推進す
る。

対象者 ・

定員

市民

市民500名

外国人市民等
昼 ・夜
各80名

区内の小学3
・4年 生とそ

の保護者
20組

市民
区内大学生
50名

区内の障害の
ある青年
40名

実施期間 ・

回数

随時

年度当初

年40回

(昼 ・夜)

6～9月

夏期

1回

7回

38回

6回

(A・B)

予算

(千円)

4,800

400

1,000

75

500

150

備 考

市長部局
予算

賞品を美術
館、博物館
の入場券と

する。

小学校 と連
携 して、受
講 者 を 募
る。

完成 したビ
デオは、地
域内の各小
・中学校や

図書館に配
布 し、大学
においても
上映する。



区 分

学

級

■

講

座

事 業 名

共学セ ミナー

(ダ ンス ・デ ・
コ ミュニケー シ

ョン)

男女共生セ ミナ

養

者

ア

害

イ

障

テ

・

ン
座
字

ラ
講
識

ボ
成

事 業 の 目 的

様々な動きを体験 し
なが ら、自己表現を
楽 しみ障害のある人
もない人 もともに学
びあい新 しい関係作
りをする。

男女平等に関わる人
権意識を高め、男女
ともに自立 し、平等
で快適に暮らしてい

くことをめざす。

人間性豊かな対応が
できるよ うな資質の

向上を図る。

事 業 内 容

コ ミュニケー シ ョン

ダンスの練習 と発 表

講義 とグループワー
クによる演習

外国人市民や障害者
の背景を学び、その

人たちを支援す るた
めのスキル を学ぶ。

対象者 ・

定員

15歳以上の知

的障害のある
人と区民
各15名

市民30名

市民20名

実施期間 ・

回数

10回

10回

年間
各講座
20時 間

予算

(千円〉

150180

300

備 考

保育つき

市長部局予
算

研

修

相
談

・
連
携

人権教育
ファシリテー一
ター養成研修

人権学習相談支
援窓口

人権教育を推進する
ファシリテーターを

養成する。

人権学習相談支援窓
口を設置するととも
に、情報収集、情報
提供をし、学習支援
を図る。

国際理解教育で扱 う
様々な概念を整理 ・
体系的に理解できる
よ うにす る とと も
に、参加者がビジョ
ンを持って幅広いテ
ーマに応用できる、
アクティビティやス
キル トレーニングを
行 う。

情報収集 ・提供

市民30名

指導者 ・市艮 随時

3日 間 1,500

4,000

市長部局予
算

講座 終了後、
各学校の人
権教育担当

者 と共同で
事業開発を
行 う。

臨時職員の
配置
IT機 器の
維持管理



<様 式5>

V

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

人権教育学習プログラム(個 別事業計画)

事 業 名

事業の 目的

実施主体

対象者 ・定員

学習期間 ・学習時間(回 数)

学習場所

学習目標

人権カンガルー講座

親子で参加できる体験型の人権講座を実施 し、人権尊重 の精神を養 う。

K市 教育委員会(T市 民館 ・T区 内小学校)・T区 町内会連合会

小学3・4年 生とその保護者20組

6月 ～9月

T市 民館 ・T区 内小学校

1回 の学習時間 2時 間×5回 4時 間 ×2回

親子で、様々な人権問題について考えることを通 して人権感覚を豊かに し、

進んで人権問題の解決に向けて行動できるようにする。

8)

回

1

6月

2

6月

プログラムの展開

学 習 テ ー マ

人権 フォー ラム

(た また ま ウォー ク)

ウォ一ミングアップ
「行列のできる人権相談

あなたにジャッジ」

男女共同参画
「自分 らしく

生きていこう!」

学 習 の 内 容 と 方 法

人権カンガルー講座のPR

事前アンケー ト

オリエンテーション(受 講者 に対して
の説明)
アクティビティを通 して、人権に対す

る興味を持ってもらう。
〈ワークシ ョップ〉

家族をテーマに、性 ・親子 ・夫婦など
を入れ替えてロールプレイを行い、み
んなで男女共同参画について考える。

まとめの話を聞く。

学習支援者

社会教育主事

人権教育ファシ
リテーター

女性 セ ンター 職

員

(コ ーデ ィネ ー

ター)

備 考

各回事後アンケー トを とる

日曜10:00～

日曜10:00～

〈 ワー クシ ョップ ・講義 〉

3

7月

障害者
「ふれ あいオ リンピックに

参加 しよう!」

障害者の方への接 し方や支援の方法を
学ぶ。障害者青年教室の活動(運 動会)
に参加する。

障害者青年教室
ボランティア

N小 学校

日曜10:00～15:00

〈講義 ・実技 〉

4

7月

外国人
「めざせ地球人!」

外国人の生活に学ぶ

親…座談会（ 講義 と話 し合い）
子…体験 と話 を聞 く

（講義とワー クショップ）

親…外国人市民
代表者会議
メンバー

日曜10:00～

子…ふれあい館

職員

5

8月

平和(公 開講座)
「『へいわ』って

なんだろ う?」

朗読劇
スライ ド上映 (解説つき)
生活体験 コーナー(す いとん)

〈鑑賞 ・実習 〉

戦争を語 りつ ぐ
会
K市 地域史研究

会

区内3校 で実施

日曜10:00～

地域老人会メン
バー

6

8月

7

9月

インターネ ット(公開講座)
「ネチケッ トに

ついて学ぼ う」

ふ りかえり
「『わたしたちの町の

人権宣言』 をつ くろう」

イ ンター ネ ッ ト上 で使用 され ている言

葉 をも とに、人権 につ いて考 える。

〈ワー クシ ョップ ・実習 ・講義 〉

わ た した ちの町 の人権 宣言づ くり(グ

ルー プワー ク)

発 表 ・質 疑 ・応 答

修 了証 交付 ・ま とめ

くワークショップ・プレゼンテーション〉

情報担当の指導
主事
小学校情報担当
教諭
臨床心理士

社会教育主事

人権教育ファ シ
リテーター

区内3校 で実施

目曜10:00～

修 了 証

日曜護10:00～15:00



第9節 国際理解教育計画

〈分析シー ト１〉

S市A区 国際理解教育計画

1 S市A区 の概要

(1)地 勢 ・地域条件等

①M県 の中央部に位置 し、北西方向に帯状に広がっている。H川(全 長35km)が 区内を東西に貫いている。

② 近代的な都市機能 と豊かな自然環境が共存する。

③ 人 口 は 、282,199人 で あ り 、20代 の 占 め る割 合 が 高 い 。

0～14歳(12.8%)、15～64歳(70.5%)、65歳 以 上(16.8%)

(2)地 域住民の生活状況の特徴

① 区の中央に行政機関 ・金融機関 ・事務所 ・商店が集中し、新 旧の住宅団地群が丘陵地帯に広がる。

② 東部は、宅地開発 と区画整理が行われ人口が急増、北西部では畜産 ・農林業などが営まれている。

③ 外国人登録者は約1万 人(平 成16年)で 、そのうち留学生数は1,800人 である。

(3) 教育 ・文化的環境

学校等数 生涯学習関連施設(民 間を含む)

教育 ・文化的環境の特徴

①T大 学をはじめ多くの大学、研究機関、専門学校があ り、文教ゾーンを形成 しているとともに、国際文化

交流の拠点施設である国際センターが設置されている。

②SLLプ ラン21(平 成6年)で 市民一人一人が生きがいのある充実した学習を実現するため、「市民による市

民のための生涯学習」を基本理念として掲げている。

③ 生涯学習に関する調査の結果、住民が希望する学習内容は以下の通 りである。1位:パ ソコン(37%)

2位1英 語 ・英会話(12%)。 年齢別に見た英語 ・英会話の希望状況は、20代 では1位 、30～40代 では2位 、

50代は4位 となっている。また、60～70代 は5位 以内にランクされていない。*平 成13年 調査



<分 析シー ト2>
2

青

少

年

成

人

高

齢

者

国際理解教育の現状と課題

区

分

教

室

・
講
座

交
流
事
業

教

室

・
講
座

リ

ー

ダ
ー

研

修

交
流
事
業

教
室

.
講

座

施 策

国際社会に積極的
に対応する教育と
子供の個性を尊重
する教育を充実す
る。

様々な分野におい

て、海外都市 との

多様で重層的な交

流を作 り出す。

外国の文化 ・生活

について学ぶ とと

もに国際理解を深
める。

・国籍 ・文化 ・言語

な ど異なる人々が

快適に暮 らせるよ

う国際化を推進す

る。

交流活動や情報の

発信を通 して、コ
ミュニケーション
へ の 関心 を深 め

る。

国際化社会のニー
ズに合わせ世界で

最も幅広く使われ
ている英語を学
ぶ。

外国の文化 ・生活
について学ぶ とと

もに国際理解を深

める。

現 行 の 事 業

社会教育行政

英語で遊ぼう
(小学1・2年 生)

(生涯学習課)
チ ャイル ドス クー

ル

(小学4・5年 生)

(生涯学習課)
キ ッズクラブ

(小学1～3年 生)
(生涯学習課)

子 ども自由塾

(小学3～6年 生)

(生涯学習課)

国際交流事業
青少 年 の海 外 派

遣、受け入れ

(生涯学習課)

タイについての井

戸端会議(公 民館)

国際交流講座(公

民館)
ボンジョール ノイ

タリア(公 民館)

私のスペイン

(スペイン料理)

(公民館)

Let's話 す っ ちゃ

(公民館)

SHALLWEENGLISH

(公 民 館)

シニアのための英

会話、度胸だめ し

(公民館)
老荘学園(公民館)

学校 ・関連行政 ・

民間 ・団体等

小学校英語活動サ

ポー ト事業(学 校
教育課)

青少年国際理解講
座(S国 際交流協
会)

ホー ムステイプ ロ

グラム(ユ ネ スコ)

ア メ リカ交換留 学

生(ユ ネ ス コ)

国際理解教育支援

事業(MIA)
エスペラン ト語講

習会(市 民活動サ
ポー トセンター)

日本語教育市民講

座(艮 間団体)

日本語ボランティ
ア育成講座(国 際

交流協会)

災害(語 学)ボ ラ
ンティア養成(国

際交流協会)

英語 日本語スピー
チフォーラム(民

間団体)
誰かに教えたくな

る日本語(民 間団

体)

現状の問題点 ・課題

社会教育と学校教

育の連携 が不十分
であり、系統的で

ない。

帰国子女対策が少

ない。

交流の場面で、派

遣先での治安に対

する不安が残る。

取 り上げる題材が
表面的であるとと

もに、継続的でな

い 6

学ぶ国が偏ってい
る。

講座開催時間が昼
のため、参加者が

限定されている。

外国人に対する差
別や偏見をなくす

プログラムが少な
い。

教授法だけではな

くボランティア と
しての意識 を高め

るプログラムが不
足 している。

情報の発信を通 し

てコミュニケーシ
ョンへの意欲を高

め る講座 が少 な
い。

高齢者は語学学習
へ のニ ー ズが低

い6

生活習慣を学ぶ揚
がない。
学んだ成果を発揮
す る機会が少 ない。

参加者は固定 して
い る。(経 済的 に

恵まれていない人
のためのプログラ

ムがない。)

問題解決 ・課題 達成の

ための方向性

関係機 関のネ ッ トワ
ークを強化 し、連携

を図っていく。
地域人材等を活用 し、

帰国子女の心のケア
をする。

インターネ ッ トを積

極的に活用 し派遣先
の情報の収集を図る。

新たな国際交流プロ

グラムを開発する。

多様な講師を開拓す
る。
地域を限定 し、長い
スパ ンで世界の各地

域を紹介する。

市民の関心がある講

座 を参加可能 な時間
に開催する。

文化 ・民族 ・習慣 に

関しての講座を開く。
生涯学習ボランテ ィ

アの育成プログラム

の積極 的な導入を図

る。

座学だけでな く、参

加体験型のプ ログラ
ムを組む。

高齢者側か ら見たニ
ーズを把握 し、企画
する。



(1)

(2)

(3)

Ⅳ年間事業計画(平 成17年 度国際理解教育事業計画)

社会教育目標

国際理解教育目標

社会教育行政目標

<様 式4>

様々な人 との関わりを通 して、主体的に学ぶ力を身につけよう。
生きがい作 りや学び直 しを通 して、自分に合った方法で学ぼう。

様々な国の文化を理解 し、自らの生活に生か していける力を身につけよ
う。

文化の違いを超えて、互いに尊重し合い、
つけよ う。

ともに生きていく態度を身に

市民一人ひとりの学ぶ力をはぐくむために、生涯学習施設の機能の充実
を図る。

人材、資料、施設などの学ぶ環境 を市民が活用できるようにす る。

(4) 国際理解教育行政目標 異文化理解に関す る情報提供に努め、生活経験を生かし、社会の変化に

対応できる人材を育成する。

国際交流の場の提供 を通 して、コミュニケーシ ョン能力の育成を図る。

(5) 国際理解教育年間事業計画表

区 分

青

少

年

成

人

教
室

・
講
座

交

流

事

業

教

室

●

講

座

事 業 名

英語であそぼ
う

英語 を使お う

・キ ッ ズ ス ク ー

ノレ

見 るっちやA

知 るすべ世界

Part1

A
界
や
世

ち

ぺ
つ
す

2

る
る
　

見
知
　

世界を身近に
感 じたい
(韓国編)

事 業 の 目 的

ヨ
め

シ

高
一
を

ケ

心
二
関
ユ
の

ミ

へ

。

コ

ン

る

表現力を高める。

外国の文化につい
ての理解を図る。

自分の住んでいる
地域についての理

解を深める。

外国の人の目を通
し、 日本の現状を

見つ め直す機会 と
する。

韓国文化の様々な
側面に触れて 「近
くて遠い国」とい
う既存のイメージ
を払拭する。

事 業 内 容

海 外 のTVを 見
る。

英語の歌、漫画、
ゲームに触れ る。

英語の歌、漫画な
どを和訳、 日本の
歌を英訳 して楽 し

む。
言葉、歴 史、衣服 、

食文化 、遊 び、 日

常生活 につ いて の

学習 をす る。

フィール ドワー ク

を中心 とした地域

調べ をす る。

地域に居住する外

国人へのインタビ
ューを行 う。

地域についての英
語での情報を発信
する。

海外(外 国人、日
本人学校に通 う日

本人)と のインタ
ーネ ットを活用 し

た交流を行 う。

食文化、伝統民族
衣 装 を紹 介 し合
う。
韓国の ドラマの ビ
デオ鑑賞 をする。
鑑賞後、ディスカ

ッションを行 う。
(恋愛観、家族観、

人生観について)
パネルディスカ ッ

ション(在 日韓国

人の 日本観)を 実
施する。

対象者 ・

定員

小 学 生

(1～3年 生、20人)

中学生
20人

小 学 生

(4～6年 生、20人)

小 学 生

(5～6年 生、10人)

中学生
10人

小 学 生

(5～6年 生、10人)

中学生
10人

一般市民

50人

実施期間 ・

回数

隔週1回

(3ケ 月)

隔 週1回

(3ケ 月)

隔 週1回

(3ケ 月)

5～8月

夏季休業中合
宿を含 め10回

隔週1回

(3ケ 月)

月1回

計10回

予算

(千円)

120

120

120

40

20

80

備 考

博物館
学校へ出前
学校から出
前
大学への依

頼

図書館
公民館

公民館

公民館

年度ごとに
テーマを設

定

ハングル文字の学

習をし、講師に簡

単な礼状を書 く。



区 分

成

人

高

齢

者

リ
ー
ダ
ー

研
修

交

流

事

業

教

室

講

座

事 業 名

日本語ボラン
ティア実践講
座

災害(語 学)
ボランティア

実践講座

エ ンジ ョイ い

ん ぐ りっ しゅ

歳 の 差 な ん
て…

やるっちゃグ
ラウン ドゴル
フ

や るす べ

BONSAI

事 業 の 目 的

外国人に対す る差
別や偏見をなくす
ため,異なったもの
の見方価値観 との

出会いを試みる。

災害発生時に外国

籍市民を支援する
ボランティアを育

成する。

英語圏の生活を疑
似体験:し、文化交
流を図 り国際理解
を深める。

話 し合 いを通 して
異 文 化理 解 を図
る。

帰国子女の心のケ
アを図る。

グラウン ドゴルフ

を通 して臆せず コ
ミュニケーション
を図ることができ
る度胸 をつける。

ガーデニングを通

して英国の歴史や
文化に触れる。

事 業 内 容

対象国の言葉およ
び文化に対する学

習を深める。

防災知識習得のた
めの研修会や市主

催防災訓練に参加
する。

外 国人の教員 、留

学 生 とともに 日本

語 を使 わず にロー

ル プ レイ、テ イー

パー テ イー、ゲー

ム な どを通 して楽

しみ なが らコ ミュ

ニ ケー シ ョンを図

る。

高齢者 と小中学生
の帰国子女とのデ

ィスカ ッションを
する。

地域に居住する外
国人と一緒にグラ

ウン ドゴルフをす
ることを通 して交
流を深める。

英国の歴史、文化
について学ぶ。
ガーデニングに関

する知識技術の習

得を図る。

対象者 ・

定員

ボランティア
および希望者
30人

ボランティア

および希望者
50人

一般 市民

30人

小中学生帰国
子女

高齢者
50人

高齢者
居住外国人
各20人

高齢者
20人

実施期間 ・

回数

6時 間

を10講座

研修会2回

訓練1回

通年
計10回

年4回

年2回

年4回

予算

(千円)

200

40

70

0

0

60

備 考

国際交流協
会との共催
公民館

公民館
市消防局、

警察署との
連携

公民館

学校教育課

学校グラウ
ン ド
グラウン ド
ゴルフ協会

との連携

公民館



<様 式5>
V

(１)

(2)

(3)

(4)

(5)

国際理解教育学習プログラム(個 別事業計画)

事 業 名

事業の 目的

実施主体

対象者 ・定員

学習期間 ・学習時間(回 数)

見 るっちゃA地 区 知 るすぺ世界Partl

自分の住んでいる地域についての理解を深める。
外国の人の目を通 し、地域 ・日本の現状を見つめ直す機会 とする。

S市 教育委員会 生涯学習課

小学生(5～6年 生)10人 、 中学 生10人

5月 ～8月 1回 の学習時間 2時 間 ×8回

宿泊(1泊2日)9時 間

(6)

(7)

学習場所

学習目標

図書館 公民館(宿 泊時)

地域調べを通し、郷土についての理解を深める。
外国人へのインタビューを通 し、自分たちの住んでいる地域の現状につい
て考える。

(8)

回

1

5月

2～4

6.

月

5

5

7月

6

7月

7～8

8。
月7

プログラムの展開

学 習 テ ー マ

やっペ

(入学式)

なんだ りかんだ り調べっち

や

(調べ学習)

まず聞くっちゃ

(発表会その1)

準備すっぺし

(宿泊事前準備)

泊まりにあべ
聞きにあばいん

(宿泊学習交流会)

学 習 の 内 容 と 方 法

開講式
オリエンテーション、アイスブ レー
キング 班分け(小 学生2人 、中学
生2人)5班

学習内容の確認

地域調べ(班 別活動)
フィール ドワークは外国人 も一緒に

活動
(H川 、B山 、史跡 、た なばた、伝

統 芸能)

グ ループデ ィスカ ッシ ョン、協議

発表 準備

中間発表会
互いに発表
質疑応答

ふ りかえり
インタビューの事前準備

・公 民館 で宿泊(一 泊二 日)し なが ら
、

地域 に居住す る外 国人へのイ ンタ ビ

ュー を し、 自分 たちの住ん でいる地

域 の姿 につ いて知 る。

〈1日 目午後 〉
・アイス ブ レー キング

・外 国人へ のイ ンタ ビュー

(A地 区の住 みや す さ、住 みに くさ

について)

〈1日 目夜 〉
・外 国人 と一緒 にバ ーベ キ ューを して

交流 を深 める。(含:す ず め踊 り)
・イ ンタ ビュー のふ りかえ り

〈2日 目午前 〉
・協力 しても らった外国人 の方 へ礼状

作 り
・イ ンタ ビュー を もとに発表 準備

学習支援者

居住外国人
図書館司書
社会教育主事
嘱託社会教育主事
ボランティア

居住外国人
社会教育主事
歴史保存会
教職員
図書館司書
嘱託社会教育主事
ボランティア

居住外国人
地域振興課職員
社会教育主事
図書館司書
嘱託社会教育主事
ボランティア

居住外国人
社会教育主事
図書館司書
嘱託社会教育主事
ボランティア

居住外国人
公民館長
社会教育主事
嘱託社会教育主事
ボランティア

2時 間

備 考

2・3回:フ ィール ドワーク

各2時 間

4回： 図書館

2時 間

2時 間
実物投影機

2時 間

公民館
1日 目午後4時 間
1日 目夜2時 間
2日 目午前3時 間

図書館

銭湯へ行 くためのバスを市
より借用



回

9

8月

10

8月

学 習 テ ー マ

いまっと見てみっぺ

(発表会その2)

んでまず

(とりあえず卒業式)

学 習 の 内 容 と 方 法

インタビューの成果の発表会
互いに発表

質疑応答
外国人か らの発表

質疑応答

全体のまとめ
Part2の 概要を知 る

閉講式

学習支援者

居住外国人
国際交流協会
社会教育主事
嘱託社会教育主事
ボランティア

居住外国人
生涯学習課長
社会教育主事
嘱託社会教育主事
ボランティア

2時 間

2時 間

備 考



第10節 健康教育計画

<分 析シー ト1>
M市 健康教育計画

1

(1)

M市 の概要

地勢 ・地域条件等

① 市の中心をT川 やH川 が流れるな ど、緑豊かな環境の中で、「水と緑 と詩(う た)の まち」をキャッチフレー

ズとする北関東の中心都市である。

② かつては絹織物の中心地であったが、今はG県 の県庁所在地 として、政治 ・文化の中心地となっている。

③ 人口、284,334人(※ 平成15年 度末現在)。 人口の推移を見ると現在は横ばいとなっているが、少子高齢化が進

んでいる。平成16年 度中には、近隣町村 と合併し、40万 都市となる予定である。

(2) 地域住民の生活状況の特徴

① 職業別にみると、第三次産業が69%と 多く、職業としては会社員が多い。また、核家族化、少子化のため、一

世帯あた りの人員も年々減っている。

② スポー ツや レク リエー シ ョンを通 じて健康づ く り、仲間づ く りを図 ってい る住 民が多 く、週1回 運動 している

人 は37%で あ る。

③ 高齢化が年々上昇 している。(平 成15年 、65歳 以上18.8%)ま た、死亡者全体の約6割 が生活習慣病(心 筋梗

塞等)に よるものである。

(3) 教育 ・文化的環境

学校等数 生涯学習関連施設(民 間を含む)

教育 ・文化的環境の特徴

① 市内16の 公民館を中心に、住民の生涯学習活動を積極的に進めてお り、各種学習団体やサークル活動が盛

んである。

② 「健康M計 画21」 を作成 し、広報や各種健康教室により、住民の健康づ くりへの関心を高めている。なお、

健康教育については、市保健セ ンター及び教育委員会スポーツ課を中心に推進 している。

③ 健康に関する住民の学習ニーズ調査によると、以前 と比べ健康への関心度は高まっている。特に 「食生活」
「運動」「心の健康」の順に学習ニーズが高い。その結果 を踏まえた市民の健康づくり教育の推進が求めら

れている。



<分 析シー ト2>

2

区

分

広
報

・
啓
発

講

座

●

教

室

相

談

調

査

健康教育の現状と課題

施 策

「健康M計 画21」

を広 く市民に啓発
し、市民の健康 づ

くり運動を推進す

る。

市民が自らの健康
に関心を持ち、健

やかで心豊かな生
活をするための知

識や実践力を身に
つけるための学習

活動を提供する。

① 運動の重要性 と
自己の体力つくり

② 自分に合ったス
トレス解消法の実

践や心の悩みの解

消

③ 生活習慣病予防
のための生活改善

④ 薬物 ・喫煙 ・飲
酒が及ぼす健康へ
の影響

⑤ 食生活の改善

住民の健康づくり

運動への取 り組み

や健康不安を取 り

除くための支援を
行 う。

住民からの健康学

習 の ニ ー ズ を探
り、次の事業に生

かす。

市民の健康に関す
る生活実態把握を

行い、今後の計画

推進のための資料

とす る。

現 行 の 事 業

社会教育行政

健康づ くり計画や健

康教育等の関連事業
の啓発 をす る。(イ

ンターネ ット、広報

紙等)
(生涯学習課)

生き生き健康教室

健康体力づくりの実

践

(公民館)

未 成 年者 の薬物 乱

用 ・喫煙防止教室
(生涯学習課)

エイズ教育(小1保

護者 ・小6児 童 ・中
3・ 高)の 実施

(生涯学習課)

公民館での健康料理
教室
(公民館)

健康づくりやスポー
ツに関する相談や情

報提供

(生涯学習課)

健康づくりのための

学習ニーズ収集
(生涯学習課)

学 校 ・関連行政 ・

民間 ・団体等

すごやか健康教室

(保健センター)

メンタルヘルス講座
「こころの健康づ く

り」(保 健 セ ン タ
.__._

第1回 市民健康講座
「睡 眠 と生活習慣

病 」

(健康福祉課)

M市 母子保健計画

(健康福祉課)

個別健康教室(禁 煙)

(健康福祉課)

思春期保健教育

(小 ・中 ・高対象)

(各学校)

高齢者等に対 して訪

問栄養指導の実施健
康テ レホンサービス

(健康福祉課)

健康 黍目談(窓 ロネ目

談 ・電話相談)

市民健康生活アンケ
ー ト調査の実施

(健康福祉課)
ヘルスアセスメン ト

(健康度評価)の 実
施

現状の問題点 ・課題

広報は配布 してい

るが、健康計画の

関心はあまり高ま
ってい な い。 ま

た、各教室への参

加者も増えていな
い。

教室への参加者が

少ない。

成人層に精神的疲

労 ・ス トレスを感
じている人の割合

が多い。

講座の開設場所が

少ないので、参加
しにくい。

喫煙 ・飲酒 してい

る未成年者の割合
が多い現状が改善

されていない。

性的な成熟の早期

化性 に関する情

報や産業が氾濫す
るなどの社会環境
の変化により性の

逸脱行動が問題化
している。

住民の食生活への
関心は高まってい

るが、実際の食生

活の改善につなが
っていない人が多

い。

健康相談のサー ビ
スを知 らない人が

多い。

医療機関との連携
が不十分

アンケー ト調査の

結果の広報の仕方

及び事業への生か
し方 が 明確 で な

い。

問題解決 ・課題達成のため

の方向性

紙面の工夫等による広報
の一層の充実を図ること

や、地域の公民館等を利

用 してPR活 動を多くす
る。

健康や体力に対する正 し
い認識が持てるよう、ま

た、興味 ・関心が高まる

よう学 習内容 を工夫す

る。

成人が気軽に講義に参加
できるよう、実施時期、

曜 日、時間等 を検討す
る。

地域の公民館で講座を実

施 し、気軽により多くの

市民が参加できるように

する。

中高生向けや親向けの講
座をさらに工夫、充実さ

せる。

現代の社会状況に対応 し
た性に関する指導を効果

的に行えるような、適切

な指導資料や教材を開発

することなどの関連施策

を更に充実する

講座修了者にはたらきか

け、次の講座や各地区で
の講座の指導者や健康づ

くりボランティアとして
活躍 してもらう。

広報活動の充実を図る。

医療機関との連携の強化

を図る。

アンケー ト調査の積極的

な提示方法 の工夫 をす

る。

新 しい健康づくりのため
の事業をアンケー ト結果

より検討する。



Ⅳ年間事業計画(平 成17年 度健康教育事業計画)

(1)

(2)

(3)

(4)

社会教育目標

健康教育目標

社会教育行政目標

健康教育行政目標

<様 式4>

市民一人一人が主体的な学習を通 じて、健康で心豊かな地域づくりを目指

そ う。

健康についての学びを深め、生き生きとした明るい地域づくりに努める。

青少年の健全育成を図る。

社会教育団体及び指導者の育成 と社会教育事業 の活性化に努める。

生涯学習の拠点としての公民館活動の充実を図る。

学級又は講座を充実 し、生涯学習を推進する。

市民一人一人に、より健康に暮 らそ うとする意欲 ・態度を育成する。

各関係団体 と連携を図 りながら、様々な健康教室等を開催 し、生涯にわ

た り健康教育の振興及び指導者養成を図る。

様々な健康教育の場を通 し、市民一人ひ とりのライフスキルの向上を図

る。

(5)

区分

広
報

・
啓
発

講

座

O

教

室

相
談

・
調
査

健康教育年間事業計画表

事 業 名

M市 健康学習講
座案内

「あなたの健康

を診断」

A〈 栄養・食:生活〉
「み んなで広 め

よ う!健 康

料理 」

「みんなで考え
よう!健 康
(運 動 と栄
養)」
「バ ッチ リ健 康

ク ッキング」

①わ いわいコー
ス(親 子)

② バ リバ リコー
ス(成 人)

予病慣習活生③
防 コー ス(成

人 ・高齢者)
「みんな健康ハ

ツスル ハ ツ
ス ル!!」

B〈 運動〉
「健康はつ らつ

教室」

「生涯現役いけ
いけ講座」

「コーデ ィネ ー

ト事業」

参加者の意識調
査

事 業 の 目 的

案内紙を通 し、市民
に講座のねらいや内
容を広く周知する。

自分に合った健康度
のチェックと講座の
お知らせ

食生活を通 して健康
づくりを広めるボラ
ンティアの育成

健康(運 動 と栄養)
に関する正 しい知識
を提供 し生活習慣病
の予防を図る。
一人一人の健康 と生

活の質の向上を図る
ために、適度な運動
のある生活やバラン
スのとれた食生活の
実現を図る。

ライフスキル教育に
よる青少年の健康づ
くりと危険行動の予
防を図る。

運動不足の解消法を
知 り、健康の維持増
進 を図る。
「寝た きりゼ ロ」、
「活力ある生活」を
目指す。

健康学習のニーズに
応 える場づ くりや健
康相談の実施
健康学習のニーズや
満足度の調査

事 業 内 容

案内紙の配布
M市 広報誌や地域
放送を通 し、広 く
案内する。
リーフレット やイ
ンターネ ットによ
る健康チェック

ボランティア会員
研修

管理栄養士による
講演

親子クッキング
(成長を支える料
理)
健康維持のための
バランスのよい食

事 と運動
生活習慣病予防の
ための生活改善計
画
①食習慣健康教育
「ファイ トー発はご

はんから」
②飲酒 ・喫煙の防止「
君はどうする?飲
酒 ・喫煙」③薬
物乱用の防止「
君はどうする?薬
物乱用」

体力測定、運動プ
ログラム

軽スポーツ
サー クル活動
ウオーキング
踏み台昇降
社交ダンス
スマイルボウリン
グ
交流
:事業開催の支援

の査調ト
ー
ケン
施
ア
実

業事と析分の
善
果
改
結
の

対象者 ・

宗騒

全家庭

ボランティア
希望者
30名

成人 ・高齢者
200名

小学生と保護者
20組

成人
30名

成人 ・高齢者
30名

中学生
40名

中高生
各40名

中高生各
40名

成人 ・高齢者
50名

高齢者
30名

随時

随時

実施期間 ・

回数

1回

(4月)

3回

(5月)

1回

(5月)

5回

(6月 ～10月)

5回

(6月 ～10月)

5回

(6月 ～12月)

3回(6月 ～2

月の聞に実施)

2回(6月 ～2

月の問に実施)

2回(6月 ～2

月の間に実施)

50回

(週1回)

35回

(4月 ～12月)

随時

随時

予算

(千円)

200

100

30

20

100

100

1005050

50

50

50

10

10

備 考

健康料理を広め
るボランティア
の育成を図り、

料理教室の援助
をしてもらう。
管理栄養士と
の 連 携 を 図
る。

それぞれテー
マをもった健
康教室を開催
する。

調理の材料費
は参加者負担
とする。

学校 との連携
を図 り、出前
講座を行 う。

講座 ・教室参
加者や高齢者
団体等に調査
を依頼



<様 式5>

V 健康教育学習プログラム(個 別事業計画〉

(1)

(2)

(3)

(4）

(5）

(6)

(7)

事 業 名

事業の目的

実施主体

対象者 ・定員

学習期間 ・学習時間(回 数)

学習場所

学習目標

バ ッチ リ健 康 ク ッキング～バ リバ リコー ス～

一人一人の健康 と生活の質の向上を図る。

地域のボランティアの活動の場を提供する。

M市 教育委員会

成人30名

6月 ～10月 1回 の学習時間3時 間×5回

市内公民館(調 理室 ・講義室) 体育館

食事や運動についての学習をもとに、自分の生活を見直 し、

生活を実践することで、活力ある生活ができるようにする。

より健康的な

（８）

回

プログラムの展開

学 習 テ ー マ 学 習 の 内 容 と 方 法 学習支援者 備 考

みんなで考えよう!「 健康(運 動 と栄養)」 の講演会に参加 した後、この事業に参加する。

1

2

3

4

バランスのよい食事

～食材五色バ ランス健康

法～

バランスのよい食事づ く

り

健康 な生活のための簡単

な運動

高血圧予防のための食事

法

○開講式

オ リエンテーション

○講義

「市民の実態 と生活の改善」

○協議

ある受講生の食事メニューについての

意見交換(6グ ループで)

受講生個々の生活チェック

食材五色バランス料理の夕食メニュー

づ くり

○ ある 日の夕食 メニ ュー づ くり

習)

(調理実

赤、白、黄、緑、黒の五色の食材を使

って夕食メニューを作 り、1日30品 目

の理想的な栄養バランスの食生活につ

いて理解する。

感想、意見

○講義と実技

なが ら運動(料 理 ・仕事 ・テレビを観

なが らできる運動)

ス トレッチ運動

簡単な筋力アップ トレーニング

講義

高血圧の症状について

血圧を下げる食材や食事法

栄養士

保健指導員

食生活改善推進員

社会教育主事

栄養士

食生活改善推進員

ボランティア

社会教育主事

体育指導委員

健康運動指導士

保健師

食生活改善推進員

栄養士

社会教育主事

講義室

市保健センターと連携し、

指導員等 を派遣 して も ら

う。

受講者材料費実費負担

調理室

体育館

協議(血 圧を下げる食材を使った夕食

メニューを考える)

グループ分け

5 受講者オリジナル メニュ
ーの調理 と評価

オ リジナル メニューづ くり(調 理実

習)

グループごとに調理

献 食及び説明

講評

岸 習のまとめ

学習 したことをもとに、個々の今まで

の食生活について見直 したいことを自

己改善カー ドに書き込む。

)閉講式

栄養士

食生活改善推進員

ボランティア

社会教育主事

調理室

受講者材料費実費負担

調理室

自己改善カー ド

(食生活の反省、自己の食:

生活で気をつけたいこと等

を記入)



第１１節 情報化に関する教育計画
<分 析シー ト1>

K市 情報化に関する教育計画

1

(1)

K市 の概要

地勢 ・地域条件等

①K市 はT都 のほぼ中央に位置 し、市の面積は11.48Km2で 、緑 と水に恵まれた地域である。天平13(741)年 に

国内最大規模の国分寺が建立 された古代からの歴史を持つ とともに、江戸時代の享保年間に新田開発が盛んにお

こなわれ、農村として発展 した。明治22年 の市町村制施行で10村 が合併 し、その後町制を経て、昭和39(１964)

年、都内では14番 目の市 としてスター トした。

② 現在のK市 は、JRや 私鉄線の主要な駅がある交通至便な住宅都市で、都心へ通勤 ・通学する市民が多い一方

で、企業や大学 ・高校などの先端知識や技術の拠点が立地しているなど、昼夜、多 くの人が集散 ・通過 している。

このようなことから、K市 は文化や情報の収集 ・発信の面で恵まれてお り、生涯学習社会実現の面で高い可能性

を持っている。

③ 人 口は増加 の一途に あ り、市制施行 後直後 の昭和40(1965)年 の58,464人 か ら平成7(1995)年 に105,786人

(国 勢調査)、 平成12(2000)年 に は111,310人(国 勢調 査速報値)に なった。平成16年 には、113,320人(平 成16

年 住 民基本台帳)で あ り、増加傾 向 にあ る。市 の人 口構 成 は、年少 人 口(14歳 以 下)が 徐 々に減 少 し平成10年1

月 現在では12.7%、 老 年人 口(65歳 以 上)は:増 加 し13.4%と な り、高齢化が進行 してい る。 一方20代 の人 口は、

年 代別人 口比で見 るとT都 の他 市町村 と比較 しても高 く、そ の点 では、K市 は若者 のま ちとい う側 面 もある。

（ 2) 地域住民の生活状況の特徴

① 昼間人口における就業者数 が少な く周辺都市や都心への流出が多い。

②20代 の若 い世代 が多い。(20.1%)ま た 、高齢者 の人 口も多い。(14.6%)

③ 市民意識調査によると、市民の約5割 が 「同好のサークルや グループで」、「本やテレビなどを利用 して一人で」、
「民間の大規模な教室や講座等で」、「市主催の講座等で」等の多様な方法で学習活動 している。

(3) 教育 ・文化的環境

学校等数 生涯学習関連施設(民 間を含む)

教育 ・文化的環境の特徴

① 市民の生涯学習参加への期待が高 く、「市主催の講座等」を中心に市民の多様 な学習要望に応えられ る学

習環境の整備が求められている。

② 学習情報源は「新聞 ・雑誌 ・書籍」が6割 を超えて高 く、あとは 「市の広報誌 など」 「近所の人 ・友人 ・

知人」が約5割 となっているが、20歳 代では 「インター・ネッ ト」が2割 を超えるなど、若い層から新 しい情

報媒体の利用が徐々に進んでいる。

③ ほしい学習情報 として、「教室 ・講座の内容等に関す る情報」を望む割合が飛び抜けて高く、半数を超 え

ている。

(市民意識調査より)



<分 析シー ト2>
2

区

分

メ
デ
ィ
ア
受
容

・
表
現
能
力

メ
デ

ィ
ア
利
用
能
力

情
報
化
を
支
え
る
環
境
づ
く
り

情報化に関する教育の現状と課題

施 策

様々なメディアを

通 じて得た情報 を

取捨選択 し内容を

判断する能力を養

う

メデ ィアを介 して

自ら自分の考えを

世の中に発信でき

る能力を養 う

様々なメディアを

通 して情報を取得

した り発信するた

めの機器を操作す

る能力を養 う

上記の3つ の能力

を支える環境づく

りを行 う

(物的側面から)

(人的側面か ら)

(情報的側面か ら)

現 行 の 事 業

社会教育行政

メデ ィア ・リテ ラ

シー講座/市 氏

(公民館)

メ デ ィア ・リテ ラ

シー向上/市 民

(公 民館)

メデ ィア ・リテ ラ

シー教 育フォー ラ

ム/市 民

(生涯学習推進課)

各 種パソコン習得

講座/市 民(公 民

館、生涯学習推進

課)

高齢者パソコン基

礎講習

(公民館)

情報バ リアフリー

化/障 害者(公 民

館)

小学校パソコン教

室設備開放/市 民

(公民館)

市民用パ ソコンの

常設/市 民(公 昆

館)

青少年インターネ

ットコーナー/小

学 生以 上(公 民

館)

市民パ ソコン教室

指導ボランティア

/青 少 年(公 民

館)

人材バンクの拡充

/市 民(生 涯学習

推進課)

公民館HP(公 民

館)

学校 ・関連行政 ・

民間 ・団体等

メディア ・リテラ

シー向上(男 女平

等人権課)

メデ ィア ・リテ ラ

シー に関す る講 演

会

(PTA連 合 会)

情報学習/小 中学

生

(教育部指導室)

各種パソコン習得

講座/市 民(男 女

平等人権課)

60歳 以上の女性パ

ソコン基礎講習

男女平等人権課)

パ ソコン中級講座

男女平等人権課)

情報バ リアフリー

化/障 害者(生 活

福祉課)

小学校パ ソコン教

室:設備開放/市 民

(教育部指導室)

教育センターコン

ピューター室 ・パ

ソコンの整備(教

育部指導室)

コンピューター実

技研 修 会/教 員

(教育部指導室)

市民 ・ボランティ

ア団体の活動支援

/市 民(文 化 コミ

ユニテイ課)

シルバー人材セン

ターの支援 ・育成

/高 齢者(地 域福

祉課)

シルバーボランテ

ィアの育成 ・活動

支援/高 齢者(地

域福祉課)

市HP(広 報広聴

課)

現状の問題点 ・課題

教育市民会議やPT

A連 合会 で情報倫

理についての問題

が緊急課題となっ

ているが、十分な

対応策がとられて

いない

学校教育でも同様

であるが指導者 レ

ベルで具体的な方

策がない

メディア表現能力

に対応 した施策が

少ない

各講座の人気が高

く全ての希望者が

受講できていない

行政 と民間の事業

連携がない

社会教育行政と他

の行政 との一体感

がない

障害者対象の講習
が少ない

教材の管理コス ト

が高く学校の機器

の開放が難 しい

パソコンの数が不

足している

指導者の配置や稼

動時間が少ない ・

指導者活用に関す

る予算が少ない

それぞれの学習情

報がまとめられて

いない

問題解決 ・課題達成のため

の方向性

ネ ット利用上のルールや

マナー、危険性について

の知識を身に付けるため

の講座の開設

指導者養成や研修の充実

メディア表現能力を養 う

講座を提供 し、継続して

育成する機会を整備する

民間講座との連携を図 り

つつ、講座を拡大 して提

供する

NPOと の連携 を強化 し、

よ り厚 く講座を提供する

他の行政機関との事業の

体系化を図る

障害者対象の講座の拡充

を図る

家庭用パソコンの収集 と

再利用を行 う

機 器の保守のボランティ

アの育成をする

講座の受講者 な どを指

導 ・支援ボランティアと

して育成する

学習情報の提供の体系化

を図る

学習情報データベ
ース/市 民(生 涯

学習推進課)



<様 式4>

Ⅳ年間事業計画(平 成17年度情報化に関する教育事業計画)

(1)

(2)

(3)

(4)

社会教育推進目標

情報化に関する教育目標

社会教育推進行政目標

情報化に関する教育行政目標

一人一人が楽 しく学び育つ環境をつくろう。

地域が活力にあふれるまちをつくろう。

仲間 とともに豊かで健康なくらしをつくろう。

メディア受容能力を高めよ う。

メディア表現能力を高めよ う。

メディア利用能力を高めよ う。

あらゆる年代で誰もが学べる学習の場を提供する。

現代的課題に対応 した学習の場を提供する。

学んだことを地域で生かすシステムを整備する。

情報の取捨選択能力を向上させる場を提供する。

情報発信能力高める学習を提供する。

機器操作能力を高める学習を提供する。

情報教育を支える環境を整備する。

(5) 情報化に関する教育年間事業計画表

区 分

メ
デ

ィ
ア
受
容

・
表
現
能
力

事 業 名

メデ ィア ・

リテ ラシー講座

「イ ン ター

ネ ッ ト我 が

家 のルール

づ くり」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
探
偵
団
！

「イ ンタ ー

ネ ッ トの光

と影 」

「イ ンタ ー

ネ ッ ト探偵

団HP版 」

「ぶ んNET」

エ デ ィター

養 成講座

メディア ・

リテラシー

啓発事業

「ぶ んNETブ

ツ ク」

社

き

化

生

報

を
！

情
会

る

事 業 の 目 的

ネット利用上のルー

ルやマナー、危険性

についての知識を身

につけるために情報

の取捨選択能力を高

める

市民参画による 「ぶ

んNET」(学 習情報デ
ーターベース)運 営

のために、必要な知

識 とメディア ・リテ

ラシーを兼ね備えた

運営支援ボランティ

ァを養成する

ネ ット利用上のルー

ルやマナー、危険性

についての知識を身

につけるために情報

の取捨選択能力を高

めるために啓発活動

を行 う

事 業 内 容

講座:保 護者向け

「家庭でのインタ
ーネッ ト」

講座:青 少年のた

めのインターネ ッ

トの読み解き方

講座:情 報モラル

の啓発 ・指導者講

習会

講座:ネ ッ ト上 で

の メデ ィア ・リテ

ラシー講 座

講 座:ぶ んNETエ

デ ィター養成

啓発:ハ ン ドブ ツ

ク発行 ・配布

啓発:フ ォーラム

講演会

対象者 ・

定員

保護者

20人

青少年

20人

教員 ・青少年

指導者

30人

市民

子 ども

市 民

(HP作 成経験者)

30人

市民

市民

実施期間 ・

回数

5、6月

6回5会 場

8月

6回5会 場

8月

5回1会 場

通年

10～2月

10回

年1回

年1回

予算

(千円)

900

900

300500200100

備 考

アンケー ト

P連

ア ンケー ト

P連

アンケー ト

将来的に講

座講師に意

見メールを

受付てもら

う。

HP上 で実

施 し、費用

はぶ んNET

設立費に含

む

経済課 ・消

費生活セン

ターと連携



区 分

メ
デ

ィ
ア
利
用
能
力

情
報

化
を
支
え
る
環
境
づ
く
り

事 業 名

パ ソコン習

得講座

「今 さ ら聞

けないパ ソ
コン講座」

「孫 とメ ー

ル 」

「社 会 に ア

クセス」

地域情報ネ

ットワーク

事業

パ ソコン リ

サイ クル

・パ ソ コン リ

サイ クル ボ

ランテ ィア

IT指 導 ・

支援ボラン

ティアの育

成

学習情報デ
ータベース

「ぶんNET」

の設立

事 業 の 目 的

パ ソコン ・インター

ネ ットを利用 して情

報を取得 した り、発

信するための機器 を

利用す る能力を養 う

民間団体等との連携

を図り、高度な学習

プログラムを広 く市

民に提供する

地域や家庭の余剰の
パソコンを回収整備

し、公民館で設置 と

貸 し出しを行 う

講座の受講者 をこれ

か らのIT講 座の指

導 ・支援 リーダーと

して育成する

市内学習情報ポータ

ルサイ トを開設 し、

生涯学習情報の体系

化を図る

事 業 内 容

講座:パ ソコン講

習

講座:高 齢者社会

参加、パソコン講

習

対象者 ・

定員

民

人

市

20

高齢者

20人

講座1障 害者社会

参加、パソコン講

習

事業:民 間企業 ・

大学機関 ・NPO等

との連携事業

事業:パ ソコン回

収 、 パ ソ コ ン 整i

備 、ネ ッ トワー ク

整備

事業:回 収整備ボ

ランティアの募集

運営:指 導 ・支援

ボランティアの育

成

運営:HPの 運営

障害者

10人

民

人

市

20

民

業

市

企

民

業

生

市

企

学

講座の受講者

市民

実施期間 ・

回数

6回 ×3期

5会 場

8回 ×1期

5会 場

8回 ×1期

3会 場

6回 ×1期

3会 場

通年

通年

通年

通年

予算

(千円)

2,700

1,350

810

150

1,000

500

1,000

20,000

備 考

ア ンケー ト

アンケー ト

高齢者相談

室

ア ンケー ト

民間企業 ・

大 学 ・NPO

民間企業 ・

リサイクル

推進課 と連

携

情報システ

ム課 と連携



<様 式5>

V 情報化に関する教育学習 プログラム(個 別事業計画)

(1}

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

（7)

事 業 名

事業の目的

実施主体

対象者 ・定員

学習期間 ・学習時間(回 数)

学習場所

学習目標

「ぶんNET」 エ デ ィター養 成講座

市民参画による 「ぶんNET」(学 習情報データーベース〉運営のために、必

要な知識 とメディア ・リテラシーを兼ね備えた運営支援ボランティアを養

成する

K市 教育委員会 生涯学習推進課 公民館K市 情報システム課

市民(ホ ームペー ジ作成経験者)30人 、(た だ し、公開講座は市民100人)

10月 ～2月

K市 教育センター

①

1回 の学習時間 3時 間 ×10回

「ぶ んNET」(学 習情報デ ー ターべ一ス)の 役割 を理解 し、管理 ・運膏

の手法を学ぶ

②

③

メディア ・リテラシーの概念 を理解 し、情報の活用能力を身につける

ネ ッ トワーク ・エデ ィター と しての 自覚 ・役 割 を理解 し、必要な資 質

を身につける

(8)

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

プログラムの展開

学 習 テ ー マ

「ぶ んNET」 っ て な あ

に?

イ ンターネ ッ トの光 と

影

「ぶ んNET」 作 成 のた

めに1

「ぶ んNET」 作 成 のた

めに2

「ぶ んNET」 作 成 の た

め に3

「ぶ んNET」 作 成 の た

め に4

「ぶ んNET」 を つ く ろ

う!1

「ぶ んNET」 を つ く ろ

う!2

「ぶ んNET」 を つ く ろ

う!3

「ぶ んNET」 で つ なが

ろ う

*評 価

導
入

概
論

各
論
1

各
論
2

各
論
3

各
論
4

実
践
1

実
践
2

実
践
3

ま
と
め

学 習 の 内 容 と 方 法

開講
アイスブ レイク ・自己紹介ゲーム ・グループ
分け
ワークショップ 「生涯学習情報 とは何か」
「 K市 の概要」「社会教育の必要性」
講義 「ぶんNETの 目的及び役割」

講演会 「メデ ィア ・リテ ラシー とは何 か」

講義 「サーバー管理のための知識 と技術」
セキュリティ ・ポリシーとシステム運用基準

学習情報サーバー管理術
サーバー管理データーの漏えい
ネッ ト上の危険性
講義 「ホームページ管理の知識 と技術」
取り扱い情報の可否
ホームページ管理 とルール作 りの方法
市民が参加 と交流 しやすいホームページ運営
のコツ

市民が参加 と交流 しやすい掲示板運営のコツ
市民が参加 と交流 しやすい携帯端末サイ ト運
営のコツ
講義 「情報関連法規」
(著作権 ・肖像権 ・個人情報保護 ・不正アク
セス防止法)
講義 「デジタル ・デバイ ドと社会参加」

講義 「イン ターネ ッ ト利用 のルール とマナ ー

(子 ども ・大人)」

講義 ・ワー クシ ョップ 「学習 情報の集 め方」

演習 「学習情報提供ホームページの作成」

演習 「学習情報提供ホームページの評価

講義 「学習支援ボランティアの資質 とは」
ワークショツプ 「学習支援ボランティア活動
の運営と継続」

グループ ・ディスカッション
「これからのぶんNET」 ①子育て支援、②青

少年問題、③高齢者の参画、④学校 との連携、
⑤他市との連携
講座の評価(感 想 ・今後の活動に向けて)

学習支援者

教育長
社会教育主事

T経 済大学教授
(情報化)

市情報システム課

セキュリティ関連団体

システム ・エンジニア

市広報広聴課

ホームページ作
成企画会社

T経 済大学教授
(情報化)

市情報システム課
インターネット協会
社会教育主事
他市学習相談員
社 会教育 主事

研究者(生涯学習情報

/イ ンターネット)

NPO団 体(ホ ー ム
ページ作成)

社 会教 育主事

研究者(生 涯学習情報

/イ ンターネット)

NPO団 体(ホ ーム
ページ作成)

ボランティアセ
ンター職員

各種団体 ・市民
等関係者

社会教育主事

①HP内 容の評価(相 互評価、自己評価)、②講座内容:の評価(話 し合い、アンケー ト)、

③ボランティア登録者数/受 講者数

備 考

公開講座
公民館ホール
100人
アンケー ト

他市の事例を参考
にする

7回 目に作成 した
HPを 相互評価す
る

7回 目に作成 した
HPを 自己評価す
る

修了証
受講アンケー ト
ボランテ ィア登録

申請書配布



第12節 高齢社会に関する教育計画

<分 析シー ト1>
K町 高齢社会に関する教育計画

1

(1)

K町 の概要

地勢 ・地域条件等

①K町 は、S県 の東部に位置 し地域一の大河T川 を擁 し、水と緑豊かな自然環境の中にある。北は丘陵地帯、南

は大部分が平坦な水田地帯が続き、T平 野の一角を形づくっている。

② 産業構造の特徴 としては、製造業 とサー ビス業で全就業者数の過半数を占め(50.3%)、 農業を中心 とした第

1次 産業は8.2%で ある。

③ 面積 は16.62k㎡ 、 人 口は11,191人 で3,624世 帯 であ る。(平 成16年3月31日 現 在)

(2) 地域住民の生活状況の特徴

①65歳 以上 の高齢者2,500人(平 成16年3月31日 現 在)

(高 齢 化率 平成7年16.7%平 成11年18.8%平 成16年22.3%)

② 就業者の25.0%が サービス業であり、そのほとんどが近隣の都市で日中働いている。一方、製造業は25 .3%で
あ り、町内の中小企業の工場で勤務 している。

③ 高齢者の一人 ぐらしの世帯は、209世 帯(5.8%)で ある。元気な高齢者 もいる反面、S県 内で最も一人当たり

の医療費が高額である。

(3) 教育 ・文化的環境

学校等数 生涯学習関連施設(民 間を含む)

教育 ・文化的環境の特徴

① 「いきいき暮 らせる、すまいるK町 」をテーマに掲げ、子どもから高齢者が、都市的利便性 と自然環境が

共存する快適で住みよいまちを目指 している。

② 公民館、総合運動場、保健センターなど主要な施設が町内に点在 してお り、特に高齢者が利用する場合 に、
施設までの交通や手続きの面で使いづらい。

③ 公民館分館 は、40～150戸 の地区ごとにあ り、地域に根 ざした活動(地 区運動会、まつ り等)を 行 ってい

る。

④ 高齢者層や若年層の学習関心は高 く、生涯学習関連施設の利用率が高い。その反面利用者の固定化がみら

れる。また、30～40代 の特に男性の社会教育事業への参加は少ない。



<分 析シー ト2>

2

区

分

家

庭

教

育

少

年

青

年

成

人

女

性

高

齢

者

高齢社会に関する教育の現状と課題

施 策

核家族化 ・少子化
・地域コミュニテ

ィの希 薄 化 に伴
い、育児不安を抱

える親が増加 して
いるため、親に対

する育児相談を実
施する。

少子化、核家族化
が進行し、人 との
交流経験が不足す
る子どもが多 くみ
られ ることか ら、
地域や高齢者等 と
の交流を図 り、心
のふれあいを通 じ

て、少年期か ら豊
かな心を育む。

高齢 社会 に 向け
て、より多様で効

率的な活動ができ
るように、ボラン
ティア連絡協議会

を核としてボラン
ティア団体のネ ッ
トワーク化を支援
していく。

健康教育の充実や
健 診 な どを通 じ
て、町艮の健康づ

くりに対する意認
を高め、食生活改

善や軽スポーツを
含めた、健康づ く
りを推進 して い
く。

男女共同参画社会

実現のため、育児
休業制度など、町
内企 業 に対 して
「働きながら子育

て出来る職場づく
り」の普及 ・啓発
を行っていく。

高 齢者の経験 や技
能を生かした学校
教育及び社会教育
・就労促進 ・シル

バーボランティア
の推進など、高齢

者が生きがいを持
って暮 らせ る地域
づ くりを目指 して
い く。

現 行 の 事 業

社会教育行政

青少年地区懇談会
(生涯学習課)

子どもクラブペタ
ンク大会

(生涯学習課)

K町 夏まつり

(生涯学習課)

健康フェスタ
ニユースポーツ

体カテス ト
(生涯学習課)
町民運動会
(生涯学習課)
各種スポーツ大会
(生涯学習課)

女性教養講座
講話
(男女共同参画に
ついて)

研修視察
(生涯学習課)

寿 学級
講話
(老いを生きる)
健康管理
(お茶の効用)
時事問題
(総選挙)
人権問題
(公民館)

学校 ・関連行政 ・

民間 ・団体等

育児のつどい
(福祉保健課 〉

親子わくわ くサロ
ン(福 祉保健課)

昔遊び大会
(小学校 との連携)

会
得

ア

議
を

イ

ス
　
　
協

金

テ

ビ
　

り
祉
助

ン

一
ケ
踊
福
補

ラ

サ
オ

・
会

の
ボ
）

イ
ラ
道
社

ら

の
動

デ
カ
茶
（

か
て
活

健康づ くり教室
(福祉保健課)
成人検診
(福祉保健課)

養護老人ホーム訪
問
(婦人会)

いきいきクラブ
レク大会

ダンス、気功

食改善
(福祉保健課)

現状の問題点 ・課題

少子化問題を直接
的に取 り上げた事
業が少ない。
育児相談は、保健
福祉課が所管して
いる。
「親子 わくわ くサ
ロン」は、平日の

午後に開催 され、
共働 きの家庭に対
応できていない。

高齢 者 との交 流
は、学校 ごとに行
っている。

継続的な活動につ
ながらない状況が
ある。

ボ ランテ ィア福

祉 とい う考えが強

く、ボ ランテ ィア

活動 に広 が りがな

い。

ボランテ ィアコー

デ ィネー ターが不

足 している。

町民運動会や各種
スポーツ大会は、

参加者に偏 りがあ
り、自主性に乏 し
く、町民全体のス
ポーツ活動となっ
ていない。
スポーツ関係以外

の社会教育事業へ
の参加が少ない。

男性や事業者な ど
への働きかけがな

い。

学習形態が講演中
心で単調である。

趣味の講座は充実
しているが、技能
や教養を磨 く学習
の場がない。

参加者が固定化 し
ている。
他課 との連携が不
足 しているため、
類 似 の事 業 が 多
い。

問題解決 ・課題達成のため

の方向性

少子高齢社会の問題を考
えるプログラムを企画す

る。
他課 との連携、情報交換
を密に行い、事業を計画

する。
学習者が参加 しやすい時
間帯での研修を企画する
と共に、公民館分館を活
用 して、地域の高齢者に
よる育児相談の場を新た
に設ける。

既存の事業 を見直 し、三
世代 交流事 業を実施す
る。
日常的な活動 とするため
に、学校など、他機関と
の連絡会を行 う。

生涯学習指導者名簿を作
成 し、登録 と啓発を行 う。
自立 して活動できる力を
育み、組織づくりを支援
するために、ボランティ
ア リーダー及び コーディ

ネーターの育成に力を入
れる。

実行委員を広 く町民か ら

募 り、各種スポーツ事業
を実行委員会主体で展開
する。
第二の人生のスター トを
支援するキャリアア ップ
講座や、起業研修の充実
を図る。

の
の
置

座
携
設

講
連
を

る
の
会

き
と
議

で
者
協

加
業
絡

参
事
連

で

、
の
　
。

女

設
め
る

男
開
た
す

ディベー トやデ ィスカ ッ
ションなど、参加型学習

形態を導入する。

特に、学校教育や家庭教
育で高齢者の経験 ・技能
を伝 えるための、実践的
なスキルアップの機会を
設ける。
学習者が参加 しやすいよ
うに交通 手段 を考慮 す
る。
他課 との連携を図ってい
く。



<様 式4>

Ⅳ

(1)

施策の展開(平 成17年度高齢社会に関する教育事業計画)

社会教育目標 心のふれあいを大切にし、支え合い ・助け合 うことによって、誰 もが安
心 して暮 らせる町をつくろ う。

子どもから高齢者までが、健康で生きがいを持 って暮らせるようにしよ
う。
子 どもたちが、健全な心と健康な体を持つことができるよう、地域 ぐる
みで子育てに取 り組 もう。

(2)

(3)

(4)

高齢社会に関する教育目標

社会教育行政目標

高齢社会に関する教育行政目標

ふれあいで、心 うるお うまちづくり。
いつでも笑顔で生き生きと、仲間 とともに学び合お う。

町 ぐるみで、子育て ・老いを考えよう。

世代間交流や地域 との交流 ・町の文化遺産への理解を通 じて、町および
そこで暮らす人への愛着を養い、周 りを思いや り、大切にできる子ども
たちの育成を目指す。
全ての町民が、学習やスポーツに気軽に取り組むことができるよ う、時

代に対応 した機能を有する施設 ・設備の整備や、学習機会の提供を図る。
子 どもたちを 「地域 ぐるみで育てていく」意識の醸成を図る。

世代間交流を推進 し、心のふれあいを通 じて、豊かな人間形成を図る。
健康で生きがいのある豊かな生活を営むために、多様な学習機会を提供
し、自主的な活動を推進する。
地域 ぐるみの、子育て相談 ・支援体制を整備する。

(5) 高齢社会に関する教育年間事業計画表

区 分

家

庭

教

育

少

年

青

年

事 業 名

なかよしクラ
ブ
(新規)

つ どい ・体験
・創作!

ニ ュースポー

ツ
～50年 後 の

K町 ～

(新 規)

ようこそ大セ
ンパイ!
(新規)

カ ッコよくエ

イ ジング!

(新 規)

まなびのクリ
エイ トセ ミナ

(新規)

事 業 の 目 的

誰もが参加しやす
い育児相談や交流
の場を提供する。

少子高齢社会の問
題 を考える機会を
提供する。

ニュースポーツを

中心 とした活動を
通 して、日頃ふれ
あいが少ない世代
間の交流を実施す
る。
各地区に点在 して
いる生涯学習関連
施設 を利 用 して
の、継続的な活動
に発展 させる。

高齢者の豊富な経
験 や 知識 を生 か
し、未来の自分の
生き方を考える機
会を提供する。

生涯学習社会構築
のために、自立 し
て活動できる力を
育み、各団体の活
性化を支援する。

事 業 内 容

公民館や公民館分
館において、高齢
者による子育て相
談や親の情報交換
を推進す る。
公民館において、
講義、グループ討
議等、多様な形態
で学習す る。

講話 ・実習(世 代
に応 じた体づ く
り)

ニ ュー スポーツの

紹介

グラ ウン ドゴル フ

シ ャ ッフル ボー ド
ペタ ンクな ど

自分たちで、用具
やルールを工夫 し
た り教え合った り
して楽 しむ。

ワークショップ
インタビュー
グループ学習
高齢者疑似体験

講義 ・話 し合い
ワークショップ
シンポジウム
実習

講演会
ワークショップ
シンポジウム

調査、研究の成果
の提供

対象者 ・

定員

現在子育てに
関わっている
人
子育て経験者
150人

小中学生
36人

高齢者
36人

成人
36人

生
人
者
人

学

90
齢

18

小

高

中学生
90人
高齢者
18人

町内各団体の
代表者

実施期間 ・

回数

月9

回

回

～
2

10

月

月

計

5

7月 ～2月

2時 間 ×10回

10月 ～12月

90分 ×6回

10月 ～12月

90分 ×6回

4月 ～5月

計5回

予算

(千円)

60

380

24

24

60

備 考

福祉保健課
との連携で
事業を企画
し、公民館
で開催する
場合の交通
手陵を確保
する。

学校と協力
した広報活
動

の
く

の
　事
　げ

も
つ
中
　の
　な
　
。

ど
所

の
　つ
つ
く

子
場
　」
と
に
い

「
居
り
ひ
業

て

の
学
グ
て
連
　
。

校
な

ロ
し
の
る

学
的
プ
と
と
図

中
合
の
ム
校
を

小
総
習
ラ
学
携

ボランティ
ア連絡協議
会を中心に
運営



区 分

青

年

成

人

女

性

高

齢

者

事 業 名

ボランティア
人材バンク事
業
(新規)

K町 夏まつ り
(継続)

シニアの生き
方発見講座
(新規)

健康フェスタ
(継続)

町民運動会
(継続)

各種スポーツ
大会(継 続)

すまいる成人
塾
(新規)

働 く女性の応
援団
(新規)

寿学級
(継続)

まちづくりベ
テラン講座
(新規)

事 業 の 目 的

地域 の教 育資源
(人材)活 用を含
めた学習機会の拡
充のための情報提
供をする。

様々な団体が連携
をとりながら、生
きがいづ くりを推
進するとともに、
みんなで支え合 う
思いや りのあるま
ちづくりを目指す。

現在の生活の基盤
を見直し、これか
らの人生を豊かに
過ごすための方策
を考える機会を提
供する。

実行委員を広 く町
民から募 り、各種
スポーツ事業を実

行委員会主体で展
開する。

男女で共に、男女
共同参画社会や老
いを考える、参加

学習形態を取 り入
れた講座を提供す
る。

町 内企 業 に対 し
て、 「働 きなが ら
子育てできる職場
づくり」の普及 ・

啓発を推進 してい
く。

健康で生きがいの
ある豊かな生活を
営むための、学習
や 体 験 を提 供す
る。

学校教育や家庭教
育で、高齢者の技
能 を伝 える ため
の、実践的なスキ
ルア ップの研修を
行 う。

事 業 内 容

の
録
配
望
適
介

者
登
戸
要

、紹

導

、全

の
合
を

指

い
を
民
場
者

習
行
ト
町
た
導

学
を

ス

、
つ
指
　
。

涯
録
リ
し
あ
な
る

生
登
者
布
が
当
す

よさこいお どり、
出店、カラオケ大
会等を、実行委員
会中心に運営 して
いく。

講演会
(今後のライフプ
ランや起業につい
て考える)
(時事問題)
演習(こ れ か らの
マネー プラ ン)

実 習(IT)

健 康 フェス タ
ニ ユー スポー ツ

体力 テス ト

町民運動会
リレー ・
分館対抗種 目

スポー ツ大会

バ レーボール ・野

球

スーパー キ ックベ
ースボール

講話
ディベー ト
ディスカッシ ョン
研修視察

事業者との連絡協
議会の設置
話し合い
講話

講話
レク大会
ダンス
実習(食 改善)
研修旅行

講義(住 民参画 と
まちづくり)
実技(ボ ランティ
ア活動の実際)
グループ討議(社
会参加について)
(世代間理解から
世代間交流へ)

対象者 ・

定員

町民及び町内
在勤者

町内各種団体
ボランティア
(実行委員と
して30人)

40歳 前後の成
人
30人

町民

30歳 ～

50歳 の

男20人

女20人

企業代表者
20人

社会教育主事
2人

高齢者
150人

高齢者
40人

実施期間 ・

回数

年1回 配布

6～8月
10回
(実行委員会
も含む)

月3

回

回

～
2

10

月

月

計

11

11月

10月

4月 ～1月

月10

回

回

～
2

10

月

月

計

6

7月 ～8月

2回

10月 ～3月

計10回

4月 ～6月

週1回

計10回

予算

(千円)

20080

200

100

1,500

8003508030050

備 考

近隣の地方
公共団体と
の連携

商工会との
連携

種 目決定等
計画段階か
ら、実行委
員会主体で
行 う。
(会議は随
時行 う。)

各企業への
事前の案内
を配布する

福祉保健課
との連携で
事業を企画
し、交通手
段を確保す
る。

社会福祉協
議会や学校
教員の協力
を得て行う



<様 式5>

v

(１）

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

高齢社会に関する教育学習 プログラム(個 別事業計画)

事 業 名

事業の厨的

実施主体

対象者 ・定員

学習期間 ・学習時間(回 数)

学習場所

学習目標

つどい ・体験 ・創 作!ニ ュースポー ツ～50年 後 のK町 ～

ニュースポーツを中心 とした活動を通 して、日頃ふれあいが少ない世代間
の交流を実施 し、高齢社会に関する教育を推進す る。
各地区に点在 している生涯学習関連施設 を利用しての、継続的な活動に発
展 させる。

K町 教育委員会 体育指導委員会
協力機関(グ ラウン ドゴルフ愛好会、社会福祉協議会、 S大 学など)

(小中学生12人 高齢者12人 成人12人)×3会 場 合計108人

7月 ～2月

総合運動場

1回 の学習時間

保健センター K町 小学校

2時 間 ×10回

ニュースポーツを通 して、いろいろな世代の人々との交流を深める。

体験活動や話 し合いを通 して、それぞれの世代で高齢社会を考える機会 と
する。
みんなが楽 しめるニュースポーツを創 り出す ことで、地域への愛着や思い
や りの心を身につける。

(8)

回

1

2

プログラムの展開

学 習 テ ー マ

わ くわ く開講式
「GO!GO!ゴ ル フ」

高齢社会を考える1
「50年後のK町 を

考えよう」

学 習 の 内 容 と 方 法

開講式

オ リエ ンテー シ ョン

実技

グラウン ドゴル フ

(6人1組 ×9ホ ール)×2回

演劇鑑賞 「50年後のK町 」
「50年後 の家族や社会の姿がどう変

わっているか」をテーマに演 じても
らう。

3部 屋に分かれて活動
コーディネーター中心のディスカ ッ

シ ョン
自己紹介及び劇を観ての感想発表を
する。
望ましい50年 後のK町 について語 り
合 う。

学習支援者

体育指導員
公民館職員
グラウンドゴ
ルフ愛好会

公民館で活動
している演劇
サークル

福祉 ボ ランテ

ィア

(コ ーデ ィネ
ー タ ー と し

て)

備 考

108人 全員で実施
く評価〉

みんなでグラウンドゴル
フを楽 しめたか。(実 技

終了後、各チームで感想
発表をする。)

108人 全員で実施
く場所>
K町 公氏館

108人 の参加者 を、活動場
所ごとに3ク ラスに分け実
施
(36人 ×3ク ラス)
〈場所 〉

公民館 内3部 屋

〈評価〉

以下の観点 につ いて、 コ
ーデ ィネー ター か ら問い

か ける。

*小 中学生*
50年後の自分や老いにつ
いて、考えることができ
たか。
*成 人*

高齢社会を見通 したライ
フステージや、これから
の自分の生活について、
考えることができたか。
*高 齢 者*

人生の先輩としての知恵
やカをもって、K町 のま
ちづくりに参加 しようと
い う心情になれたか。

3 「エ ンジ ョイ!ペ タン ク」 実技
ペタンク

トリプルス(3人 対3人)で 行 う

・体育指導員
・公民館職員
・S県 ペタンク

協会
・子 どもクラブ

(ペタンク経験
者)

3ク ラスで実施
〈場所〉
総合運動場
健康 センター
K町 小学校
〈評価 〉
ペタンクについて、第1

回と同じ観点 ・方法で評
価する。



回

4

5

6

7

8

9

10

学 習 テ ー マ

「レツツ！ シヤ ツフル 」

体づくり講座
「間違いだ らけの体の

使い方」

「ホ ップ!ス テ ップ!

フ ライ ン グ」

「チャ レンジ!

ユ ニカール 」

高齢社会を考えるH
「実感!体 験!

未来のわた し」

「つ くろ う!K町 スポー ツ」

ふ りかえ り講座
「決 定!!K町 ス ポー ツ」

学 習 の 内 容 と 方 法

実技

シ ャ ッフル ボー ド

ラ ウン ドロビンで行 う。

(1人 対1人 対1人)

講義
演習
正しい体の使い方
体ほぐし

実技
フ ライ ングデ ィスク ゴル フ

(3人1組 ×12ホ ー ル)

実 技
ユ ニカール

(3人 対3人)

これまでの自分を語る
少人数(各 世代2人 ずつ、計6人)
で、各 自が昔の写真等を持ち寄 り、
提示 しながら話をする。
高齢者疑似体験
高齢者疑似体験器具を身につけて、
加齢に伴 う身体機能や感覚の変化を
実感する。
話 し合い ・ふ りかえり

話し合い及び実技
プ

12人 ×3グ ル ー

グル ープ毎 に、 どの世代 の人 も楽 し

める新 ス ポーツ を創 る。(ル ール 、

用具等)

発表
各グループで新スポーツを発表 し、
クラスで1つ のK町 スポーツを創 り
あげる。

発表
各クラスで完成させたK町 スポーツ
を発表する。
感想用紙の記入
感想発表 ふ りかえ り
各世代3名 ずつ感想を発表する。
閉講式
K町 スポーツ認定式(町 長より認定)
町長 より、本講座で深めたふれあい
を大切に し、高齢社会についての知
識 ・気づきを今後の生活に生かして
い くように話をしてもらう。

学習支援者

体育指導員
公民館職員
S県 レクリエ
ーション協会

S大 学教授
体育指導員
公民館職員

体育指導員
公民館職員
S県 レクリエ
ーション協会

体育指導員
公民館職員
S県 レクリエ
ーシ ョン協会

社会教育主事
公民館職員
社会福祉協議
会
(疑 似 体験指導
・用具操 作)

・福 祉ボ ランテ

ィア

(コ ーデ ィネー

ター と して)

体育指導員
公民館職員
S県 レクリエ
ーシ ョン協会

町長
体育指導員
公民館職員

備 考

各クラスで実施
〈場所〉3カ 所
〈評価〉
シャッフルボー ドについ
て、第1回 と同じ観点 ・
方法で評価する。

全員で実施
〈評価〉
講義 ・実習を通 して自分
の体の使い方について見
直すことができたか。(感
想カー ドに記入する。)

各クラスで実施
〈場所〉3カ 所
〈評価 〉
フライングデ ィスクゴル
フについて、第1回 と同
じ観 点 ・方 法で評価す
る。

各 クラスで実施
〈場所〉3カ 所
〈評価〉
ユニカールについて、第

1回 と同じ観点 ・方法で
評価する。

各クラスで実施
〈場所〉3カ 所
〈評価 〉
以下の観点について、コ
ーデ ィネーターか ら問い

かける。
*小 中学生*
*成 人*

体験活動を通 して、高齢
者の立場を理解すること
ができたか。
*高 齢 者*
自分の経験や思いを、次
世代に伝えることができ
たか。

各クラスで実施
〈場所〉3カ 所
〈評価 〉
各世代が協力 して、みん
なが楽 しめるスポーツを
作ることができたか。(発
表の場でグループの相互
評価をする。)

全員で実施
〈評価 〉
世代間交流を通 して、今
後の高齢社会を考えるこ
とができたか。
(感想用紙に記入す る、)

本講座が修了しても、拠
点 とした生涯学習関連施
設を 「子どもの居場所」
のひ とつとして、自主的
・継続的な活動に発展 し

ていくように支援する。



第13節 生涯学習によるまちづくり推進計画

<分 析シー ト1>
S市O区 生涯学習によるまちづくり推進計画

1

(1)

S市O区 の概要

地勢 ・地域条件等

① 全 国有 数 のター ミナル駅 である0駅(乗 降 客数1日 約619,000人=O区 人 口の約6倍)と 、県内一 の商業 ・業

務地 区を擁 し、交通 ・経 済の中心地 と して発展 してい る。

② 桜の名勝地であるO公 園 ・H神 社など歴史資源や緑も多い。

③ 人 口 は107,146人(、 男 性53,234人 、 女 性53,912人)、 世 帯 数 は46,080世 帯 で あ る 。

(2) 地域住民の生活状況の特徴

① 交通の利便性が高いため、コンサー トや展示会等のイベン トも多く、さまざまな情報収集をしやすい環境にあ

る 。

②O区 は、人口あた りの犯罪発生件数が全国平均の約4倍 と高い。(参 考:H15年 度は1万 人あたり936件)

③O区 の高齢化率は約18%で 、S市 内で第1位 である。(参 考:S市 全体の高齢化率は15.3%)

(3) 教育 ・文化的環境

学校等数 生涯学習関連施設(民 間を含む)

教育 ・文化的環:境の特徴

① 市町村合併 により、区独 自の文化が明確でないなか、地域への愛着(郷 土愛)の 醸成が急務である。

② 地元プロサッカーチームへの応援活動を軸に、生涯スポーツの意識が高まっている。

③ 社会問題やボランテ ィア活動への関心は26%で ある。(市 民意識調査より)



<分 析シー ト2>

22

区

分

学

べ

る

選

べ

る

生涯学習によるまちづくり推進の現状と課題

(生
涯
を
通
じ
て
学
習
で
き
る
環
境
の
創
造
)

(市
民

一
人
ひ
と
り

へ
の
学
習
支
援
サ
ー
ビ
ス
充
実
)

施 策

学習環境
ユニバーサルデザイ

ンによる環境づ くり

や交流の場の充実

学習施設

開かれた生涯学習関

連施設づくり

学習情報
ハー ドとソフ トの整

備

学習機会

多彩な学習機会の提

供

課題学習

現代的課題への対応

家庭での学習親子が

ふれあい、向き合 う

学習の支援

現 行 の 事 業

社会教育行政

学習環境のユニバ
ーサルデザイン化

交流の場(サ ロン)

の拡充

公民館やコミュニ

ティ施設の適正配

置とサー ビス向上

学校施設の有効利

用

図書館の適正配置

生涯学習情報の提

供

NPO・ 民間教育サ
ービスなどの情報

活用

ライフステージに

応 じた学習機会の

提供

生涯スポーツの振

興

文化財の活用、伝

統文化の継承

地 域における安全

教育 ・リスク学習

の推進

消費者学習の推進

環境教育の推進

子育て ・家庭教育

の支援

学校 ・関連行政 ・

民間 ・団体等

福祉のまちづくり

の推進(福 祉総務

課)

地域に開かれた学

校運営の推進(指

導1課)

広報誌の発行(広

報課)

市民のIT活 用の

支援(情 報政策課)

Sシ テ ィカップ開

催事業(ス ポーツ

企画課)

スポーツ文学賞事

業(文 化振興課)

盆栽 文化の振興 ・

活用(政 策調査課)

消費生活安全事業

(消費生活総合セ

ンター)

環境教育 ・学習の

推進(環 境 総務

課 。手旨導1言果)

子育て支援ネ ット

ワーク事業(子 育

て支援課)

現状の問題点 ・課題:

ユニバーサルデザ

インについて十分

に理解 されていな

い

交流の場について

の広報が不足 して

いる

住民ニーズに沿っ

ていない

学習者に情報が届
かない

担当部署の横のつ

ながりがない

内容に偏 りがある

魅力ある講座に結

びつかない

担当部署の横のつ

ながりが不足して

いる

問題解決 ・課題達成のため

の方向性

意識向上と情報提供に努
める

広報を工夫する

住民の参画による企画充

実を図る

広報を工夫する

情報を的確に統括す る部

署が必要である

学習プログラムの精選 と

充実を図る

時代に即応 した職員研修

による企画を充実させる

情報交換の場づ くりに努

める

子育て支援総合事

業(子育て支援課)

生

か

せ

る

(学
習
成
果
や
人
材
の
活
用
促
進
)

学習成果

評価と活用

団体学習活動
自主的な活動の支援

地域社会での学習

相互学習(学び合い)
の促進

学習成果の発表の

機会の拡充

生涯学習人材バン

クによる人材活用

の促進

中高年の人材活用

の促進

学習団体 ・サーク

ルへの支援

家庭 ・学校 ・地域

の連携強化

児童や青少年の体

験活動 ・世代間交

流の場づくり

市民活動団体等支

援事業(コ ミュニ

ティ課)

市民活動団体支援

事業(コ ミュニテ

ィ課)

青少年の健全育成

事業(青 少年課)

個人的な学びで終

わっている

連携不足で人材活

用が停滞している

活動が地域づく り

に結びついていな

い

学校と地域の連携

が不足 している

地域づ くりへの活用のシ

ステムを構築する

地域ボランティアの発掘

とコーデ ィネー トを行 う

共通の目的づ くりによっ

て、連携を強化す る

体験活動 を支援す

る人材の育成 ・活

用



区

分

生

か

せ

る

(学
習
成
果
や
人
材
の
活
用
促
進
)

施 策

まちづ くり

学び合 う地域社会の

担い手づ くり

現 行 の 事 業

社会教育行政

自主企画講座への

支援

地域づくりの人材

確保 ・活用

生涯学習関連施設

での人材活用促進

区のまちづくりへ

の協力

学校 ・関連行政 ・

民 間 ・団体等

地域講師派遣事:業

(指導1課)

シルバー人材セン

ターの充実(高 齢

福祉課)

まちづ くりへの市

民参加の推進(都

市総務課)

市民活動団体等支

援 事業(コ ミュニ

ティ課)

市民活動サポー ト

センターの整備

(コミュニテ ィ課)

環境美化推進事業

(廃棄物政策課)

防犯対策事業(市

民総務課)

現状の問題点 ・課題

2007年 問題で地域

に戻ってくる人達

をどう担い手に し

ていくかが課題で

ある

<分 析シー ト2>

問題解決 ・課題達成のため

の方向性

中高年対象プログラムの

充実を図る



Ⅳ年間事業計画(平 成17年 度生涯学習によるまちづくり推進事業計画)

(1)

(2)

(3)

(4)

社会教育目標

生涯学習によるまちづくり推進

目標

社会教育行政目標

生涯学習によるまちづくり推進

行政目標

<様 式4>

いつでも、どこで も自由に楽 しく学ぶことのできる心豊かなまちづくりを

すすめよう。

身のまわりの環境をふ りかえり、安全で住みよいまちづくりに努めよう。

自ら学び、その学習成果 を地域づくりに生かせるよ う、市民の学び合い ・

交流を支援す る。

教育 ・文化的環境や住民の生活状況等を把握 し、有益な施策 ・事業を実施

することによ り、安全で住みよいまちづくりを推進する。

(5)

区分

学

べ

る

選

べ

る

生涯学習によるまちづ くり推進年間事業計画表

事 業 名

あなたが地域の

ユニバーサルデ

ザイナー

僕 らのまち地域

交流マップ ・コ

ンテス ト

ガチネッ トワー

ク会議

「学ぶ ・はぐ く

む」広場

まなび祭 り

行政スキ研

(理論編 ・実践

編)

事 業 の 目 的

ユニバーサルデザ

イ ンに関する理解

を深め、独自のア

イディアでまちづ

くりに貢献する。

交流の場を、青少

年の力で住民にP

Rし 、周 知 を 図

る。

各小学校と地域の

連携を図ることに

よ り、施設の有効

活用と人的ネ ット

ワークの充実を図

る。

ホームページに生

涯学習情報を集、約

す ることにより、

学習者が情報収集

しやすくする。

幅広い学習機会の

提供と各種学習団

体の交流を図り、

区の文化を創 り出

す。

現代的課題 を市民

と協働で解決す る

ための企画スキル

研修を通 じ、感度

が高く企画 ノウハ

ウを身につけた職

員 を育成する。

事 業 内 容

ユニバーサルデザ

イ ン講 座 を開設

し、住みよいまち

づくりとは何かを

話し合い、O市 へ

提言する.

中学生の手作 りに

よる交流 の場MAP

を作成 し、各校区

内 に全 戸配 布す

る。

各小学校長、 自治

会長、地域ボラン

ティア等で組織を

作 り、連携 した活

動を考案 ・実施す

る。

S市 ホームペー ジ

を活用 した各種学

習情 報 を提 供 す

る。そのホームペ
一 ジ にNPO・ 民 間

教育サー ビスのホ
ームペー ジ との リ

ンクをはる。

講主自るよに体団

座の開催、展示発

ジ一ペム一ホへ表

上のバーチャル体

験

(例:盆 栽 、Jリ
ー グ)

首長部局 ・社会教

育職員合同の、市

民向けプログラム

企画立案研究を行

い、終了後、実際

に市民向けに講座

を実施 ・運 営 す

る。

対象者 ・

定員

全区民

20人

中学生

各校1チ ーム

各小学校長、

自治会長、地

域ボランティ

ア

全区民

全区民

環境総 務課 、

コ:ミュニア イ

課 、公 民館職

員 な ど10人

実施期間 ・

回数

月1回 開催

(12回)

ワー ク(夏 休

み10回)

コ ンテ ス ト

(秋1回)

年10回 開催

通年

5～12月

月1回

(全8回)

1セ ツ ト6回

2セ ツ ト/年

予算

(千円〉

502,300

25

0

500

34×2

セ ツ ト

備 考

社会福祉協議
会と連携

各校単位で参

加

希望者は他校

区分MAPも 入

手可能

既存のホーム
ページの充実

実行委員会形

式(テ ーマ別

に、強化月間

を設定する)

首長部局 ・社

会教育職員と
の協働作業



区分

選

べ

る

生

か

せ

る

事 業 名

子育てよろず相

談所

「ご近 所 の底

力」発掘プロジ

ェク ト

護身術入門講座

キャンバスに描

く街
～街ガイ ドブ ッ

ク作成物語～

防犯バ トネ ッ ト

たちあげ委員会

事 業 の 目 的

子育てに関する各

種事業の連携を図

り、親への支援を

充実 し、地域で子

育てに取 り組む。

安全なまちづくり

の課題を、地域住

民が共有 し、解決

に向けた地域、人

材の発掘 ・活用を

支援する。

団体やサークルの

ポテンシャルを、

安全で住みよいま

ちづ く りに活 か

す。

身のまわ りの環境

を見直して、安全

で住み よいまちづ

くりを目指 した住

民 参 画 をす す め

る。

地域の防犯バ トロ
ールの現状と課題

を把握 ・共有 し、

パ トロールのネ ッ

トワークシステム

を構築する。

事 業 内 容

行政、民間、地域

の子育て関係者が
一・同に集 まり、合

同相談所 を開設す

る。

(例:子 育て支援

課、保健所、子育

てサークル、おば

あちゃんお じいち

ゃん)

公民館等で 「安全
・安心」をテーマ

に した連続講座を

開催 し、地域課題

の抽出と、地域人

材を活用する連携

の しくみ をつ く

る。

合気道や柔道等の

サークルの指導に

よ り、小 中学 校

で、基礎的な護身

術や心構 えの ミニ

講座を実施する。

歴 史講 座 、街 探

検、ガイ ドブック

つ くり等を組み合

わせる。

ガイ ドブックを成

果物 とする。
・治 安 に関す る講

座、意見交換会、

防犯MAP作 成等 を

行 う。

対象者 ・

定員

全区民

高校生以上30

名

小 中学 生30～

100人 程 度

55才 以 上30人

全区民

実:施期間 ・

回数

年3回

5回 連続

通年(随 時)

区内全小中学

校16箇 所

11回

6～3月

月1回

(全10回)

予算

(千円)

150

100

100

150

100

<様 式4>

備 考

ブース展示

実行委員会形

式

市民参画の企

画づくりを成

果とする

防犯バ トネ ッ

ト～委員会の

ア ドバイス等

も参考にす る

小学生にイラ

ス ト提供ボラ

ンティアを依

頼

防犯関係団体

代表者や 「マ

イタウン再発

見」受講者に

企画協力依頼



<様 式5>

V 生涯学習によるまちづ くり推進学習プログラム(個 別事業計画)

(1)

(2)

(3)

(4}

(5)

事 業 名

事業の 目的

実施主体

対象者 ・定員

学習期間 ・学習時間(回 数)

キャンバスに描 く街～街ガイ ドブック作成物語～

身のまわりの環境を見直 して、安全で住みよいまちづくりを目指 した住民

参画をすすめる

O区 拠点公民館 とO区 コミュニティ課による共催事業

55才 以 上 ・30人

5月 ～7月 1回 の学習時間2時 間 ×2回 、 3時 間 ×8

回 、6時 間 ×1回(計11回)

(6)

(7)

学習場所

学習目標

区内各所(O区 拠点公民館等)

郷土の歴史と文化に対する理解 を深める。

ガイ ドブックづ くりを通 して、安全で住み よいまちづくりへの参画意識

をもつ。

地域の課題 に対 して、自分が貢献できることを探る。

(8)

回

1

2

3

プログラムの展開

学 習 テ ー マ

06

　
2
0
0
6
ー

…

間

章

い

時

一

会

3

第

出

ー

第二章

その先に見えるもの

(2時 間)

第三章

いつ も隣に君がいた(2

時間)

導

入

概

尋ム
ロ囲

実

践

①

学 習 の 内 容 と 方 法

開講(講 座の趣 旨 ・概要の説明)

講義 「O区の歴史」

(文化財等を視覚的資料 も用いて学

ぶ)

演習 「お互いを知 り合 う」(自 己

紹介等)

講義と演習 「O区の現状と課題」

(さまざまな視点か ら○区の現状

と課題について学び、意見交換す

る)

グル ープデ ィスカ ッシ ョン 「地域

を見つ め直そ う」

(文化財やモノだけでな く、地域

の課題なども出し合い分野分 けす

る。分野例:家 族お散歩ガイ ド、

防犯ガイ ド等)

学習支援者

S市 教育長(挨

拶)

郷土史研究家

(講義)

社会教育主事

(演習)

S市 コ ミュニテ

ィ課長

S県 警防犯担当

社会教育主事

社会教育主事

備 考

〈場所〉公民館

全員でO区 の歴史につい

て共通認識をはかる。

〈場所〉公民館

地域課題掘 り起こし。

防犯バ トネッ ト事業への

関連づけ。

〈場所〉公民館

小グループ討議で0区 の

問題点 も洗い出す。

関心によって編集グル 一

プを決める。

関心のある分野 ごとに編集 グルー

プをつ くる。

4

5

6

7

第四章

未来予想図

(3時 間)

色景た

ー
つ
間

章

写

時

五

に

3

第

瞳

ー

第六章

想いを形に

(3時 間)

第七章

想いを形に

(3時 間)

vol.1

val.2

実

践

②

実

践

③

実

践

④

実

践

⑤

講 義 「ガイ ドブ ック の つ く りか

た」

グル ープデ ィスカ ッシ ョン

(ガ イ ドブ ックのテ ーマ設 定 と次

回のフ ィール ドワー クの準備)

フィール ドワーク 「我が街探検」

(各テーマごとのグループに分か

れて実際に街歩きをする)

演習 「ガイ ドブック作成①」

(グループ別作業。 フィール ドワ
ークの結果をまとめておおまかな

紙面をつくる)

演習 「ガイ ドブック作成②」

(グループ別作業。ガイ ドブック

の一次完成。小学生にイラス トを

依頼。)

タウン誌編集者

(またはデザイ

ン系の専門家)

社会教育主事

グループに応 じ

て、行政の関係

各部署等か らの

ア ドバイザー

社会教育主事

社会教育主事

〈:場所〉区内各所

紙面作成の技術を学ぶ。

フィール ドワークのテー

マ設定及び行動 日程の企

画。

〈場所〉区内各所

グループ毎に課題を絞っ

た現地研修。

〈場所〉公民館

フィール ドワークで得た

データの整理 とガイ ドブ

ックの基本構想。

〈場所〉公民館

分担、協力 してガイ ドブ

ック原稿作成。

区内小学校 との連携を図

り、まちづ くりへの子ど

も達の参画につなげる。



<様 式5>

回

8

学 習 テ ー マ

第人章

想いを形に

(6時 間)

vol.3

実

践

⑥

学 習 の 内 容 と 方 法

フィール ドワー ク 「トライアル ウ

オー ク」

(グ ループ別 に、他 グルー プ作成

の ガイ ドブ ックを持 って歩 き、チ

ェ ックす る)

演習 「ガイ ドブ ソク作成③」

学習支援者

社会教育主事

備 考

〈場所〉区内各所、公民館

(トライアル ウォー クでの評価を

もとに修正)

9

10

1!

第九章

想いを形に

(3時 間)

第十章

汗と涙の結晶

(3時 間)

第十一章

vol.4

ここか ら始まる物語(3

時間)

実

践

⑦

ま

と

め

①

ま

と

め

②

演習 「ガイ ドブ ック作成④」

(講師によるア ドバイスと最終チ

ェック。発表の準備)

ガイ ドブック発表 とふ りかえり

事例研究 「△△の場合」

(活動継続に向けて、先進的な他

所の事例を聞く)

グループディスカ ッション 「ガイ

ドブックの活用&今 後の活動に向

けて」

(ガイ ドブ ックの作成者 として、

ガイ ドブ ックの効果的活用への方

策を検討するとともに、自らが地

域に今後 どう関わっていけるかを

話 し合 う)

タウン誌編集者

タウン誌編集者

(コメン ト)

タ ウン誌やMAP

づ くりを継続的

に行っている他

地域の市民(事

例発表)

社会教育主事

区長(挨 拶)

社会教育主事

〈場所〉公民館

〈場所〉公民館

グループ毎 に、ガイ ドブ

ックのテーマ と気づ いた

ことを発 表。

〈場所〉公民館

今後のまちづくりへの、

参加者 の主体性 を高 め

る。

協力者にも声かけする。

交流会 「出版記念パーティ」

閉講



第14節 学社連携 ・融合推進計画

〈分析シー一ト1〉

N市 学社連携 ・融合推進計画

1

(1)

N市 の概要

地勢 ・地域条件等

①N市 は、C県 の北部に位置 し、江戸時代の城下町として栄え、醤油の町として有名である。

② 総面積 は103.54平 方 キ ロメー トル で、地形的には、市 の最 北端部 でT川 、E川 が分流 し、東 をT川 、西 をE川 、

南 をT運 河 によって、三方 を河川 に囲まれ る大地 と緑 と水 の町で ある。

③ 人 口は、平成15年 度 にS町 と合 併 し、153,243人 とな った。

(2) 地域住民の生活状況の特徴

①N市 の市民意識調査によると、rN市 は住み良い。1と 回答 した人が7割 を越 えている。理由 として、緑の保

全や自然環境などの生活環境についての評価が高い。

② 平成9年 に、豊かな 自然 と歴史を生か した健康的な文化都市を目指すために、「個性豊かなまちづくりを行 う

人権 ・平和尊重都市宣言」をした。

③ 自治会 ・町内会への加入率は、9割 を越えている。また、6割 以上が地域活動に参加 している。 しか し、居住

年数3年 未満の新住民 の加入率は7割 を切っている。

(3) 教育 ・文化的環境

学校等数 生涯学習関連施設(民 間を含む)

教育 ・文化的環境の特徴

① 各小学校を会場 として、毎週土 曜 日の午前中2時 間、小学生を対象とし算数の学習をするサタデースクー

ルを開設、また、第1・3・5土 曜 目の午前中2時 間、小 ・中学生を対象として 日本古来の伝統的文化 ・芸

術に関するものや体育に関する活動の場 としてオープンサタデークラブを開設 している。指導者は、地域か

ら希望者を募っている。

② 小学校3、4年 生の算数学習では少人数授業やティームテ ィーチングをしている。教員免許状を持ってい

る地域の人が講師として採用 されている。

③ ボランティア活動に住民の3人 に1人 が参加 し、意識の高さが うかがえる。

④ スポーツ関連施設が充実 してお り、利用者も多く関心が高い。



<分 析シー ト2>
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区

分

推
進
体
制

学
習
機
会
の
提
供

学社連携 ・融合推進の現状と課題

施 策

積
め
め

を
た
努

合
る
に

融
す
り

・
進
く

携
推
づ

連
に
制

社
的
体
　
。

学
極
の
る

市民の学習ニーズに
対応 し市民が、個性
ある地域社会の生活
文化を形成する原動
力になるという認識
の もと、子ども逮が
自発的に参加できる
学校外体験学習の機
会づくりに努める。

学習者の多様なニー
ズに対応 す るた め

に、地域の人材 を学
校教育や社会教育に
活かす よう努めると
ともに、教師の地域
活動や社会教育への
参加を推進する。

市民に生涯学習推進
のための情報を提供
す る。(市 民や民間
団体が発信する情報
を含む。)

学習の意欲や喜びを
喚起す る機会を提供
する。
世代間交流を深 める
行事を実施す る。

市民の自主企画講座
などの活動を活発に
するため、学校教育
施 設 の開放 を進 め
る。
児童生徒の体験活動
を深めるとともに、
情操を育み、文化 ・
芸術への関心を高め
るため、学校の社会
教育施設の積極的利
用を図る。

現行の 事 業;

社会教育行政

生涯学習講演会
(生涯学習課)

児童 ・生徒の学校
外体験活動の活性
化
市民の学習機会の
拡充と支援
市民参加型の自主
文化事業
教育環境改善事業
(生涯学習課)

社会教育指導員
社会体育指導員
教育人材バンク
NPOの 活用
(生涯学習課)

生涯学習相談窓口
の開設
(生涯学習課)
公民館だより
(公民館)
まなびだより
文化財だより
(生涯学習課)

文化祭(各 公民館)
教育講演会
(教育委員会)
健康づ くりスポー
ツフェスティバル
の開催
各種スポーツ大会
の開催(市 民大会)
(社会体育課)
マラソン大会
(社会体育課)

社会教育施設無料
開放
(生涯学習課)
スポーツ施設開放
(社会体育課)

学校 ・関連行政 ・

民 間 ・団体等

PTA連絡 協議会
(各学校)
総合学習推進委員
会(各 学校)

学校の活動(各 学
校)
部活動
クラブ活動
体験活動
作文、ポスター、
標語の募集(各 種:
団体)
交通安全教室
(交通安全協会)
伝統文化の伝承
(各保存会)
サ タデースクー一ル
サタデーオープン
クラブ
T大 公開講座

大学公開講座
青少年育成推進委
員(生 活安全課)
PTA連絡 協議会
生活科 ・総合学習

小 ・中学校だより
広報(広 報課)
市政だより
ホームページ

地区別体育祭
出土文化財等展示
事業
各地区体育大会
夏祭 り
み こしパレー ドお囃子
・太鼓演奏

小 ・中学校施設開
放(教 育委員会)
高等学校開放講座
(県教育委員会)

現状の問題点 ・課題

市民 ・行政職員 ・
教員の学社融合へ
の理解が不足 して
いる。
社会教育行政とそ
の他関連団体 ・機
関との連携が図 ら
れていない。

学社融合に取 り組
む姿勢に学校間で
差がある。
学校 と社会教育施
設の連携が図られ
ていない。
学校の教育課程と
社会教育事業の連;
携 が とれ て い な
い。
学習 ニー ズにあ っ

たプ ログ ラム とな
って いない。

地域の人材 を活用
できていない。
学校や地域が人材
バンクを充分に活

用 していない。
教員の地域への参
加 が 不足 して い
る。

学習情報が地域に
活 か され て い な
い。
広報やたよりに 目
を通 している人が
少ない。
人材バンクの情報
が不十分で活用ま
でつながらない。

学校行事 と社会教
育事業の開催時期
の調整がとられて
いない。
単発なものが多く
年間を通 してのも
のが少ない。

学校施設の開放が
十分になされてい
ない。
利用者、利用施設
に偏 りがある。

問題解決 ・課題達成のため

の方向性

学社融合に関する市民、
教育関係者、行政職員が
合同あるいは個別(地 区
ごと)の 研修会 ・情報交
換会を開催する。

各校で学社融合 コーディ
ネーターを決め定期的な
会合を開催 し情報交換を
する。 .

運

査

の

。調
　
。

設
る
求
す

施
す
要
か

育
催
習
活

教
開
学
に

会
を
の
画

仕
会
と
計

と
議
ご
り

校
協
域
取

掌
絡
地
を

広報などを通 して人材募
集 を常時行 う。
人材活用のためのプログ
ラム開発を図る。
学習講座修了者及び教員
に人材バンク登録を依頼
し、資質能力を地域に活
用する。

関連機関 とのネ ッ トワー
クを進め、情報検索を容
易にするシステムの構築
を図る。
メディアを有効に活用す
る。
社会教育施設や学校に相
談窓口を開設 し学社融合
を推進するコーデ ィネー
ターを置 く。

学校 と社会教育の定期的
な連絡会を開催する。
段階を追ってプログラム
構成を図 り、シリーズ化
す る。
学社融合の視点をふまえ
た新 しいプログラムを開
発す る。

学校教育施設を利用でき
る事業の情報提供等を行
う。
行政による学校への啓発
活動を積極的に行 う。
学社融合の視点をふまえ
た計画的な学校開放を進
める。



<様 式4>

Ⅳ

(1)

(2)

(3）

(4)

年間事業計画(平 成i7年 度学社連携 ・融合推進事業計画)

社会教育目標

学社連携 ・融合推進 目標

社会教育行政目標

学社連携 ・融合推進行政 目標

「未来を拓 く文化 とふれあいのまち」を基本 目標 とし、一人ひ とりの生涯

学習活動が個性ある地域社会の生活文化を形成する原動力になるという認
識のもと、学習環境の充実に努めよう。

地域、学校、家庭がそれぞれの教育的役割を果たすために融合し、21世 紀

を担 う 「確かな学力」と 「豊かな心」をそなえた、たくましい児童 ・生徒
の育成に努めよう。

市民の生きがい創出を支援できる地域の教育環境の整備および充実を図
る。

学社融合をめざして、関係機関の協力と連携を深め、地域住民の積極的な

交流の場として施設の有効活用を図るとともに、児童生徒の学びの場 とし
て自発的に参加できる教育環境を整備する。

(5) 学社連携 ・融合推進年間事業計画表

区 分

推

進

体

制

学

習

機

会

の

提

供

事 業 名

N市 地域教育推
進協議会

学社融合シンポ
ジウム

学校開放推進事
業

N市 ふれあいフ
ェスティバル

Nっ 子通学合宿

農業体験教室

発進!N市 民芸
隊

事 業 の 闘 的

学社連携 ・融合推進
体制の基盤を整備す
る。

市民への学社融合の
理解を図る。

学校開放を推進する
ことによって、学校
への理解を図る。

学校や社会教育施設
を利用 し、スポーツ
活動や文化活動を通
して地域での交流を
深める。

し
て
お
育
と
を
を
力
験
る
体
き
活
生

。

生
て
る

地域 の土地 を利 用
し、作物を育て収穫
までを体験する。

N市 の民俗芸能 を学
び、伝統文化に誇 り
と愛着を持たせ る。

事 業 内 容:

整備計画の立案
先進地視察研修
調査 ・実態分析
関係機関との連絡
調整
実行委員会の構成

講演
シンポジウム
事例研究

学校紹介
住民参加型授業参
観
学社融合推進コー
ディネーターの設
置

市民作品展(幼 ・

小 ・中 ・高 ・養護

学校 お よび成人)

グラン ドゴルフ大
会
ソフ トボール大会
本とお話 し会
生涯学習講演会
国際交流
民俗芸能発表会

社会教育施設や民
家に宿泊 し協力 し
て生活体験をさせ
る 。

枝豆
ジヤガイモ
トウモロコシ
(関連教科:理 科)

〈民俗芸能体験 〉

発進!N市 民芸隊
(学習編)
(体験編)
(合宿編)
(発表編)

発信!民 芸隊通信
(関連教科:総 合)

対象者 ・

定員

関係部局
社会教育施設
代表学校代表
商工会代表
保護者代表
30人

市 民

500人

各種団体学校
代表

市民

各小学校5・

6年 生

40人

小学校3～6
年生
80人

N小6年 生
90人

市民
5人

実施期間 ・

回数

年4回

年1回

随時

年1回

年4回

(1週 間)

年2回

(2日 間)

6月 ～12月

年7回

予算

(千 円)

400800
0

5,000

600800800

備 考

教育委員会

教育委員会
文化会館

学校
教育委員会

会
施
員
育
委
教

校
育
会

学
教
社
設
地域住民
婦人会
商工会
関係団体

社会教育施
設
地域住民

学校
地域住民

学校
教育委員会
社会教育施
設
民間企業
NPO団 体
地域ボラン
ティア
保護者
民俗芸能関
係者



区 分 事 業 名 事 業 の 目 的 事 業 内 容
対象者 ・

定員

実施期 間 ・

回数:

予算

(千円)
備 考

学 N市 を食べよ う 地元の特産物 を知 〈調理実習 〉 中学校1年 生 年3回 50 婦人会
習 (郷土料理教室) り、それ を使 った郷 ・枝豆饅頭 づ く り ～高校3年 生 商工会
機 土料理を学習するこ ・煎餅づ くり 240人 学校
会 とで郷土への理解を ・さん がづ くりな ど

の

提

深 める。 (関連教科:家 庭科)

供

人材バ ンク登録 学社融合に対する共 ・人材バンク登録者 人材バンク登 年4回 300 学校
者養成講座 通認識を深め円滑に や登録希望者を対 録者や登録希 社会教育施

人 推 進 して い くため 象に、学校支援ボ 望者 設
に、地域指導者の養 ランティアや各教 200人

材 成 を図 る。 育機関の指導の理
解 を深 め、講座 ・

活 ワー クシ ョップ視

察などを実施
用
学習ニーズ調査 プログラム開発及び ・学校や地域の学習 幼 ・小 ・中 ・ 随時 120 社会教育施

人材バンク作成のた ニー ズを、ア ンケ 高 ・大、及び 設
めの資料 を得る。 一 トで把握 成人の2%

Nネ ッ ト事業 地域の教育資源とし ・社会教育施設 ・学 市民 年1回

900

学校
て提供できるものを 校 ・商 工会 ・農 協 社会教育施

広 一覧表に し、情報を などの間のオンラ 設
報 公開す るシステム作 イン対策
唇 り、それぞれの持つ ・学習情報のデータ

広 情報の検索を容易に べ一ス化 と検索シ

聴 す る。 ステムの整備

提
供 公民館だより 広報誌による定期的 ・広報誌による定期 市民 年12回 1,800 社会教育施

な事業の情報を提供 的な市民への情報 設
す る。 提供
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V学 社連携 ・融合推進学習プログラム(個 別事業計画)

(1) 事 業 名 発進!N市 民芸隊

(2) 事業の目的 N市 の民俗芸能を学び、伝統文化に誇 りと愛着を持たせる。

(3) 実施主体 学校 教育委員会 社会教育施設

(4) 対象者 ・定員 N小 学校6年 生90人 市民45人

(5) 学習期間 ・学習時間(回 数) 6月 ～12月 学習時間 計5回
1回 目2時 間
3回 目2泊3日
5回 目2時 間

2回 目

4回 目

4時 間
2時 間

(6) 学習場所 学校、少年自然の家、社会教育施設

(7) 学習 目標 学習や地域の民俗芸能体験を通 して伝統文化を理解 し、郷士愛を高める。

(8)プ ログ ラム の展 開

回 学 習 テ ー マ 学 習 の 内 容 と 方 法 学習支援者 備 考

地域文化体験 総合的な学習の時間を使って、地域 教職員 学校
の民俗芸能や文化を体験するために、 NPO団 体

事前に学習の準備等を行 う。 地域ボランティア

発進!N市 民芸隊 ○講義:N市 の伝統文化について 民俗芸能関係者 学校
(学習編) 小学生90人 、市民45人 が講義形式で 教職員 対象者アンケー ト

受講 公民館職員
種類 ・バッパカ獅子舞

1 ・つ く 舞

・つ く太鼓

・お はや し

・民俗芸能の種類や歴史を知ってもら

い、地域の伝統文化に興味を持って
も ら う。

発進!N市 民芸隊 ○実習：民芸文化体験 民俗芸能関係者 学校
(体験編) ・全体説明 教職員 対象者アンケー ト

・体験活 動(グ ループ別) 公民館職員
2

・グ ループ ごとの話 し合 い

・コース希望調査

・それぞれ4つ の民俗芸能 の うち、 ど

れをや りたいかを体験 し考えてもら
押

つ 。

発進!N市 民芸隊
(合宿編)

○体験:〈 合宿(2泊3日)〉
・それぞれ希望する民俗芸能 コースに

民俗芸能関係者
教職員

少年 自然の家
対象者アンケー ト

分かれ、指導者について練習 し交流 公民館職員
3 を 図 る。 保護者

・バ ッパカ獅子舞 コース 少年自然の家職員
・つ く 舞 コ ー ス 地域ボランティア
・つ く太鼓 コー ス (練習手伝い一
・お はや しコース 大学生など)

発進!N市 民芸隊 ○発表： 民俗芸能関係者 学校
(発 表 編パー ト1)

・N小 フェステ ィバル で実演 し、学習 教職員
4 した成果を発表 し、地域文化の理解 公民館職員

を図 る。 保護者
地域ボランティア

発進!N市 民芸隊
(発表編パ一 ト2)

○発表：
・N市 ふれあいフェスティバルで実演

民俗芸能関係者
教職員

市文化会館
対象者 ・見学者アンケー ト

5 し、地域の民俗芸能を通 して郷土愛 公民館職員
を育 てる。 保護者

地域ボランティア

発信!民 芸隊通信 ○ ワークショップ:コ ース討議、まとめ 教職員 学校
・コースごとにこれまでの体験な ど通 民俗芸能関係者 対象者アンケー ト
して、N市 の伝統文化を理解 し、感
じたことなどを話 し合い、感想をま
とめ、広報誌を作成 し、市民に配布
す る。
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参考1

参加型学習の様々な手法

1参 加型学習とは何か

(1)参 加型学習の紹介 と広が り

参加型学習は、1980年 代の人権教育、開発教育、グローバル教育、環境教育 といった欧米の新しい

教育運動のなかで起こってきた ものといわれている。イギ リスの開発教育 ・グローバル教育の運動の

1つ であるワール ドスタディーズプロジェク トや人権教育、アメリカの環境教育の活動書が翻訳 され

て広 く知 られ ることになったのである。主なものを紹介 しておく。

・ ラル フ ペ ッ トマ ン 『人権 のための教育 一授業 にす ぐ使 える活動事 例集』 明石書店 、昭和62年

(1987年)、 平成15年(2003年)に 新版

・ サイモ ン ・フィッシャー
、デ ィヴィ ッ ド・ピックス 『WORLDSTLDIES一 学 びかた ・教 えかたハ ン

ドブ ック』 めこん、平成3年(1991年)

・ ア メ リカ森林協議会編 『「木 と学 ぼ う」活動事例集 一PLTACTIVITYGUIDEK-6一 』国際理 解教育 ・

資料情報セ ンター 、平成4年(1992年)

・ グラハ ム パイ ク 『ヒュー マ ン ・ライ ツーたの しい活動 事例集 』明石書店 、1993年

・ スーザ ン ・ファ ウンテ ン 『い っ しょに学 ぼ う一学びか た ・教 えかたハ ン ドブ ック』国際理解 教育 ・

資料情報セ ンター 、平成6年(1994年)

・ デ ィヴィッ ド・セル ビー、グラハ ム ・パイ ク 『地球 市民を育む学習』明石書店、平成9年(1997

年)

日本でも、このような動きに触発 されて、参加型学習に関するいろいろな事例集や指導者養成のテ

キス トが出て くるようになった。

・ 開発教育推進セ ミナー編 『新 しい開発教育のすす め方』古今書院
、平成7年(1995年)、 改訂新

版 、平成11年(1999年)

・ERIC国 際理 解教育セ ンター編 『参加型で伝 える12の ものの見方 ・考 え方』ERIC国 際理解教育セ

ン ター、平成9年(1997年)

・ ユニセ フ 『ユ ニセ フの開発 のための教育』ユ ニセ フ、平成10年(1998年)

・ 角 田尚子 ・ERIC国 際理解 教育セ ンター著 『環境教育指導者 育成マニュアル ー気づ きか ら行動へ

参加型研修 プ ログラムー』ERIC国 際理解教 育セ ンター 、平成11年(1999年)

・ 開発教育研究会編 『新 しい開発教育のすす め方2難i民 一未来を感 じる総合学習』古今書院、平成

12年(2000年)

・(財)国 際協力推 進協会編 『小 中学校教員用副読本 開発教育 ・国際理解教 育ハ ン ドブ ック』(財)

国際協力推進 協会 、平成13年(2001年)。

○ http://www.mofa。go.jp/mofaj/gaiko/oda/kk_krk/kyouzai/handbook/

・ 『じん けんス キル ブ ック』兵庫県 人権 ・同和教 育研 究協議会 、平成13年(2001年)

・ 森 良 ・エ コ ・コ ミュニケーシ ョンセンター 『学びか ら参加ヘ コ ミュニテ ィ ・エ ンパ ワー メン ト』
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萌文社、平成13年(2001年)

・ 開発教育協会編 『参加型学習で世界を感 じる

15年(2003年)

開発教育実践ハン ドブック』開発教育協会、平成

また、最近では、開発途上国の地域づ くりやコミュニティ開発に関する参加型開発の手法(PRA)も 、

国際協力の観点か ら紹介されている。

・ ロバ ー ト ・チ ェンバース 『参加型 開発 と国際協カ ー変わるのはわた したち』 明石書店、平成12

年(2000年)

・ ロバ ー ト・チ ェンバ ース 『参加型 ワー クシ ョップ入 門』明石書店 、平成16年(2004年)

このように、参加型学習は、学校教育や社会教育の領域をこえて、参加型のまちづ くりや地域おこ

しな ど都市計画や社会環境の領域にもその概念が拡大されている。

(2） 参加型学習の特徴

参加型学習は、ともすれば、アクティビティといった言葉に代表 されるように、動きのある学習活

動 といったイメージで とらえられがちであるが、活動における学びを自己啓発やエンパ ワーメン ト、

社会改善や社会創造に結びつけていく 「文脈をもった学習活動 といえる。たしかに、参加型学習は、

テーマや トピックを設 けて、ロールプレイやゲーム ・シミュレーション、ディベー ト、ブ レーンス ト

ー ミング、ランキングなど、刺激的で楽 しく多様なアクティビティを取 り入れている。

だが、参加型学習の特徴は、以下に示 したよ うに、①アクティビティや手法の愉 しさ、おもしろさ

を体験的、主体的に学ぶ(activelearning)、 ②互いに学びあい、自己と他者、地域 と世界との関係

やつなが りにきついていく(interactivelearning)、 ③冷静な思考、話 し合 う力、調査 ・観察 ・表

現するカ、協力する態度を身に付け、市民として社会に参加 しようとする(participatorylearning)

とい う、3っ の契機 を、「ふ りかえ り」(reflection)を 通 して、獲得 しようするところにある。 「ふ

りかえ り」を学びのプロセスに組み込む ことによって、アクティビティ(活 動)と い う 「経験」を通

して、世界 と自分 とのつなが りや関係性に気づき、 自らの存在(内 部)へ のまなざしと外部(コ ミュ

ニティや国家、世界)へ のまなざしを獲i得し、エンパワーメン トと社会変革の契機を得ていくとい う

文脈が、参加型学習 にはあるといえるのである。

(3)学 校教育 との関連

参加型学習は、学校教育では、 「総合的な学習の時間」に見 られるような、子 どもの興味関心を中

心に、学習課題を見つ け、問いを立て、課題を追求 し、調べ、疑問を解決 していく学習活動の導入に

よって、あらかじめ決められた学習内容を学んでいく従来の教科学習に比べると、よりその学習の場

を獲得 しているようにみえる。特に、上述 の第1の 契機である主体的 ・活動的な学習は 「総合的な学

習の時間」に見 られ るものである。

しか し、なんのために学ぶのか といった 目的や文脈を見失った学習も見られるという指摘もある。

第2の 契機はい うまでもなく、特に社会教育との連携においては、第3の 契機 も見落 としてはいけな

い ものである。
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2参 加型学習の形態と学習プログラム

（1）多様な学習形態 と方法

では、参加型学習の手法には、どのようなものであるか。表1は 、参加型学習を、学習形態、方法、

特色、留意点の4つ の項 目か らまとめたものである。

残念なことに、アイス ・ブレーキング、ブレーン ・ス トーミング、ウエ ビング、フォ トランゲージ、

ゲーム、シミュレーション、ロールプ レイ、ディベー ト、ランキング、ルール ・メイキング、ポリシ

ー ・メイキング、リフレクションとすべてカタカナ(英 語)が 並んでいる。参加型学習が欧米から導

入 されたことを如実に示すものである。そこで、稚拙ではあるが、カッコ内にとりあえずの日本語の

名称を付 しておいた。

表1で は、参加型学習を、おおむね、学習の導入、問題の気づき ・発見、課題の探求や事実関係や

原因や結果の分析、問題解決のための考え方や立場の吟味、解決の行動や政策の立案、そ して最後に

ふ りかえりと評価 といった 「学習の流れ」にそって配置 している。

(2)文 脈 としての学習プログラム

参加型学習は活動 自体を自己目的にするものではない。なんのために学ぶのか、何 をめざすのか、

「ね らいや 目標」を明確にす る必要がある。そのためには、学習者が、自らを取 り巻 く社会的な状況

や事象を、学習課題 とするような文脈づ くりを行 うことが必要である。そ うすることによって、問題

の発見、課題の探求や原因結果の分析、解決のための考え方や立場の吟味、解決へむけた行動の立案、

ふ りかえり ・評価 といった一連の学習プログラムが生 じて くるのである。

このような、学習プログラムでは、アクション ・リサーチの手法はよく採用 され ることがある。ア

クション ・リサーチ とは、計画を立て、実行 し、評価するとい う一連の学習過程(い わゆるPlan、

Do、See)を さすものであるが、学習の文脈づ くりの観点からいえば、①気づ く、問いをみつける、

②課題を見つける、③情報をあっめる、背景 ・つなが り・因果関係などを検討する、④行動計画を立

てる、⑤行動する、⑥ふ りかえり、評価 をする、とい う6つ のステ ップが重要である。

表1参 加型学習(筆 者作成)

形態 方法 特色 ・ね らい 留意点

アイス ・プ レ 活動を行う前の緊張ほぐし 自己紹介カー ドやフルーツバスケッ 短時間で緊張が

一キング(緊 ト、バースデー ライ ンによるグルー ほぐれ る

張ほぐし) プ分けなど多様

アイデ ィアなどをたくさん 他人からの批判
・質 よ り量

集めるときに使 う。数人の が自由な発想や
ブ レー ン ・ス ・自由な発想大歓迎

グループで行い、他の人の 発言の妨げにな
トー ミング ・批判 は しない。

発言から連想力を活用す る とい う点 に着
・連想力を働かす。

る 。 目
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形態 方法 特色 ・ね らい 留意点

ウエ ビ ン グ 収集したデータを整理する 収集 したデータがいか されて、相互 で きるだ け多 く

(網の 目関連 た めにカー ドを使 って、ク の関連や関係がわかり、全体の概観 のデー タが あ る

図)、マッピ ン モの巣やマ ップにし、全体 がえられることで、思わぬ発想につ ほ うが よい。

グ(構 造図) を見なが ら討論す る。 なが る。

毛糸を使って、課題や問題 課題にはさまざまな原因やつなが り 文字通 り毛糸が

ウー リー ・シ の相互依存を認識する。地 があり、相互に関連 しなが ら存在 し か らみ あ うので、

ンキング(人 球的課題のような因果関係 ていることを、議論 と説得によって 後片付けなどに

間クモの巣) の複雑さを体感するのによ 「人 間 クモの巣」 に表 してい く。 時間がかかる。

い 。

写真や絵を使い、その中の 写真や絵を見ていろいろな観点でグ 評価や価値に議

フ ォ ト ・ラ ン 人 の立場に立って考 えた ループで話 し合 う。各人で先入観や 論が出やすい題

ゲージ(写 真 り、イ メージや偏見 ・先入 価値観に違いがあることに気づ く。 材(写 真)が よい。

は語る) 観を問い直す。 1枚 の写真を2つ に分断 したものも

あ る。

ルール にそってプ レイ し、 多様な立場や当事者の感情などを共 非競争の原理も

相手や 自分を発見 した り、 感的に理解できる。 「貿易ゲーム」な あ るこ とに気 づ
ゲー ム

コ ミュニケーシ ョンをはか どがわか りやすい。 かせ る。

る 。

学習内容をすごろくのコマ 人生ゲーム的な要素を取 り入れた り 問題事象の導入
ボ ー ド ・ゲ ー

に記入 し、知識や問題につ す るとゲーム的な要素が高まる。 や気づきに適 し
ム(す ごろく)

いて知 る。 てい る。

重要であると見なす要素を 言葉で理解しにくい状況を体験的に 現実を単純化 し

シ ミュ レー シ 現実か ら取 り出して、一定 理解できる。まちづくり教材、多文 ているため、現実

ョン(仮想の の状況を模擬的に設定し、 化教育教材、人権教育教材など多様 との違 い を明確

世界) その中で行動する。 に意識する必要

があ る。

役割を決め、それぞれの役 役の立場や考えを共感的に理解でき 各人の発言の分

にな りきって演 じる。 る。社会的論争問題に活用できる。 析が重要

・完成された脚本を利用す ・比較的行いやすい。 調査の豊富な資

る場合 ・参加者の判断にもとつ く発言がで 料が必要
ロールプ レイ

・脚本 を使わずその場で演
き る。 弱者の立場での

(役割討論)
じる場合 ・学習者自身の調査活動を組み入れ 扱いに配慮を要

・未完成の脚本をもとにそ られ る。 す る。

の場で演じる場合 ・発展すれば学習者 自らが課題につ

いて脚本を創ることができる。
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形態 方法 特色 ・ねらい 留意点

デ ィ ベ ー ト ・テーマ に対 す る認識 が深 ま る。 勝敗 そ の もの よ

(勝ち負け討
あるテーマについてルール

・議論の仕方、説得力のある提案の りも、事前の共同

論)
を決 めて 「反対派」「賛成

仕方が身に付 く。 作業や事後のふ
派」の2チ ームが論争を繰

・資料 を活用する能力が身につく。 りか え りを含 む
り広げ、「審査員」が勝負 を

・異なる立場に対する共感的理解が プ ロセ ス全体 が
判定する討論ゲーム

で きるよ うにな る。 大切である。

ラ ン キ ン グ 9つ の政策カー ドなどをダ 学習者がテーマについて、他の人の 討論を大切に し、

(優先順位を イヤモン ド型にランキング 意見も配慮 しながら、 自分自身の考 譲歩 した り、合意

決める) する。優先順位の理由を明 えを述べることができる。 を得る能力を引

らかにす る。 き出す。

ルール ・メイ 優先順位を決めるまえに、 解決策を自分たちで話 し合い、決め 問題解決能力や

キング(規 範 問題解決のための方針や政 ることができる。それをランキング 合意形成能力が

作 り)、ポ リシ 策 をつ くる。 によって優先順位を決めることもで 高ま る。

一・ メイ キ ン き る。

グ(政策立案)

リフ レクシ ョ 授業や活動で、感 じたこと 教師や講師が一方的にまとめをせず 一人 ひ と りの学

ン(ふ りかえ や学んだことを話 しあった に、参加者の学びを引き出すために び と して ふ りか

り) り、評価 シー トに記入 した 行 う。自己理解や他者理解が深まる。 え り た い 。 「誘

りして検証す る。 学習に対する参加度なども評価でき 導」に注意す る。

る 。

3参 加型学習の実際

(1)ア イス ・ブレーキング(緊 張ほぐし)

① バースデーライ ンによるグループ分け

・すすめ方：

誕生 日を早生まれの順から一列に並んでいく。その際 言葉 を発せずに手話などで行 うとコミュニ

ケーションのスキルが高まる。誕生 日というパー ソナルな情報であるがゆえに互いの緊張がほぐれ

る。一列に並んでいるので、グループ分けにすぐに入ることができる。

・時間：10分 程度

② 自己紹介カー ド

・準備:

A4サ イズかB4サ イズの用紙。マジックなど

・すすめ方：

用紙を4等 分 して、それぞれに①名前や②所属、③参加の動機、④趣味 ・最近考えていることなど

を書き、4人1組 ぐらいのグループに別れて、 自己紹介をする。

・時間：15分 程度
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③ フルーツバ スケッ ト(イ ス取 りゲーム〉

・準備：

グループの人数分より1つ 少ないイス。ただし、10～20人 ぐらいが適切なサイズであろう。これを

超 える場合はグループを複数にするとよい。

・すすめ方:

イスが1つ 足 りないので、誰かが 「おに」になる。最初は指導者がたって(他 は座 る)、参加者の特

徴(服 装、趣味な ど)を 告げ(た とえば 「眼鏡をかけている人」)、該当す る人数が席を立って、イ

スを取 り合 う。負けた人(「おに」)は同様に特徴を告げる。参加者の特徴を指摘するので、どんな

人が参加を しているかがよく分かる。

・時間:15分 程度

(2)ブ レーン ・ス トー ミング、ウエビング、マッピング

① ブ レーン ・ス トー ミング

・準備:

メモ用紙かその大 きさの付箋、マジック

・すすめ方:

ブ レーン ・ス トー ミングは、課題に関わる事象についてできるだけ思いつくこと、考えていること

をメモ用紙 や付箋にかいていく。4～5人 のグループで行 うのが適切である。まず個々人で記入 し、

グループ内で順番 に1人 ずつ、用紙に書いて出 していく。もちろん、いきな りグループで順番に、

用紙や付箋 を出 してい くことも可能である。

・時間=15分 程度

② ウエ ビング(網 の目関連図)、マ ッピング(構 造図)

・準備： ポスター大の用紙(模 造紙、ポスターの裏紙)、カラーマジックー式

・すすめ方:

‡ ブ レーン ・ス トーミングで収集 したデータを整理するために、課題を中心において、用紙 や付

箋を網の 目のよ うに配置 し、関連図に して示す。その際、課題に関わる事象や事柄の関連性やつ

なが りの度合いな どを線の太 さや種類 を使 って示す とさらによい。

‡ マ ッピングの場合は、収集 したデータをいくつかのグループに分け、名称をつけ(概 念化 し)、

構造図として示す。ブレーン ・ス トー ミングで出てきたランダムなデータが、関連やつなが り、

グルー ピングによって意味のあるデータに変化す ることが興味深い。

‡ ウー リー ・シンキングは、ウエ ビングのプロセスを、体験的に行 うものといえる。

(3)フ ォ ト ・ランゲージ(写 真 は語 る)

① 「地球家 族」 「地球 の仲 間た ち」 「切 り取 られ た写真 」

・準備:

写真 また は絵 、イ ラス ト。

教 材 キ ッ トと して 、 「地球家族」*「 地球 の仲 間た ち」**が ある。

*『地球家族一フォ トランゲージ版一』ERIC国 際理解教育センター、平成7年(1995年) 。写真集 『地球家族』

TOTO出 版、平成6年(1994年)を 教材化 したもの。http://www.try-net.or.jp/～eric-net/j-main.htm1
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**開 発教育を考える会 『「地球:の仲間たち」フォ トランゲージバージョンCD版 』、開発教育協会、

平成15年(2003年)http://www.dear.or.jp/index.htm1

・すすめ方:

‡1枚 ないしは複数の写真やイラス トを提示 して、そこから何が分かるか、何が読み取れ るか、

どんな印象 を持ったかを話 し合 う。その後で、その写真の由来や意味などを明らかにす る。両者

の違いを比べることによって、自分の中にある思い込みに気づいたり、多様な見方を獲得す るこ

とができる。一種のメデ ィア ・リテラシーでもある。

‡ また、1枚 の写真やイラス トを半分に切 り取って、片方だけを提示 して、残 りの半分について、

どのようになっているか話 し合ったり、写真全体としてのス トー リーを想像 した りす ることによ

って、両者の違いを比べることもできる(「切 り取 られた写真」***)。情報が限られた開発途上国

のくらしやジェンダーなどの理解に効果的である。

***『 じんけんスキルブック』平成13年(2001年)に サンプルがある。

・時間:1枚 の写真に10分 程度

(4)ゲ ーム、ボー ドゲーム(す ごろく)

① カー ドゲーム 「ちがいのちがい」

・準備:

教材 「ちがいのちがい」

*『新 しい開発教育のすすめ方』(1998)、 『じんけんスキルブック』(2001)に サンプルがある。

・すすめ方:

指導者は、たとえば次のようなカー ドについて、 「あっていい違い」、「あってはいけない違い」、「ど

ちらともいえない違い」に分けるように指示 し、グループで話 し合いをする。参加者各 自の考え方

を意見 として表明することで、議論を促 し、価値 について吟味をすることができる。カー ドの内容

については、身近な暮 らしの事象を扱ったもので、人権やジェンダー、文化理解、国際理解に関わ

るものがよい。

‡ 「日本では自己主張するとで しゃばりだ と非難 されるが、アメリカでは自己主張 しないと低 く

評価 され る。」

‡ 「10歳の安部 さんは毎 日小学校に行っているが、同じ年のフィリピンのオスカー君は毎 日路上

でガムを売っている。」

‡ 「私の両親は、妹には食事の後かたづけを言いつけるが、兄には言わない。」

・時間：1枚 のカー ドに3分 ほ ど。20枚 ぐらいを用意 しておくとよい。

② ボー ド・ゲーム 「強い られた移動」

・準備:

教材 「強い られた移動」

*『新 しい開発教育のすすめ方2難 民』平成12年(2000年)に 詳 しい。

・すすめ方1

‡ 紛争によって難民が発生 し、住み慣れた地から避難 し、庇護を求め、国外の難民キャンプで暮

らし、第三国または母国へ帰還するまでの時間の中で体験することがらを、ボー ド・ゲーム(す
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ごろく)に よって、模擬的に体験する。

‡ テ レビなどの映像で、ともすれば、支援を受けるだけの存在であるように見られがちな難民で

あるが、難民 となった国内外の状況やキャンプでの日常的な暮 らしな どが、「す ごろく」のカー ド

に記 されていて、知識的な理解 も身に付 く。

・時間:50分 程度

③ 「貿易ゲーム」

・準備：

教材 「貿易ゲーム」(は さみ、鉛筆、コンパス、三角定規、分度器、紙を含む教材セ ット。これ らを

以下の三つ のグループのタイプ別に封筒などに入れてお く。)

『新 しい開発教育のすす め方』(1998)『 新貿易ゲーム』開発教育協会に詳 しい。

・すすめ方:

‡ 資源に見立てた紙、生産手段に見立てたはさみ、鉛筆、コンパス、三角定規、分度器をつかっ

て、○や△、□ とい う商品に見立てた製品の生産を競 うゲームである。

‡ 通常、20～30人 ぐらいの人数で、6グ ループに分かれて行 う。資源は多 くあるが生産手段がほ

とんどないグループ、生産手段は多くあるが資源がほとんどないグループ、その中間のグループ

とい う3つ のタイプに別れる。

‡ 生産条件が最初か ら異なっているので、商品の生産競争のなかで、取 り引きや交渉が行われ る。

‡ 最初のスター トで大きな差がついているので、自由競争の結果、富の不公平が生 じて しま う。

自由競争の市場経済が、富の格差を生んで しまうことを模擬的に体験できる。世界貿易のシステ

ムの中では、先進国 と開発途上国、新興工業国に比すことができ、現在の南北問題が、歴史的に

植民地か ら資源を収奪 し、有利な生産条件のもとで、富を蓄積 してきた結果に、生 じたものであ

ることが体験的に理解できる優れたゲームである。

留意点

‡ 「貿易ゲーム」のね らいは、あくまでも、不公正な条件における自由競争が富の格差を生み、

その格差の問題点について考え、その格差を是正するためにはどうしたらよいか、を考えてい く

ものである。 しか し、ゲームとしては、格差のあるグループ間の交渉次第では、困難な初;期条件

を克服 して、ゲームに勝利する場合がある。このようなゲーム性そのものを強調 して、企業間の

競争ゲーム としてすす める人たちもいる(「トレーディング・ゲーム」とい う名称をつかっている)。

・時間：50～90分 。

(5)シ ミュレーション

① 「世界がもし100人 村だった ら」

・準備:

教材キッ ト 「世界が もし100人 村だったら」(ロープ、食糧に見立てたチョコや水、役割カー ド)

*開 発教育協会で手に入 る。

・すすめ方：

「100人村」 とは、世界人 口63億 人を100人 に換算 して、たとえば以下のように、民族、宗教、

富、食糧、教育、医療、紛争など多様な視点から世界の状況を寓話的に語ったもの(『世界がもし

100人 の村だった ら』マガジンハ ウス、平成13年(2001年)
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‡ 「61人 がアジア人です。13人 がアフ リカ人 、13人 が南北アメ リカ人、12人 が ヨー ロ ッパ人、

あ とは南太 平洋 地域 の人 です。」

‡ 「75人は食べ物 の蓄 えが あ り、雨露 を しの ぐところがあ ります。で も、あとの25人 はそ うでは

あ りませ ん。17人 は、 きれ いで安 全な水 を飲 めません。」

30人 、50人 といった人数でできるようしたもので、広めの部屋や体育館などで行 う。参加者は、「役

割カー ド」をもらって、民族や宗教、富、教育、食糧な どの条件をもった、地球人 口を代表す る一

人 となる。そ うすることで、人 口密度の高いアジアや先進国 と途上国にある富や食糧、教育の格差

などを文字通 り体験する。

・時間:50～90分 。

② 「ひ ょうたん島問題」

・準備:

「ひ ょうたん島問題」教材 キッ ト

*藤原孝章原著 ・監修 『CD-ROMひ ょうたん島問題～多文化共生をめざして一参加型体験学習シ

ミュレーション教材』ジークス、平成12年(2000年)

・すすめ方:

‡ 「ひょうたん島」という架空の島に、「カチコチ島」と 「パラダイス島」という2っ の島から移

民がやってきて、同質的な社会であった 「ひ ょうたん島」に、挨拶 ・習慣、祝祭 教育、居住、

環境など多様な レベルで、文化的な摩擦や社会問題が起 こり、その問題の原因や解決について検

証 していくシミュレーシ ョンである。

‡ 問題をめぐるいくつかの立場はロールプ レイ、解決のあり方については政策カー ドによるラン

キング、具体的な解決策はポ リシー ・メイキング、とい うように参加型学習の多様な手法を導入

しているので、討論や合意の形成、意思決定のスキルが身に付 く。

‡ ロールプレイは、社会問題を仮構 してシナ リオをつ くり、問題や課題をめぐる議論について調

べ、一定の立場を論理的に設定し、問題解決のあ り方を追求するものなので、参加者 自身が一連

の学習プログラムとして作成 してもよい。そ うすると、ルールや主張の雌雄を決するディベー ト

にも劣 らない面白さがある。

・時間:50～180分
。

(6)ふ りかえ り、評価

・準備：

評価 シー ト

(気づいたこと、わかったこと、身に付いた力、活動への参加度、改善点 ・意見などの項 目をふ く

む5段 階ない しは3段 階の評価)

・すすめ方1

‡ 評価シー トに記入 してか ら、参加型学習の3つ の契機 を中心に、お互いに意見を出し合った り、

参加度の違いにっいて話 し合 う。

‡ ふ りかえりは、 自己ない しは他者、グループの学びを検証 し、評価す るために、参加者の学び

を十分に引きだすために大変重要である。

131



‡ しか しながらここで注意 したいのは、指導者の問題である。せっか くいいアクティビティであ

っても、指導者はいつのまにか自分の思いや考えに参加者を誘導 してしまう場合があるからであ

る。

‡ 参加型学習 には、ここのアクティビティを進めていく力量 と参加者の学びを引きだすファシリ

テーター(学 びの支援者)の 存在が大きい といえるのである。参加型学習の広が り、深まりとフ

ァシ リテーションの向上、ファシ リテーターの養成 とは表裏一体 といえよう。

おわ りに

一参加型学習か ら参加型社会へ

参加型学習が目指すのは、第3の 契機に見るよ うに、社会が参加型になり、市民が社会の主人公 にな

るような民主主義の世の中である。暮 らしやすい社会 とは、 「開かれた社会」であり、市民参加を可能に

する社会であり、参加型学習が このような社会の形成に貢献できることを期待 したい。

(藤原 孝章)

ユ32一



参考2

評価 項 目 ・指標 の設 定の視 点 と方法

1評 価 項 目一 評 価 の 内 容 一

評 価 項 目(評 価 の 内容)に つ い て は 、 ご く一 般 的 な 形 で 評 価 項 目の 例 を あ げ て お く こ と

に し よ う。 これ らをす べ て 実 施 す べ き だ とい うの で は な い し、 ま た 、 これ に 限 る とい うも

の で もな い 。

(1)開 始 前 の評 価 項 目

①PRに つ い て

ア 期 間 の長 さ(PRの 期 間)

イ 指 導 者(講 師 ・助 言 者 な ど)の 明 示 の 有 無

ウ 全 体 計 画 の 明示 の 有 無

エ 目標 ・内 容 ・方 法 の 明示 の 有 無

② 参 加 者 に つ い て

ア 参 加 者 の 数

イ 参 加 者 の 年 令 分 布

ウ 参 加 者 の 性 別

工 参 加 者 の 職 業 分 布

オ 参 加 回数(特 に新 規 者 に 注意)

(2)開 始 の 際 の 評 価 項 目

① 情 報 が 参加 者 に ど う受 け取 られ 、 どの よ うに選 び と られ て い る か 。

② 参 加 者 の も っ て い る諸 条 件 や 期 待 ・要 求 、必 要 感 を 明 らか に す る た め に 、 何 が企

て られ 、 そ の 結 果 は ど うな っ た か。

③ 目標 や 方 法 の 提 示(オ リエ ン テ ー シ ョ ン)が どの よ うに な され た か。

④ 開 始 の 際 に 与 え られ た 諸 情 報 が 、 参 加 者 の 関 心 や 意 欲 を 高 め た か 。

(3)プ ロ グ ラ ム 準備 につ い て の評 価 項 目

① プ ロ グ ラ ム の 全 体 構 成 につ い て

内容 の選 定 や 配 列 の しか た が 、 次 の点 に 関 して 妥 当 か ど うか 。

ア プ ロ グ ラム の 目的

イ 期 間

ウ 参 加 者 の 水 準

工 学 習 方 法

② プ ログ ラム の各 コマ 毎 につ い て(コ マ が1回 の 場 合 も あ る。)

ア 提 示 され た 知 識 ・技 術 の 広 さ と深 さが そ れ で よ い か 。

イ 学 習 教 材 、 資料 の な らべ 方 が そ れ で よ い か 。

ウ 実例 を用 い て の 学 習 活 動 の 可 能 性 を 十 分 い かせ るか 。

工 問題 意 識 の発 展 を 図 る こ とが で き る よ うに な っ て い る か 。

(4)方 法 に つ い て の評 価 項 目

① どの程 度 の 範 囲 で 知 識 ・技 術 の 伝 達 が な され るか 、 ま た な され た か 。
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② 学 習 内 容 の 習 得 の た め に 、 い か な る援 助 が な され る か 、 また な され た か 。

③ 運 営 を ス ム ー ズ に す るた め に い か な る援 助 が な され る か 、 ま た な され た か。

④ 補 助 手 段(た とえ ば 視 聴 覚 的 手段 な ど)が い か な る範 囲 で 使 用 され 、 い か な る機

能 を発 揮 す る か 、 ま た した か 。

⑤ 参 加 者 は ど の よ うに して積 極 的 に 学 習 に参 加 す る よ うに しむ け られ る か 、 ま た し

む け られ た か。

⑥ 事 実 の 提 示 と意 見 の 交 換 は どの よ うな 関係 に な っ て い るか 、 そ して そ れ は うま く

い っ た か 。

⑦ 単 位 時 間 相 互 の 関係 は ど うな っ て い るか 。

(5)指 導者 と参加者 の関係 について の評価項 目

① 指導の形態 と方法

② 接触の形態

③ 参加者の態度

(6)学 習 、 学 習 成 果 に 関す る評 価 項 目

学 習 者 の 側 の 学 習 、 学 習 成 果 の 評 価 につ い て は後 で 具 体 的 に述 べ る の で 、 こ こで は

事 業 を 提 供 す る 側 か らの 項 目の み を挙 げ て お きた い 。

① 参 加 者 の 態 度 や 反 応 に 関 して

ア 出席 が 規 則 的 か ど うか。 も し欠 席 しが ち の 場 合 は 、 そ の 原 因 は 何 か 。

イ 参 加 者 の 学 習 へ の か か わ りか た が どの よ うに発 展 して い くか 。 ま た は発 展 した

か 。

ウ 学 習 集 団 の 状 況 変 化 が どの 程 度 生 じた か 。

② 知 識 ・技 術 水 準 に 関 して

ア どの よ うな 知 識 ・技 術 習 得 の 徴 候 が あ らわ れ た か 。

イ 応 用 能 力 に 関 して は どの よ うな徴 候 が あ らわ れ た か 。

ウ 応 用 し うる もの と して 、 い か な る具 体 的 結 果 が 生 じた か。

③ 理 解 、 意 見 ・態 度 に 関 して

ア 理 解 に 関 して は い か な る徴 候 が あ らわ れ て い る か。

イ 学 習 開 始 前 の 意 見 ・態 度 が どの よ うに 変 化 した か。

④ 一 般 的 な成 果 に 関 して

アPR効 果 、 指 導 者 の 期 待 、 参 加 者 の 期 待 が 、 実 際 の 学 習 過 程 と どの よ うに か か

わ りあ っ て い る か。

イ 将 来 の計 画 に 対 して

組 織 編 成 上 、

指 導 ・援 助 上(教 育 方 法 上)、

学 習 活 動 上(参 加 者 の学 習 活 動 上)、

い か な る結 論 が 出せ る か。
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2評 価 指標の設 定の視 点 と方法

(1)評 価 指 標 設 定 の視 点

評 価 項 目で評 価 を行 うた め に は 、評 価 指 標 が 必 要 で あ る。 そ れ に つ い て は 、 評 価 す

る 各 項 目 につ き 、 た とえ ば 次 の よ うな 指 標 の うち 当 て は ま る も の を 取 り出 して 指 標 を

作 る。

①②③④⑤

目標 の 達 成 度(目 標 は どの 程 度 達 成 で き た か 。)

主 な成 果(現 在 ま で に得 られ た 主 な 成 果 は 何 か。)

費用 対 効 果(効 果 的 な 費 用 投 入 を した か。)

主 な 特 色(現 在 の 時 点 で 主 な特 色 とい え る の は何 か 。)

稀 少 価 値 判 断(価 値 が あ りな が ら消 失 した り、 消 失 す る恐 れ の あ る も の の 存 続 を

図 っ て き た か 。)

な ど

(2)評 価 指標 に よ る評 価 資 料 の 分 析 方 法

評 価 指 標 が設 定 され る と、 集 め られ た 評 価 資 料 の 分 析 を行 うこ と に な る が 、 そ の 方

法 に は 次 の よ うな もの が あ る。

① 定量的分析

(タ イ プ)

A

B

(対 象)

数 量 的 な 目標 値 を設 定

して い る も の

数量 的 な 目標 値 は 設 定

して な い が 経 年 的 な数 量

が わ か る も の

C質 問 紙 調 査 に よ るデ ー タ

が あ る か 収 集 で き る もの

参 考

D： 対 象 機 関 共 通 の 数 量 が あ

る も の

(分 析 技 法)

達 成 率 の 利 用

達成 率=(達 成値/目 標 値)×100

時 系 列 指 数 の利 用

時 系 列 指 数 の利 用

=(当 該年 の数 量/参 照基 準)×100

参 照 基 準:基 準 とす る年 の数 量

調 査 法 の客 観 性 、妥 当性 な ど を検 討 して 、1

の(1)～(4)に よ って デ ー タ を 分 析

レ ン ジ(最 大 値 、 最 小 値 の 幅 〉の 利 用

(最 小 値 一 平 均 値 一最 大 値)の 中 に 当 該 機 関

を 位 置 付 け て参 考 にす る。

② 定性的分析

数量的に対象 を把握でき

ないもの

記 述 され た 根 拠 資 料 を1の(1)～(4)に よ っ

て 分 析

③ 条件の分析

当該機関 ・施設等の条件 を分析 して評価の資料 とす る。
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例

人 的 規 模 、 施 設 等 の 物 的 条 件 、 自然 条件 、 歴 史 ・伝 統 な ど。

④ 効 率 化 係 数

事 業 の 効 率 化 に つ い て は 費 用 対 効 果 で捉 え る こ とが 多 い が 、経 年 的(時 系 列 的)

に どの 程 度 の 効 率 化 が 図 られ て きた か を 明 らか にす る とな る と、 た だ 時 系列 的 に毎

年 の 費 用 対 効 果 を並 べ るだ け で は わ か りに くい こ とが 多 い。 そ の よ うな場 合 に は 、

効 率 化 係 数 を使 う こ とが 出来 る。

効 率 化 係 数:あ る年 度 の あ る 事 業 の効 率 化 が 、参 照 基 準 と した 年 に 比 べ 、 どの程 度 行

わ れ た か を示 す 数 値

そ れ が1で あれ ば 、 参 照 基 準 と した年 と変 わ らず 、1よ り大 き けれ ば 、

効 率 化 が 進 ん だ 、 あ るい は 効 率 が よ くな っ た こ とを 示 し、1よ り小 さ け

れ ば 効 率 が 落 ち た 、 あ る い は悪 くな った こ と を示 して い る。

例

効 率 化 係 数 の 基 準 年 を 平 成12年 とす る と12年 の効 率 化 係 数 は1。 も し

14年 の 効 率 化 係 数 が1.23に な っ た とす る と、 効 率 が1.23倍 も よ く な っ た

こ と に な る。

算 出 法

効 率 化 係 数aは 、

Y
a=一

X

x:当 該年 度 の事業経費/参 照基 準年度 の事業経 費

y:当 該年 度 の事業数 量/参 照基 準年度 の事業数 量

で 算 出 で き る。

(詳 し く は 、 井 内慶 次 郎 監 修 、 山本 恒 夫 ・浅 井 経 子 ・椎 廣 行 編 著 『生 涯 学 習 「自己 点

検 ・評 価 」 ハ ン ドブ ッ クー 行 政 機 関 ・施 設 に お け る評 価 技 法 の 開発 と展 開一 』 文 憲 堂 、

平16年 、 を参 照)

(山 本 恒 夫)
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